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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章　船ふな釘くぎと結けつ晶しよう樹じゆの種子







【アトリエール】の工こう房ぼう部で、一定のリズムで金属を叩たたく。

　叩く度たびに赤しやく熱ねつされた金属が火花を散らし、形を少しずつ変えていく。

　俺は、魔ま法ほう炉ろから溶とけ出たミスリル合金で、とあるアイテムを作っていた。

「ふぅ、これで74個目。先は長いなぁ」

　形を整えたミスリル合金を冷れい却きやく水すいに浸つけて熱を取れば、青み掛がかった金属が炉の光で輝かがやく。

　全体が平べったく、Ｌ字型の楔くさびのような形状をした特とく殊しゆな釘を作っていた。

　素材は、ミスリルとブルライト鋼の合金。

　その微び調ちよう整せいを行って、木箱に納めていく。

「１本作るのに手間が掛かるなぁ。他ほかのプレイヤーが手を出さないわけだ」

　目標１００本のミスリル合金の特殊な釘を用意するために、次の釘作りに取り掛かる。

　俺が今何をやっているかと言えば、特殊な釘──船釘作りをしているのだ。

　始まりは、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のシチフクがガレオン船の建造依い頼らいを持ち込んだのが始まりだ。

　そこから木工師のリーリーが設計と建造を指揮し、面おも白しろそうな計画に俺やマギさんも加わった。

　ガレオン船の建造に使う予定のミスリル合金の船釘は、数千本単位で必要になるが、それを作る高レベルの【鍛か冶じ】もしくは【細工】センス持ちのプレイヤーは数が少ない。

　俺は、マギさんに【彫ちよう金きん】センスのレベリングを手伝ってもらい、なんとかミスリル合金を作れるようになり、こうして船釘作りに加わることができた。

「センスのレベルが上がって作れるものの範はん囲いが広がったのは嬉うれしいけど……同じ作業は地味に辛つらい。素材も地味に消費するから次からは50本単位で作ろう」

　俺は、独りごちながら船釘を作り続け、やっと目標の１００本が完成した。

「さて、今の時間帯ならいるよな。リゥイ、ザクロ。出かけるぞ」

　俺は、船釘の入った木箱の蓋ふたを閉じインベントリに仕し舞まい込むと、【アトリエール】の店てん舗ぽ部の窓辺で日向ひなたぼっこをしていたリゥイとザクロを呼ぶ。

「キョウコさん、店番お願いするね」

「はい。ユンさん、行ってらっしゃい」

　店員ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんに声を掛ければ、愛あい嬌きようのある顔に微笑ほほえみを浮うかべて、俺たちを見送ってくれる。

　ミスリル合金の船釘を持っていく先は、リーリーのお店──の前に、マギさんのお店である【オープン・セサミ】に向かった。

【オープン・セサミ】に辿たどり着いた俺は、店内で大たい剣けんを抱かかえて、店の武器スタンドに運んでいる人型を見つける。

「ルフは、ちゃんと働いてるみたいだな」

『いらっしゃいませ。ご用件はなんでしょうか』

　俺が店に入ったのに気が付き、大剣を抱えたまま振ふり返るのは、カラクリ魔ま導どう人にん形ぎようのルフだ。

　カラクリ魔導人形の彼女は、荒こう野やエリアで発見した【カラクリ魔導人形のパーツ】を集めて修理した。

　ルフの存在は、ＯＳＯで珍めずらしいメイドロボであるためにかなり注目を集めており、一時期ルフ見たさに【オープン・セサミ】に人が集まっていたが、今は落ち着いているようだ。

「ルフ、最近調子はどうだ？」

『はい。マスターにネジを巻いてもらったり、体を整備して貰っているので状態は良好です』

　人形であるために非常に淡たん々たんとした喋しやべり方で表情の変化は乏とぼしいが、俺は微笑み頷うなずく。

「それは良かった」

『はい。現に、出力上じよう昇しようを目的とした腕わん部ぶの換かん装そうを行い、マスターのお役に立つことができます』

「マギさんの役に？」

　出力上昇とか腕部の換装とか、少し不ふ穏おんな単語を聞きつつ聞き返す。

『出力上昇に伴ともない店内の重量のある展示物の移動が楽になったとマスターはお喜びです』

「あー、うん。よかったなー」

　淡々と語るルフだが、軽々と持ち上げた大剣を大事そうに抱える姿は、マギさんの役に立てて嬉しいという気持ちを抱いだいているように見える。

　俺は、そのルフの様子を生暖かい目で見守ることにする。

「そうだ。マギさんに用があるんだけど、取次をお願いできるかな？」

『はい。マスターよりユン様がいらっしゃる話を伺うかがっております。すぐに──』

　そう言って、一度運んでいた大剣を武器スタンドに置いてから奥の工房にいるマギさんを呼びに行く。

「それにしても、ＮＰＣじゃないけど、感情が豊かだなぁ」

　カラクリ魔導人形のルフとのやり取りを思い出しながら、ポツリと呟つぶやく。

　人工物らしい機械的な応対や外見から、ＮＰＣに比べて、感情表現の方法が制限されている。

　だが、会話や仕草などでそれを補うだけの感情表現をしているように見える。

「だから、ＯＳＯは面白いんだよなぁ」

　ＮＰＣや使し役えきＭＯＢの反応のリアルさは、見ていても飽あきない楽しさがそこにある。

　そんなことを考えている間に、マギさんが工房から出てくる。

「ユンくん、お待たせ。ルフは、私とユンくんにお茶を出してくれる？」

『畏かしこまりました。マスター』

　恭うやうやしく一礼して、工房の熱源を利用してお茶の用意をするルフの後ろ姿を見送り、マギさんと向き合う。

「ルフ、結構馴な染じんでますね」

「そうね。力も強いから鉱石や武器の運うん搬ぱんを手伝ってくれるし、メイド服姿だから店内が華はなやかになっていいのよねぇ」

　そうマギさんが答え、俺は同意するように頷く。

「それじゃあ、ルフがお茶を持ってきてくれるまでにちゃっちゃと終えましょう」

　俺は、マギさんに促うながされて船釘の入った木箱をインベントリから取り出し、差し出す。

「マギさん、お願いします」

「オッケー、任された。って言っても船釘の品質確かく認にんは、リーリーもやるんじゃない？」

「まぁ、ルフの様子見ついでって理由が一つ。もう一つは、マギさんにレベリングを手伝ってもらったので自分の成長度合いを見てもらいたくて……」

　俺は、マギさんに船釘の品質確認をお願いした理由を口にする。

　自分で言って後から少し気き恥はずかしくなり、頰ほおを搔かけば、マギさんは木箱から取り出した船釘の確認作業を止めずに、小さく笑う。

「本当に、ユンくんはこっちが嬉しくなることを言ってくれるなぁ」

　その口元を緩ゆるめつつも作業は的確であり、１本数秒で確認を終えていき、最後に弾はじかれたのは１００本中２本だけだった。

「大量生産系のアイテムでリーリーの求める品質から外れるのはたった２本。うん、ユンくん、優ゆう秀しゆうね」

「でも、２本も混ざってたのかぁ。ちょっとショックだなぁ」

　結構上う手まく作れたのにと肩かたを落とす俺に、マギさんは苦笑いを浮かべながら弾かれた２本の船釘を掲かかげてみせる。

「確かに弾かれたけど、少し修正すればすぐにリーリーの求める基準はクリアできる程度の差だから気を落とさないで」

「本当ですか？」

「うん。ほら、ここを見て。Ｌ字に曲がっているところ。ここが一番折れやすいところだから、高温から一気に冷やす焼き入れが不十分だったと思うわ」

「あー、連続で次々と作っていたから冷れい却きやくのための水がぬるくなっていたのか」

「そうね。冷却水の交こう換かんは少し早めのタイミングでもいいかも。これなら一度加熱して、また冷やせば問題ないと思うけど、この場で直す？」

「はい。少し工房をお借りします」

　マギさんの提案に頷き、早さつ速そく奥の工房の炉を借りようと腰こしを浮かせたところ、奥から銀のトレーに載のったティーセットを持ったルフが出てきた。

『マスター。お茶の準備ができました』

「それじゃあ、続きはお茶を飲んでからね」

「はい。分かりました」

　俺は、再び腰を下ろし、カラクリ魔導人形のルフが用意するお茶を待つ。

　ティーポットからカップに注がれるお茶を待つ間、マギさんが嬉しそうにしている。

「実は、クロードやユンくんのところでＮＰＣがすぐにお茶を用意してくれるのを見て、凄すごく憧あこがれていたのよね」

「そうだったんですか？」

「ほら、軽く言葉を交かわしただけですぐにお茶の用意をしてくれて、タイミングよくお茶を振る舞まってくれるって素す敵てきじゃない」

　もちろん、自分の手で用意してくれるユンくんも素敵よ、とマギさんに言われる。

　そんな風にＮＰＣのキョウコさんを評価されて嬉しい反面、自分の何気ない行動にも思いがけない評価をもらって気恥ずかしさを感じてしまう。

　そして、ルフがお茶の入ったカップを俺たちの前に置き、俺とマギさんがカップを持ち上げる。

「クロードから分けてもらったお茶をいただきましょうか」

「はい。それじゃあ、いただきます」

　チラリと横目で見れば、無表情ながら自信満々な様子のルフ。

　カップから漂ただよう紅茶の香かおりを嗅かげば、普ふ段だんの紅茶よりも少し香りが濃こいような気がする。

　そして、カップを傾かたむけて一口飲めば──
















「渋しぶっ!?　えっ？　紅茶!?」

「うっ、ルフ？　ちょっと淹いれすぎじゃない？　飲めないくらい渋いわよ」

　マギさんも感じたのか、眉まゆを寄せて一口で紅茶を飲む手を止める。

『初期化の影えい響きようで蓄ちく積せきされていた奉ほう仕し知識は完全に欠落。なので、頂いた茶葉を大量に使い高温抽ちゆう出しゆつを行いました』

　カラクリ魔導人形だから表情は乏しいが、これで表情を動かせれば、きっとドヤ顔を浮かべていたように思う。

　クールなメイドロボかと思えば、まさか、ポンコツメイドロボの可能性を持っていたなんて。

『この機械の身では、温度は測れても味覚、嗅きゆう覚かくを数値的に感知することは困難であります。なのでマスターにはマスター好みのお茶ができるまでお付き合いいただけたらと思います』

　それは、それが終わるまで延々と渋いお茶を飲まされるという可能性に、カラクリ魔導人形が暴走した時とは別種の戦せん慄りつを覚える。

　マギさんからは俺に助けを求める視線が来る。

「えっと……ルフ？　とりあえず、俺がお茶の基本的な淹れ方を教えるから、それを基もとにマギさん好みの味を探そうな」

『ユン様からのご教授、この機械の身に余る光栄です』

　そう言って、ぺこりとお辞じ儀ぎをするルフ。

　マギさんからも無言だが、ありがとうという感謝の視線が送られてくる。

　その後、ルフには【アトリエール】で働くキョウコさんの時のようにお茶の淹れ方を教える。

　最初に、渋いお茶ができた理由を調べたら、ティーポットの半分にぎっちりと茶葉が入れられており、ただの茶葉の過多であることが判明した。

　その後、ティースプーンにどれだけの量を入れ、お湯の温度と淹れる時間などの目安を伝えていき──

「うん。さっきのに比べたら格段によくなってる！　ありがとう、ユンくん、ルフ」

「ふぅ、これで終わったかな」

『ユン様、ありがとうございます。マスターに喜んでいただけました』

　知識がないことから来るポンコツ具合が可愛かわいく思えるルフ。

『マスター、ユン様、お腹なかは空すいていらっしゃいませんか？　私がおやつの準備をいたします』

「ちょっと！　ルフ、やらなくていいよ！　と言うか、一度学んでからやろうね！」

　必死で止めるマギさんに無表情ながらシュンと気落ちするルフ。

（ユンくん……）

　ルフに聞こえないようにフレンド通信を使って俺に言葉を伝えてくるマギさん。

（流石さすがに、今は無理ですよ。時間がないですし、また今度時間があったら簡単なレシピを一つずつ教えますから）

（はぁ、カラクリ魔ま導どう人にん形ぎようを助手にする計画は、先が長いのね）

　そんなやりとりをしながら、俺はやっとマギさんの工こう房ぼうを借りて品質確認から外れた船ふな釘くぎを修正し、再びのチェックで合格をもらって【オープン・セサミ】を出る。

　そして、その足で今度はリーリーのお店へと向かうのだった。




　　　　●




【リーリーの木工店】の看板が掛かかったお店に入り、店員ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターに声掛けをすると、すぐに顔パスで奥に通してくれる。

　店の通路の最さい奥おうにある黒い扉とびらを潜くぐれば、そこは──平原が広がっている。

　アイテム【個人フィールド所有権】によって生成されたフィールドには、平原をベースに所有者のリーリーの手によって造船所の建物や植林場が作られている。

　この広い平原に来て、ザクロを背中に乗せたまま成せい獣じゆう化するリゥイ。

　待っていると、成獣化したリゥイの背中にリーリーのパートナーの不死鳥ネシアスがちょこんと降り立つ。

「ユンっち！　待ってたよー！」

　少しして、ネシアスに遅おくれてお店と繫つながる黒い扉の方に駆かけてくるリーリーが見えた。

「リーリー。待たせたか？」

「待ってないよ。そもそもミスリル合金の船釘が足りないからガレオン船の作業も進まないんだよ」

　そう言って、気にしないように手をひらひらと振ふるリーリー。

　また、ネシアスたちの様子を見た俺とリーリーが、自由にしていいと身み振ぶりで示すと、背中にザクロとネシアスを乗せたままリゥイが平原を歩き出す。

「それじゃあ、造船所の方で話をしようか」

「そうだな。とりあえず、船釘の納品もしたいからな」

　そう言って頷うなずき、リーリーと一いつ緒しよに造船所の方に向かう。

　造船所の中では、何人ものプレイヤーが木材を加工しており、以前来たときより賑にぎやかな感じに変わっている。

　そして、俺とリーリーが造船所に入っていくと──

「親方！　お疲つかれ様です！」

「「「──お疲れ様です！」」」

　リーリーが近づくと、ガタイのいい男性プレイヤーたちが一いつ斉せいに頭を下げてくるので、リーリーは苦笑いを浮うかべて、手を振って作業に戻もどるように指示を出す。

「随ずい分ぶん変わったよなぁ」

「シチフクっちたちギルド【ＯＳＯ漁業組合】のプレイヤーに【木工】センスを教えたらこんな感じになっちゃった」

「その、恥ずかしくないのか？　親方って言われて……」

「まぁ、多少はね。でも慣れた。それに自分の指示下で統一された動きで木造製品を作り上げる姿を見られるから楽しいよ」

　そう苦笑いを浮かべながら答えるリーリー。

「指示する側に立つようになったから【教導】センス取得したら、みんなの【木工】レベルが上がりやすくてそれも楽しいかな」

【教導】センスは、自身が所持しているセンスに関することを指導・補助することで他ほかのプレイヤーが獲かく得とくする経験値を上じよう昇しようさせるセンスだ。

　リーリーがこのセンスを使ったことでギルド【ＯＳＯ漁業組合】のプレイヤーたちは、造船集団になり始めていた。

「今は、素材がないからかなり人数少ないよ」

「へぇ、まだ増えるのか」

「今は、自分たちで試作したボートを持って海に出たり、船釘の素材集めをしてくれているよ」

　そう言うリーリーの説明を聞き、感心しながら頷く。

　そして、造船所の一角に用意されたテーブルに座り、インベントリから船釘の入った木箱を取り出す。

「これが初回の納品分だ」

「ありがとうユンっち、これで少しだけ作業が進むよ！」

　早速、リーリーが船釘の品質確かく認にんを行い、すぐに１００本全部が問題ないことを確認する。

「船釘は問題ないよ。これが船釘の代金。それと次の納品に使う素材も渡わたしておくね」

　俺は、革かわ袋ぶくろに入った船釘の代金とミスリル合金を作る素材を受け取り、確認し、取引を終える。

　必要数の多い船釘作りは、ミスリル合金を使うために作製難易度が高く、あまり割のいい依い頼らいではない。

　だが、ガレオン船の作製に関かかわることができ、完成が待ち遠しい。

「ガレオン船は今どのくらいできているんだ？」

「うーん。船の骨組み部分は組めたけど、船釘不足、作業に参加するプレイヤーのレベル不足、材料不足で足止め中だよ」

　ほら、とリーリーが指し示す先に骨組みだけの木造船があった。

　まだまだ完成にはほど遠く、横を通った時、完成予想の設計図の姿と頭の中で一いつ致ちしなかったので気がつかなかった。

「だから、暇ひまなんだよね～」

　そう言って、ダラリとテーブルに突つっ伏ぷして、俺を見上げてくる。

「マギっちは、カラクリ魔導人形って面おも白しろそうなことをやってたし、僕もなにか面白いことやりたいなぁ」

「俺に言われても……あっ」

「ん？　ユンっち、なにかあったの！」

　ガバッと体を起こすリーリーに対して俺は、一つだけリーリーの興味を引きそうなことを口にする。

「一応、あるかな？　【化石】を復元した時に出た植物の種があるんだよ」

　知り合いの調教師のレティーアの手伝いで大量の【化石】アイテムを集め、復元した際、レティーアが必要とするアイテム以外のものをその時の仲間内で分配した。

　その中で植物系の種などのアイテムは、俺が引き取ったのだが、その中で一つだけレアな植物の種子があったのだ。

　アイテム名から薬草系というより樹木系に近い植物の種子だと思う。

「その植物の種の名前が──【シェイド結けつ晶しよう樹じゆの種子】ってアイテムなんだけど」

　そう言って、インベントリから実物を取り出し、テーブルに置く。

　黒い繊せん維い質の殻からに覆おおわれたクルミほどの大きさの種を、リーリーが実際に手に持ち確かめる。

「これ、僕も初めて見る樹木の種だ。ねぇ、これってどんな性質の木ができるの!?」

「いや、それが分からないんだよ」

「分からない？」

「発芽する条件が分からないんだ。だから、とりあえず【メイキングボックス】で複製してる」

【メイキングボックス】とは、夏のキャンプイベントの報ほう酬しゆうで手に入れた、一日一度指定した種類の素材のランダム納品と素材複製機能を持つアイテムのことだ。

【シェイド結晶樹の種子】は、素材のランクが高いが、種子であるために成功率は５割といったところで、今は５個まで増やすことができた。

　だが、肝かん心じんの発芽条件が分からずにインベントリの肥やしになっている。

「そうなんだ！　面白そう！　薬草関係に強いユンっちと樹木関係に強い僕が協力して発芽させようよ！」

「そうだな。リーリー、協力してくれるか？」

「もちろんだよ！」

　俺が尋たずねれば、当然と言わんばかりに頷くリーリー。

　船釘作りは引き続き続けるが、それとは別にリーリーと共に【シェイド結晶樹の種子】の発芽条件を探すことになった。







　　　一章　造園家ＮＰＣと樹木栽さい培ばい







　俺とリーリーは、リゥイとザクロ、ネシアスを連れて【シェイド結けつ晶しよう樹じゆの種子】を発芽させる方法を探しに出かける。

「ユンっちは、どこで調べて分からなかったの？」

「普ふ段だんお世話になってる農夫ＮＰＣに育て方を聞いたけど分からなくて、図書館でも調べたけど、見つからなかった。それで手て探さぐりで試ためしに育てて失敗したんだ」

　大きめの鉢はち植うえに土や肥料を入れ、種を埋うめて【アトリエール】の隣となりに建てたガラスハウスで他の植物と同じように育てた。

　数日後、失敗したことを告げるメッセージを受け取った。

　今までの植物栽培は、農夫ＮＰＣのアドバイスがあり、キョウコさんが管理してくれているので失敗というものがなかったために地味にショックであった。

「そっかぁ。【シェイド結晶樹】で調べて出なかったってことは、別の呼ばれ方がされているのかもね」

「そうかもしれないなぁ。それか、アイテム名だけ隠かくされているとか」

　リーリーの指し摘てきを受けて、俺の見落としの可能性を考える。

　今度は別の視点から図書館で探せば何か見つかるかも知れないが、流石さすがに骨が折れそうだ。

「ほら、そこは【木工師】の僕に任せてよ」

「リーリーは何か分かるのか？」

「ううん。分からない！」

　自信満々に任せてと言いつつ、分からないと断言するリーリー。

　大だい丈じよう夫ぶなのか、と内心不安になるが、リーリーは満面の笑えみで答える。

「ユンっちが薬草関係で知りたい時は農夫ＮＰＣを頼たよりにするように、僕も頼りにするＮＰＣがいるんだよ」

「へぇ、そんなＮＰＣがいるのか」

「まぁ、ついてきてよ」

　そう言って、歩き出すリーリーについていく。

　俺とリーリーは、第一の町のポータルから第二の町に転移した。

　いつ来てものどかな田舎いなか町のような風ふ情ぜいに、俺は自然と頰ほおが緩ゆるむ。

「ユンっち、こっちだよ」

「なぁ、リーリーの行き先ってどこなんだ？」

「もう少しで着くよ」

　中々教えてくれないリーリーに従い進んでいくと、小さなブドウ畑を持つ町外れの農家の建物に辿たどり着く。

　建物の前まで来れば、一人の男性がパイプを吹ふかしながら縁えん側がわで休んでいる姿が見える。

「こんにちは～」

「おやおや、リー坊ぼうかい。今日は、お嬢じようさんや動物たちまで連れてなんの用だい？」

　男性ＮＰＣは、パイプから口を離はなし、俺とリーリー、それに使し役えきＭＯＢたちを見つめてくる。

　俺は静かに会え釈しやくしつつ、リーリーに尋ねる。

「リーリー。この人は？」

「ブドウ農家を営んでいる造園家ＮＰＣだよ」

「造園業は、趣しゆ味みでたまにやっているんだよ。それで、私になんの用かな？」

　改めて穏おだやかそうな男性が用件を尋ねてくるので、俺はインベントリから【シェイド結晶樹の種子】を取り出して見せる。

「ほぅ、こいつは……」

　小さく呟つぶやき、俺が手の中にある黒い繊維質の塊かたまりのような種を差し出せば、造園家ＮＰＣはそれを手に取り、色々と確かめる。

　調べていく内に目を見開き、驚おどろきの表情を見せる造園家ＮＰＣ。

「こいつは、【シェイド結晶樹の種子】か。珍めずらしいねぇ」

「やっぱり、珍しいんですか？」

　俺が尋ねると、造園家ＮＰＣは頰を緩めながら軽く謝る。

「すまんな。【シェイド結晶樹】自体が珍しいんで、それの種子に興奮してしまった」

　そう言う造園家ＮＰＣから黒い種子を返してもらい、より詳くわしい話を聞いていく。

「【シェイド結晶樹】は、自然界でも珍しくてね。特定の条件じゃないと発芽しないから栽培が難しい植物なんだ。だから、一いつ般ぱん的な造園家は扱あつかわないんだよ」

「そうなんだ……」

　しょんぼりと肩かたを落とすリーリーだが、造園家ＮＰＣの言葉には続きがあった。

「私の知り合いに【シェイド結晶樹】に詳しい狩かりゆう人どがいるんだ。彼に紹しよう介かい状じようを書こうか」

「ありがとうございます。でも、なんで狩人？」

「なんでも【シェイド結晶樹】は、繊維質の樹皮、葉っぱ、樹液がそれぞれ狩かりの道具の素材になるらしいんだ」

　造園家ＮＰＣは、一いつ旦たん家の中に入り、一通の紹介状を持って戻もどってくると、リーリーに手て渡わたしてくる。

　受け取った紹介状が気になるのか、ザクロやネシアスが匂においを嗅かぐように鼻先を近づけるが、イタズラされる前にリーリーがインベントリに仕し舞まい込む。

「リー坊たちは、きっとここに来る前に【シェイド結晶樹】について調べただろうね」

　縁側に座り直した造園家ＮＰＣは、こちらに真まっ直すぐな目を向けてくる。

「そして、見つけられなかったから私のところに来たんだろう。その植物の名前が見つけられなかった理由も、知り合いの狩人に会えば分かるよ」

　話を聞き終えた俺とリーリーは、その足で【シェイド結晶樹】に詳しい狩人ＮＰＣのいる場所を目指す。

　第二の町近きん郊こうの森にある小屋と言われて、その近くまで進むが──

「この付近のエリアはよく来るけど、小屋なんて見たことがないんだよなぁ」

「あっ、僕も。木材確保でよく来るけど、それらしい建物を見たことないよ」

　早さつ速そく、手て詰づまり感を覚えて立ち止まる俺とリーリー。

　そろそろ日も暮れ始める時間帯であるために、探すなら早くしないといけない。

「考えても仕方がないし、森の中に入るか」

「そうだね。隠されている場所ならユンっちの【看かん破ぱ】のセンスが頼りだよ！」

「いや、そう言われてもなぁ」

　俺は、メニューでセンスステータスを確かく認にんする。
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【魔ま弓きゆうＬｖ23】【空の目Ｌｖ22】【看破Ｌｖ34】【俊しゆん足そくＬｖ26】【魔道Ｌｖ27】

【大地属性才能Ｌｖ８】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ１】【調教Ｌｖ34】【料理人Ｌｖ15】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ21】【生産職の心得Ｌｖ21】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【長ちよう弓きゆうＬｖ39】【調薬師Ｌｖ18】【錬れん金きんＬｖ47】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ37】

【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ27】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】

【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】【念動Ｌｖ３】








　リーリーに納品するミスリル合金の船ふな釘くぎを作ったために【彫金】センスやその補助センスのレベルが上がった。

　その他に【付加術】のセンスがレベル50に到とう達たつしたので、上位センスの【付加術士】に成長させた。

　上位センスになり一時的にステータスは下がったが、ステータス上昇率が高いので、しばらくしたら元に戻るだろう。

「さて、俺の【看破】のセンスで見つけられるかな」

　日も暮れ始め、探せる時間が短い。

　人や建物を探すなら、リーリーのパートナーのネシアスが上空から探せば早くに見つかるかもしれない。

　そう思いながら、リーリーと共に第二の町近郊の森に足を踏ふみ入れると、程ほどなくして俺たちの前に一人の男性が姿を現す。

「俺を呼ぶための匂いを辿ってきてみれば、子どもが二人か。お前たち、何者だ」

　黒い外がい套とうに口元を覆おおう黒い布、長弓を背負い、腰こしには山さん刀とうを吊つるす男は、狩人のようにも見える。

　だが、その威い圧あつ的な雰ふん囲い気きに隣を歩くリゥイが鬣たてがみを逆立て、ザクロが俺の体を駆かけ上がり、フードの中に逃にげ込んでしまう。

　リーリーの方も腕うでの中でネシアスが震ふるえており、それら使役ＭＯＢの異常な反応から、ただの狩人ＮＰＣとは思えない。

「なぜ、その匂いを放つ。そいつは知り合いにのみ渡した香こう水すいだ」

「造園家が言ってた狩人？　紹介状をもらったんだけど」

　リーリーがインベントリから先ほど渡されたばかりの紹介状を取り出すと、男の警けい戒かいがより強くなる。

「そいつを地面に置いて下がれ」

「えっと……」

「俺の指示に従え」

　口元の布越ごしに強い口調で命令され、若じやつ干かん涙なみだ目めになるリーリーは、素す直なおにその場に紹介状を置いて、俺と一いつ緒しよに数歩下がった。

「ふ、ふぇぇっ！　ユンっち、怖こわかったよぉ！」

「あー、災難だったなぁ」

　静かだが有う無むを言わせぬ口調で言われたリーリーは、プルプルと震えながら俺の腕にしがみついてくるので、慰なぐさめるように頭を撫なでる。

　そして、地面に置いた紹介状を拾い上げた狩人らしきＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターは、一度紹介状の匂いを確認し、続けて中を開いてその内容を確かめる。

「奴やつからの紹介状、確かに受け取った。付いてこい」

　相変わらず、有無を言わせぬ口調で森の中を進み始める狩人ＮＰＣ。

　最初の接せつ触しよくで苦手意識を植え付けられたのか、少し困こん惑わくしているリーリーと共に狩人ＮＰＣの後に付いていく。

　途と中ちゆう、森の中に置かれた目印らしき石を辿るように蛇だ行こうしながら進む狩人ＮＰＣの後に付いていくと、一いつ軒けんの小屋が見えた。

「さて、ここまで来ればいいだろう」

　そうして、小屋の前に置かれた丸太の椅い子すに座る狩人ＮＰＣは、外套と口元の布を取り、こちらに顔を見せる。

「さて、要件を手短に言え」

　頰に刀傷がある鋭するどい目付きの男性ＮＰＣの言葉に萎い縮しゆくしているリーリーの代わりに、俺が尋たずねることにする。

「とりあえず、【シェイド結けつ晶しよう樹じゆの種子】の発芽の方法を教えてほしいんだ」

　俺は、造園家ＮＰＣに見せた時と同じようにインベントリから取り出したものを見せると、男は不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす。

「子どもが持つような植物じゃねぇな。どこで手に入れた」

「えっと……それはどういう意味？」

「言葉のままだ。コイツは堅かた気ぎの人間が使う植物じゃねぇ。元暗殺者の俺が使うような、裏で重ちよう宝ほうされる稀き少しよう植物だ」

　そう言って、面おも白しろくなさそうにする狩人、もとい、元暗殺者ＮＰＣ。

　それに興味が惹ひかれたリーリーが意を決して尋ねる。

「あの造園家の人とはどういう関係？」

「チッ、やつは、元々貴族の庭園を管理していて、俺はどこにでもいる暗殺者だ。ただ、あいつに捕つかまって強制的に暗殺稼か業ぎようから足を洗わされたけどな」

　忌いま々いましげに答える元暗殺者ＮＰＣ。

　そして、この話から切り替かえるためか、俺が手に持つ【シェイド結晶樹の種子】を指差す。

「こいつを調べても分からなかったから俺のところに来たんだろう。この手の裏植物は、暗殺に使える。だから、大たい抵ていが口く伝でんでしか伝えられない。もし、文字で残されていても大抵は暗号化されている」

　──と、知りたい情報を教えてくれる。

　もしかしたら、農夫ＮＰＣは知らなくても薬屋のオババなら何か知っていたかも、と今の話を聞いて思いつく。

「じゃあ、育て方は──」

「そいつの発芽する条件は、暗所で多た湿しつ。さらに発芽した後、生長するのに大量の養分が必要だ。それが足りないとすぐに枯かれるか腐くさる」

「ちょ、ちょっと待って──」

　俺は、慌あわててメモとペンを取り出し、一息に言われた発芽条件を書き記す。

「苗なえ木ぎほどに生長すれば、日光下でも安定して生育する。生長したこの木は、光を吸って周囲を少し暗くしたり、人を迷わせる力を持つ。迷いの森なんて言われる森で遭そう難なんする原因の一つだ」

　元暗殺者ＮＰＣの話をリーリーと共に頷うなずきながら聞く。

　フレーバーテキスト的な内容でも興味深く、楽しい気分になってくる。

「最後に使える素材は、繊せん維い状の樹皮はロープ、葉っぱから抽ちゆう出しゆつする染せん料りようは光を吸う性質から、隠おん密みつ性を高める。また一ひと手間加えると暗殺者御ご用よう達たしの暗視薬になる。他ほかにも、樹液は硬こう化か樹じゆ脂しになる」

　そう言って、実際に自分の装備の中で【シェイド結晶樹】の染料で染めた外套を指し示す他に、繊維状の樹皮を束ねたロープに黒い樹脂が塗ぬられた頑がん丈じような縄なわ、そして軟なん膏こうタイプの薬を取り出して見せる。

「さぁ、聞きたいことは聞けただろ。なら子どもはさっさと帰れ」

「うん、分かった。今日は、ありがとう」

　リーリーが元暗殺者ＮＰＣにお礼を言うが、そっぽを向かれてしまう。

「子どもが裏の技わざなんか興味本位で調べるな。できれば、二度と来るな」

　吐はき捨てるように言って、小屋の中に入っていく元暗殺者の狩かりゆ人うどＮＰＣ。

「……ユンっち。なんか怖い感じの人だと思ったら案外いい人っぽい？」

「まぁ、普ふ通つうにいい人っぽい感じかも」

　ぶっきらぼうな感じだが、質問には答えてくれそうだ。

　裏の技とか暗殺技術などの不ふ穏おんな単語を聞いたが、それも含ふくめて【調薬】センスを持つ俺にとっては必要な知識だったりする。

　相手はもう関かかわりたくないかもしれないが、多分俺とリーリーは今後も彼と関わっていくことになると思う。




　　　　●




　元暗殺者ＮＰＣから【シェイド結晶樹の種子】の発芽と生育法を教えてもらった俺とリーリーは、その後ログアウトした。

　そして、後日のリアルでは──




「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！　見てみて！」

「美み羽う。高校の制服が届いたんだな」

　三月に入り、高校進学に合わせて、中学三年生の美羽は一足先に春休みに入っている。

　そんな美羽は、この春から着ていく制服を試着して見せてくる。

「えへへっ、可愛かわいいでしょ？　静しずかお姉ちゃんが着ているのを見ててずっと着てみたかったんだ」

　そう言って、その場でくるりと回れば、ふわりと制服のスカートの裾すそが浮うく。

　俺と美羽の通う学校は、中高一いつ貫かんのエスカレーター式であるが、中学と高校では制服が違ちがう。

　中学では学ランとセーラー服、高校ではブレザーと学校指定の制服が変わる。

　ブレザーの制服を着た美羽は、ちょっとだけ大人っぽく見えた。

「お兄ちゃん、一緒に写真撮とろう！　静お姉ちゃんに送るんだ！」

「全く、仕方がないなぁ」

　俺の腕にくっつくように並び立ち、腕を伸のばして、携けい帯たいで写真を撮ろうとする。

「美羽、その撮り方だと顔しか写らないから少し携帯貸してくれ」

「あっ！　そっか！　ちょっと待って！」

　俺は、美羽から携帯を受け取り少し離はなれる。

　美羽は、俺が携帯を構えると、慌てて手て櫛ぐしで髪かみ型がたなどを整え、背筋を伸ばす。

　少し表情の硬かたい美羽の様子に微び苦く笑しようを浮かべながら、美羽の制服姿を携帯のカメラに収める。

「うん。撮れたよ」

「お兄ちゃん、ありがとう。……むぅ、ちょっと表情が硬いかも」

　携帯を受け取り、自分のカメラ写りを確かめて、少し不満げな様子だ。

「確かに緊きん張ちようしているけど、初うい々ういしい感じが出てるだろ？」

「そうかも知れないけど……まぁ、いいか」
















　そう言って素直にその写真を保存して、メールを打ち始める美羽。

　きっと、静姉ねぇにメールでも打っているのだろうと思い、俺は台所でお茶とお菓か子しを準備する。

「美羽。入学式前に制服汚よごすといけないから、おやつにする前に制服着き替がえてこいよ」

「うん！　分かった！」

　メールを送信し終えたのか、そのまま廊ろう下かを駆け出し、自分の部屋に戻もどる美羽。

　手早く着替えた美羽はラフな格好で戻り、俺からお茶とお菓子を受け取る。

「峻しゆんお兄ちゃん、ありがとう」

「どういたしまして」

　俺もソファーに座り、美羽と一緒に午後の一ひと時ときを過ごす中──

「ねぇ、お兄ちゃん。暇ひまだから、この後ＯＳＯでパーティー組まない？」

　そう言って、美羽が上うわ目め遣づかいで聞いてくる。

「ルカートたちとは？」

「ルカちゃんたちも春休みのはずなんだけど、ログインタイミングやログイン時間が上う手まく合わないの」

「悪いけど、リーリーと用事があるから今日は無理なんだ」

「そっかぁ、分かった。なら今日は、【ヤオヨロズ】のギルドハウスにでも入り浸びたることにするよ」

　そう言って、お茶とお菓子を持って立ち上がり、再び自室に戻る美羽。

　ゲーム三ざん昧まいの美羽に、進級テストは大だい丈じよう夫ぶだろうか、と一応心配になりつつ俺もおやつを食べてから自室に戻り、ＶＲギアを装着してＯＳＯにログインする。




　ＯＳＯにログインした俺は、約束の時間にリーリーの個人所有する平原フィールドに来ていた。

「それじゃあ、【シェイド結晶樹の種子】の生育環かん境きようを作るぞー！」

「「「おー！」」」

「おー？」

　そこに集まっていたのは、シチフク含むギルド【ＯＳＯ漁業組合】の面々数名だ。

　リーリーの音おん頭どに合わせて拳こぶしを突つき上げ、掛かけ声を上げる。

　俺も釣つられて小さく拳を突き上げるが、少し離れた場所から見ているリゥイのジト目が心に突き刺ささる。

「それで、なんでここにシチフクたちがいるんだ？」

「暇やから、ユンちゃんとリーリーを手伝いに来た！」

「あ、はい。そうですか」

【シェイド結晶樹の種子】の環境作りと言っても、どんなものを作るかまだ決まっていないが、人手があるのは、助かる。

　そして、俺が落ち着いたところでリーリーが話しかけてくる。

「ユンっち、環境作りに必要なものは用意してくれた？」

「ああ、一応、使えそうなものを【アトリエール】から持ってきたぞ」

　リーリーに尋たずねられ、俺は答えながらその場でアイテムを取り出していく。

「植物栽さい培ばいの鉢はち植うえに、【生命の水】、【中級肥料】、【植物栄養剤ざい】なんかもあるんだ！」

「他にも湿しつ度どが必要って言うから保ほ湿しつ用の苔こけとか干し草とかも持ってきたぞ」

　そう言いながら俺が取り出したアイテムを確かく認にんしたリーリーは、今度は自分の番と胸を張って設計図を取り出す。

「今日、僕たちが作るのは、この暗室栽培所だよ！　構造は普通の木組みの小屋だからシチフクっちたちの練習にはちょうどいいよね！」

　そう言って取り出した設計図を見れば、小さな平屋の建物のようだ。

「植林場にそのまま種を植えるよりも、やっぱり苗木から育てて等とう間かん隔かくで植えた方が効率がいいからね」

「そうなのか」

「それじゃあ、僕とシチフクっちたちでどっちが早く建てられるか競争だよ！」

「「「えっ!?　そういう計画だったの!?」」」

　驚おどろくギルド【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーたちを尻しり目めに、早さつ速そく、建て始めるリーリー。

　リーリーなら単独でログハウスくらい作れるので、そこに数人が加わってもあんまり建築スピードは上がらないだろう。

　だから、リーリー単独とギルド【ＯＳＯ漁業組合】の面々で分けた方が、センスのレベリングになるかも知れない。

「とりあえず、俺は見学でいいのかな？」

「いいよー！」

　そう言って、小こ柄がらな体で次々と用意した木材を加工していくリーリーを横目に、俺は離れた位置にシートを敷しく。

　俺は成せい獣じゆう化したリゥイに寄り掛かり、隣となりにはザクロが寝ねっ転ころがる。そして、幼よう獣じゆう化した不死鳥のネシアスが頭の上にちょこんと乗るのも気にせずに本を取り出す。

「さてと、俺は見落としがないかもう一度本を調べ直すか」

　俺は、ＮＰＣ薬屋のオババから買った【中級薬くす師し技術書】を開きながら、改めて【シェイド結けつ晶しよう樹じゆ】に関する情報を探す。

「元暗殺者ＮＰＣが、裏の技術は口く伝でんもしくは暗号化されてるって言ってたよな」

　前は、アイテム名を優先して探していたが、今度は【シェイド結晶樹】の使い道に近いレシピを調べる。

　素材名がダミーで書かれている可能性もあるし、類るい似じアイテムなら代だい替たい素材としてそのレシピを完成させることもできる。

　平原に穏おだやかな風が駆かけ抜ぬけ、建物を建てる金かな槌づちの音を聞きながら、本を読んでいけば、元暗殺者ＮＰＣの言っていたアイテムに近いレシピを見つけることができた。

「よし、完成した！」

「「「リーリーさん、早っ！」」」

「おっ、完成してる」

　本から顔を上げると、リーリーの宣言通り、平屋の小屋ができていた。

　室内で水みず遣やりなどをする関係から剝むき出しの地面であるが、とりあえず暗室栽培には使えそうだ。

「ユンっち、お腹なか空すいたから何か作って～」

「そうだな……」

　リーリー以上に、シチフクたち新米木工師たちが作業を止めてキラキラとした目を向けてくる。

　その様子に苦笑いを浮かべつつ、俺はインベントリから食材を探す。

「それじゃあ、おにぎりでも作るか」

「わーい。じゃあ僕、シャケおにぎりお願い。貰もらったお魚があるから」

「「「──うぉぉぉぉっ！」」」

　男も多いし、ガッツリ食べたいだろう、と思って作るものを口に出すと、リーリーは早速具材のリクエストを出す。

　シチフクたちも歓かん喜きの声を上げると共に、木造平屋の建築スピードを速める。

　作業工程が三分の一しか進んでいないが、おにぎりができあがるまでに終えたいという気き概がいだけは伝わってくる。

「それじゃあ、作るか」

　リーリーがその場の木材で即そつ興きようのテーブルを作り出し、俺がその上に魔ま法ほうのコンロや食材アイテムを並べていく。

　お米は、リゥイの水魔法でパパッと洗ってもらい、人数が多いので土ど鍋なべ２つでご飯を炊たき上げつつ、できるまでの時間に中に入れる具材を用意する。

「ユンっち、これ。シチフクっちから貰ったお魚」

「鮭さけっぽいし、炒いためてフレークにするか」

　ギルド【ＯＳＯ漁業組合】の釣つり好きたちが、ここで湖釣りや海釣りのボートを自作して釣りに行き、その釣り上げた成果の一部がリーリーにお裾すそ分わけされているみたいだ。

　俺は、その中で鮭っぽいものを受け取る。

「おっ、こいつ、卵持ちだ。醬しよう油ゆ漬づけにしてイクラも作るか」

　早速、包丁で【料理】センスのアシストを受けつつ、鮭っぽい魚を捌さばくと、中から出てくる卵を深めのお皿に取り分け、醬油漬けにする。

　そして、魚本体を捌き、切り身をフライパンで塩や酒、みりんを加えて炒いため煮にる。

　少しずつ水分が飛び、魚の切り身に火が通りホロホロに崩くずれたら、ごま油を少し加えて更さらに炒めて完成だ。

　その鮭フレークの匂においに、建築スピードの上がっていたシチフクたちの動きが止まっていた。

　俺とリーリーが苦笑いを浮うかべて見ていると、ハッと気がついたのか作業を再開する。

「他ほかにも、シユの実で作った梅干しがあるし……」

　俺が呟つぶやくと、少しだけ不満そうな視線を感じる。

　あいつら、やっぱりガッツリ系が食べたいのか。

　それなら──

「ビッグボアのバラ肉で作った肉巻きおにぎり、コカトリスの唐から揚あげおにぎり、コカトリスの卵焼き、ロッククラブを使ったカニレタスのチャーハンおにぎり、焼きおにぎり」

　俺がガッツリ系のおにぎりの名前を次々に口に出すと──

「急げぇぇぇっ！　おにぎりがうちらを待っとるんやー！」

「「「──イエッサー、船長・シチフク！」」」

　一糸乱れぬ動きで再び建築スピードを取り戻す【ＯＳＯ漁業組合】の面々。

　わかりやすい、扱あつかいやすい、と思いながらその期待に添そえるようにおにぎりの具材を手早く用意していく。

　そして、具材が用意できたタイミングで土鍋のお米も炊き上がる。

　両手を水で濡ぬらし、塩と海の苔り、そして用意した具を炊き立てのご飯で握にぎり、お皿に並べていく。

　そして──

「完成したぞー！」

「お疲つかれ様。おにぎりはできているぞ。あと、お茶はこっちのヤカンにあるから」

「「「うぉぉぉっ、おにぎりぃぃぃっ！」」」

　鬼き気き迫せまる様子で多種多様なおにぎりの載のったお皿目がけて駆けてくるシチフクたち。

　奪うばい合うようにおにぎりを食べる【ＯＳＯ漁業組合】の面々たちから少し離はなれた場所で、俺とリーリーは、先に取り分けておいた自分の好みのおにぎりを並んで食べた。




　　　　●




　俺とリーリーは、おにぎりで小腹を満たし、満腹度を回復させた。

　その一方で、短時間でガッツリ系のおにぎりを食べたために地面に大の字に倒たおれて苦しそうにしているシチフクたち。

「あかん。一度に食い過ぎた……」

「慌あわてすぎだろ。全く……自業自得だ」

　俺は、倒れているシチフクたちに半目を向けながら、呆あきれたように呟く。

　食後のお茶をゆっくりと楽しんだ後、後半の作業に移る。

「さて、一休みしたことだし、【シェイド結晶樹の種子】の暗室栽培をやってみよう」

「うん、そうだね！」

　背せ伸のびをしつつ立ち上がり、本命の暗室栽培の準備を始める。

　複製元の１個を残して、メイキングボックスで複製した種子４個を暗室栽培に使う。

「それじゃあ、早速、土と【中級肥料】を混ぜるか」

「僕、こっちの鉢植えに土入れるね」

「なら、俺はこっちを担当するよ」

　四つ持ってきた大きめの植木鉢ばちに平原の土と【中級肥料】をスコップで流し込み、鉢植えの八分目くらいまで土を入れる。

「あとは、【シェイド結晶樹の種子】を埋うめて……」

　苗なえ木ぎくらいにまで育てば、あとは暗室じゃなくて日光の下でも育つ。

　それまで無事に育て、と思いながら一つずつ丁てい寧ねいに種を埋めていく。

「ユンっち、【生命の水】をジョウロに移し替かえておくね」

「ちょっと待った。その前にジョウロの水に【植物栄養剤】をスプーン一いつ杯ぱい分入れてくれ。薄うすめればちょうどいいけど濃こすぎると劇薬になるから注意な！」

「分かったよ。ユンっち」

　俺は、それぞれの植木鉢に【シェイド結晶樹の種子】を１個ずつ埋め、その上から鉢植えの土が乾かわかないように保湿のための苔を敷き詰つめていく。

「しっかり育て～、大きくなぁれ～」

「なんだよ。その歌」

　リーリーは、早速ジョウロで【植物栄養剤ざい】を希き釈しやくした水を遣りながら、調子の外れた歌を歌う。

　その様子に俺は、クスクスと笑い、少し離れたところで様子を見ていたザクロとネシアスは体を揺ゆらしながらリズムを取っていた。

　そしてたっぷりと水を与あたえた鉢を持ち、リーリーの建てた暗室栽さい培ばいの小屋に置きに行く。

　これで後は小まめに水を遣って乾かん燥そうを防ぎ、苗木まで生長すれば、植林場に植え替える。

　その後【シェイド結晶樹】が生長すれば、素材を採取することが可能になるはずだ。

「ユンっち、シチフクっちたちも、今日は手伝ってくれてありがとう～」

「美お味いしいユンちゃんのおにぎりが食べられたからええよ～」

　栽培の準備を終えて、リーリーがお礼を言えば、倒れたままヒラヒラと手を振ふるシチフクたち。

　その一方で俺は、シチフクたちが建てたばかりの小屋に目を向ける。

【木工】センスのレベルが低いためにリーリーほどしっかりと作れておらず、所々板がズレて光が差し込んでおり、暗室小屋としては使えない。

「リーリー。シチフクたちの作った小屋はどうする？」

「うーん。とりあえず、使い道がないなら一度解体するかな」

「それなら、俺が今日持ってきた鉢植えとか【中級肥料】を置いとく物置小屋にしていいか？」

「そうだね。そっちの方がいいかも！」

　俺は、リーリーの了りよう承しようを貰い、暗室栽培に使った道具をシチヒクたちの作った小屋に運び込み、片付ける。

　その後、俺はのんびりと【中級薬師技術書】の続きを読み、リーリーは興味津しん々しんで俺の持ってきた【植物栄養剤】を希釈した水を植林場の木々に遣りに行く。

　地面に倒れていたシチフクたちもお腹が落ち着いてきたのか起き上がり、それぞれが木材を取り出してマイ釣り竿ざおを作り始めるなど独特な空間が生まれる。

　そんな中、植林場の木々に水遣りをしていたリーリーが慌てて戻もどってくる。

「ユンっち。さっきクロっちから連れん絡らくがあって、ここに人を連れてくるみたい」

「へぇ、珍めずらしいなぁ」

「僕、ちょっと出で迎むかえてくるね！」

　そう言って、小走りに駆け出すリーリーと、その肩かたから飛び立ち、ゆっくりと先行して飛ぶネシアスを見送る。

　俺は、そっと本を閉じて立ち上がり、お茶の準備ができるようにお湯を沸わかし始める。

　そして、リーリーが連れてきたプレイヤーたちの顔ぶれを見て、意外に思った。

「セイ姉ねぇに、ミカヅチ、クロード。それに……ミュウ？」

　珍しい組み合わせに目を見開いていると、セイ姉ぇの背中に隠かくれるようにしていたミュウが、俺を見つけて小さく手を振ってきた。

　これは思ったより多い、と思いながら追加でカップを用意しながら、話に耳を傾かたむける。

「それで、クロっちやミカヅチっちたちは何の用でここに来たの？」

　平原にぽつんと建てられた二棟とうの小屋を興味深げに眺ながめているミカヅチとクロードに対して、リーリーが率直な疑問を投げかける。

「いや、春休み暇ひまだからな。どうせならＧＶＧギルド・バーサス・ギルドでもやらないか、って誘さそいに来たんだ」

　そう言って、何でもないように答えるミカヅチに、セイ姉ぇが補足をする。

「フルレイド30人のグループ同士での戦せん闘とう訓練を予定しているの。それで親交のあるプレイヤーたちに声を掛かけて回っているのよ。ユンちゃんたちもどうかしら？」

　そう言って、困ったような微笑ほほえみを浮かべるセイ姉ぇ。

　その後ろに立つミュウは、キラキラと期待の籠こもった瞳ひとみで俺を見つめてくる。

「いや、俺はそういうのあんまり興味ないし、そもそも俺たち生産職だし」

「僕も生産職だから右に同じ～」

「俺らもただの漁師だからＰプレイヤー・Ｖバーサス・ＰプレイヤーとかＧＶＧとか興味ないなぁ」

　俺やリーリー、シチフクが不参加の意思を伝えるが、ミカヅチは困ったように頭を搔かきながら説得してくる。

「正直、人数割れを起こしている状じよう況きようなんだ。まぁ、準備とかプレイヤーのログインタイミングの管理とか色々でこのままだと企き画かく倒だおれになるんだ」

「まぁ、大手ギルドの辛つらいところよね。常に面おも白しろそうなことを提案し続けるって」

　そう言って、ギルマスのミカヅチとサブマスのセイ姉ぇが珍しく溜ため息いきを吐はき出す。

「次のギルドの遠えん征せい先も見つからないし、ＰＶＰやパーティー同士の戦闘訓練もそろそろ限界に来てるから、より大きなＧＶＧなんだがダメか」

　大規模イベントに備えた提案もダメになりそうだ、と呟くミカヅチ。

　俺やリーリー、シチフクは、参加する気持ちはなかったが、ミカヅチたちの様子に少しだけ心が揺れてつい口が滑すべる。

「まぁ、ちょっとくらいなら手伝ってもいいかな？」

「ユンっちがそう言うなら僕もちょっと参加してもいいかも……」

「はぁ、うちのギルドで参加者聞いてみるわ。大手ギルドっちゅうのも見たいしな」

　そう言って、限りなく後ろ向きな参加を表明すると──

「ほんと助かった！　ギルドの上位の戦闘プレイヤーたちはやる気なんだけど、その下の層はレベル差あって勝てないって尻しり込ごみするんだ」

「それってルールとか、戦力バランスは上う手まく取れてるのか？」

「一応、【ヤオヨロズ】の参加パーティーが５つで３つと２つに分けて、外部の参加プレイヤー30人を上手い具合に割り振るつもりだ」

　それは、【ヤオヨロズ】の精せい鋭えい１つ分、片方のパーティーが不利ではないだろうか。

　だが、まだルールなどでバランス調整している可能性があるので黙だまって話を聞いていく。

　そして、セイ姉ぇがミカヅチに代わり説明をする。

「ルールの方は、通常のＨＰ制じゃなくて各プレイヤー30点の持ち点制にするの」

　ダメージは、有効打には１点減点。弱点部位やクリティカル、大ダメージ判定には３点減点とする。

　回復アイテムは、ＧＶＧ用のポーションを、各プレイヤーに２つまで支給し、回復量は一律５点。

　各グループには、３人まで【衛生兵】の役割のプレイヤーを決めてもらい、そのプレイヤー以外は、回復魔ま法ほうが使えず、回復魔法の効果は１回に一律10点。また、回復魔法の効果は各プレイヤー１回しか受けられない。

　その他にもミカヅチたちは、プレイヤー格差を公平にするために様々なルールを考えているようだ。

「簡単に言ってしまえば、サバゲーに近いＧＶＧの暫ざん定ていルールだ」

「高耐たい久きゆうプレイヤーが有利になりすぎたり、泥どろ仕じ合あいにならないように意識したわ。あとは私たち魔法使いのＭＰ関係をどう調整するかのテストプレイになる予定よ」

　だが、やっぱり戦力差に不安がある俺たちに、今までセイ姉ぇの後ろに立っていたミュウが声を上げる。

「私も参加するからユンお姉ちゃんも頑がん張ばろう！」

「やっぱり、ミュウも参加するのか？　でも、俺たちは、生産職だしなぁ」

　俺みたいな雑ぞう兵ひようがＧＶＧなどで戦ったら、真っ先にやられるイメージしか頭の中に浮うかばない。

　それは、木工師のリーリーや水中戦のスペシャリストのシチフクも同じらしい。

　そんな不安を抱いだく俺たちに対して、今まで黙っていたクロードがミカヅチたちにある提案をする。

「一ついいだろうか？」

「なんだ？　クロの字」

「折角、生産職がいるのだ。事前にフィールド内に陣じん地ち作成の許可を貰もらえないだろうか？」

「陣地作製ねぇ。確かに、ただ単に放ほうり出すより戦略性が出て面白い。いいだろう！　ただし、各陣営の陣地から半径１００メートルの範はん囲いに限定するけど、いいな？」

「それで十分だ」

　クロードが、生産職も混じるＧＶＧで有利に戦うために新たなルールを追加させる中、ミカヅチも思おも惑わくがあるようだ。

「いや、戦闘職プレイヤー30人同士のＧＶＧが正面切って殴なぐり合うだけじゃつまらんしな。むしろ戦闘職以外が活かつ躍やくできるって指針を、クロの字には出してもらいたい」

「その点については、期待に応こたえてみせよう。ユンとリーリーたちが！」

「こっちに丸投げかよ！」

「はーい、僕も全力で手伝うね！」

　俺は、反射的にツッコミを入れ、リーリーが元気のいい返事を返す中、今のミカヅチとクロードの話を聞いて、乗り気でなかったＧＶＧへの考えが変わる。

　生産職が活躍でき、楽しめる場面を増やし、俺だけじゃなくて生産職全体の新しい可能性を提示するために、密ひそかにやる気を出すのだった。




　その三日後──

「ＧＶＧの詳しよう細さいなメールか」

【アトリエール】の商品を補ほ充じゆうするためにポーションを生産している時、ミカヅチからフレンド通信経由でメールが来た。

　休きゆう憩けいのついでに作業の手を止め、メールの内容に目を通す。

　グループ分けの内容は、一つがギルド【ヤオヨロズ】の精鋭３パーティーを抱かかえるミカヅチ・セイ姉ぇのグループ。

　そしてもう一つは、戦力的に少し不安のある俺、ミュウ、リーリー、クロード、シチフクの５人を含ふくむグループだ。

　ＧＶＧの開かい催さい場所は、運営に申しん請せいして用意した森林タイプのＧＶＧ専用フィールドであり、開催日時は、一週間後の夜９時からである。

　より細かなルールの内容の他ほかにも勝利条件などが書かれていた。

「ふぅ、勝利条件は、相手グループの全ぜん滅めつ。もしくは、相手拠きよ点てんを10分以上の占せん拠きよ。もしくは、時間切れ時の残り持ち点の総合計数か」

　１時間のＧＶＧでは、拠点の制圧と防衛の両方をこなしつつ、勝利条件を満たす必要がある。

「俺たちに勝ち筋はあるのか？」

　戦力的にやや不安が残るグループに割り振ふられた俺は、勝てはしないが生産職としての指針を示せるいい勝負をする方法を考えていた。

　だが、そんな俺の元に、新たなメールが届く。

「えっと……『打だ倒とう、ミカヅチと【ヤオヨロズ】を目指した作戦会議案内』。差出人は──クロードか」

　ミカヅチからのメールの直後、クロードから送られてきたメールの呼び掛けを見た俺は、同じグループに割り振られたミュウと連絡を取り合う。

「ユンお姉ちゃん、準備できてる？」

「ああ、それじゃあ行こうか」

　クロードから指定された場所は、ギルド【ヤオヨロズ】が用意したＧＶＧ専用フィールド内の自分たちの陣地だ。

　夜の９時より作戦会議を始めるとのことで、俺とミュウは、やや早めに【アトリエール】のミニ・ポータルから転移する。

「俺たちのグループは、もう大分集まってる」

　クロードの呼び掛けに応じたプレイヤーは、既すでに俺とミュウを含めて20人が集まっており、幾いくつかのグループに分かれて談だん笑しようしていた。

　俺はミュウと共に邪じや魔まにならない場所で時間が来るのを待つ。

　予定していた時間前に、全員とはいかないまでも24人の参加者が集まり、クロードがプレイヤーたち全員の前に歩み出る。

「それでは、ギルド【ヤオヨロズ】の精鋭グループを打倒するための作戦会議をしたい。この一週間でどれだけ準備できるかが、重要になる」

　そう言って、開始の宣言をするクロード。

「ちょっと待ってくれ」

　そんなクロードを呼び止めるプレイヤーが１人。

　彼は、ギルド【ヤオヨロズ】に所属している精鋭メンバーの１人だ。

　グループの振り分けでこちらに割り振られた【ヤオヨロズ】の数少ないメンバーを代表する彼は、一歩前に足を踏ふみ出し、クロードに尋たずねる。

「本当に、ミカヅチさんたちを打倒するつもりか？　どのようにして倒たおす？」

　その問い掛けは、このグループ全員の疑問を代弁したものだった。

　そして、もしかしたら一番の戦力になりそうな【ヤオヨロズ】のメンバー12人には頼たよれないかもしれない。

　そんな不ふ穏おんな雰ふん囲い気きが漂ただよい始める中、クロードは淡たん々たんと答える。

「正面から向かって倒すのは難しい。だが、このメンバーなら不可能ではないと感じている」

「具体的には？」

「一週間の間に生産職プレイヤーの力を借りて拠点の防ぼう御ぎよ性能を高め、勝利条件である10分以上の占拠を困難にする。その他、事前準備を許された自じ陣じんから半径１００メートルの範囲に多数のトラップやアイテムなどを用意して、開始と共に森林フィールドに進行。魔法やアイテムを併へい用ようした即そく席せきの拠点を森林各所に建築しつつ優位に立ち回り、相手にプレッシャーを掛け、弱ったところで拠点制圧による完全勝利というのが一つのプランだ」

　ちょうど、木工師とその弟で子しがいるからな、とリーリーに目配せすれば、リーリーは頷うなずき胸を張る。

「それは攻こう撃げきが順調に進んだ場合だ。ミカヅチさんたちも同じように動くだろうし、反撃もあるからそうそう上手くはいかないぞ」

　俺も聞いていて甘い見積もりのプランだと思った。

　だが、口では否定する一方で、【ヤオヨロズ】を代表するプレイヤーは笑えみを浮かべる。

「──だが、やる気は感じられるし面おも白しろい！　俺たちはミカヅチさんたちに勝つためならどんなことでも手伝うぞ！」

「もちろんだ。そのために皆みなに集まってもらい、様々なアイディアを出して勝つための方法を考えてもらいたいんだ！」

　そう言うクロードを中心に、次々と攻撃作戦案、防御作戦案、ルールに抵てい触しよくしないアイテムの案や戦術、役割などを想定した話し合いが活発に行われ始めた。

　どんな馬ば鹿かげた小さなアイディアでも全員がそれを楽しみ、否定せずに聞いている。

「はいはーい！　例えば、相手の回復アイテムを毒薬とすり替かえるとかどうかな？」

「面白いアイディアだ！　他にも何かに使える可能性がある。よし、毒薬を用意しよう！」

　俺の隣となりにいるミュウがノリでアイディアを出せば、その内容が紙に残される。

「ほら、ユンお姉ちゃんも何かアイディア出そうよ」

「そ、そうだな」

　あまり発言をするのは得意じゃないが、隣にいるミュウにせっつかれて、手を上げる。

「クロード……」

「ユンもアイディアあるか」

　俺が発言しようとすると他のプレイヤーたちが黙だまり、俺に視線が集まる。

「ユンお姉ちゃん、頑張れ」

　向けられた視線に緊きん張ちようしつつ、隣で小声で応おう援えんしてくるミュウに後押しされて一つのアイディアを出す。

「全員に防御用のアイテムを持たせる、ってのはどうだ？　今回のルールだとダメージ軽減するアイテムは効果が薄うすいから、無効系のアイテムとか」

「ユンは、それを用意できるのか？」

「あ、うん。【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】ってアイテム。素材があれば作れる。まあ弱めの魔法攻撃くらいしか無効にできないけど」

「よし採用だ！　回復アイテムが双そう方ほう制限されているからな！　魔法もダメージを効率的に与あたえるために、威い力りよく重視より手数重視に変わる。その防御策の一つだな」

　クロードの言葉を聞き、俺はホッと吐と息いきを漏もらす。

　その後も実現の可能、不可能はさておき、様々なアイディアが出され、類るい似じしたアイディアは統合と整理を繰くり返す。

「とりあえず、今はこのくらいのアイディアを主しゆ軸じくとした作戦を考える。またこの作戦会議に参加できなかった６人とも連れん絡らくを取り合うし、新しいアイディアがあれば随ずい時じ聞き入れるぞ！」

「早さつ速そく、僕たちで拠点の防ぼう壁へきを準備するね！」

「必要な素材とかあったら、私たち戦せん闘とう職がレベリングついでに集めてくるよ！」

　クロード、リーリー、ミュウが率先して動き始める。

　それに併あわせて手伝いに動いたり、早速レベリングに向かうプレイヤー。

　作戦会議を終えて、後日の予定を相談してからログアウトするプレイヤー。

　今回不在だったプレイヤーたちと連絡を取り合い、総勢30人のグループがＧＶＧの勝利に向けて動き出す。

「クロード。俺は、【アトリエール】に戻もどって消しよう耗もう品ひんを用意してくる」

「ああ、頼たのんだ」

　俺は消耗品の準備をするために、ＧＶＧのフィールド拠点にあるポータルから【アトリエール】の工こう房ぼう部に転移し、作戦会議で名前の挙がったアイテムの用意を始めるのだった。







　　　二章　ＰＫギルドと対人戦のコツ







　ＧＶＧギルド・バーサス・ギルドのルールには、支給ポーション以外のＨＰ・ＭＰ回復のアイテムは使用禁止とされたために、ＭＰの回復手段が大おお幅はばに制限された。

　そのようなルールの基もとで俺は、同じグループのプレイヤーたちから届けられる素材で、各種状態異常バツド・ステータス薬、状態異常バツド・ステータス回復薬、防御アイテムの【魔除けの結界片】を用意する。

「他に、俺にできることって何だろうな」

「きゅぅ～」

「ああ、ザクロ。そんな心配そうな顔するなって」

　俺は、ザクロに語りかけ、自身が使う矢の補充をしたり、状態異常バツド・ステータス薬を合成した矢、【ボム】と【クレイシールド】の二種類のマジックジェムなどの消耗アイテムを別べつ途と用意しながら考えていた。

　今回の持ち点制のＧＶＧのルールでは、使し役えきＭＯＢや合成ＭＯＢなどの追加戦力も禁止されている。

　合成ＭＯＢでも数を揃そろえて攻撃すれば、弱い一いち撃げきでも相手の持ち点を減らすことができ、有利に戦いを進められる可能性もある。

　だが、使役ＭＯＢなどの追加戦力が禁止された今回のルールでは、プレイヤー個人の能力が重要になる。

　そのため、グループ内の戦闘プレイヤーたちは、消耗アイテムを戦い方に組み込みつつ、どの程度の攻撃が有効打なのかＧＶＧのルールで検証している。

「俺、対人戦って苦手なんだよなぁ。どうすればいいんだろうなぁ」

　ＧＶＧまで残り５日を切る中、生産以外で貢こう献けんする方法が思い浮うかばず、俺は悶もん々もんとしていた。

　そんな俺のメニューにリーリーからのフレンド通信が入る。

『ユンっち！　【シェイド結けつ晶しよう樹じゆ】が生長したから、これから採取できる素材の確かく認にんに来ない？　クロっちも一いつ緒しよだよ！』

「わかった。すぐに行くよ」

　俺は、気分転てん換かんも兼かねてリーリーの誘さそいを受け、リゥイとザクロと共に、リーリーの持つ【個人フィールド】の平原にやってきた。

「おーい！　こっちだよ～！」

　リーリーが手を振ふって呼び掛かける方向を見れば、その背後の暗室栽さい培ばいの小屋の隣に四本の黒い木が並んでいた。

「リーリー。呼んでくれてありがとう。それで、この木が……」

「【シェイド結晶樹】だよ！　この前植えたやつが順調に育って平原に植え替えたんだよ！」

　そう言うリーリーに、黒い繊せん維い状の樹皮を持つ木を見上げれば、上の方に繊維質の塊かたまりのような種子を見つけた。

「もう何個か種を木から落として暗室で育ててるよ」

「そうなのか。なら、素材の安定供給ができそうだな」

【シェイド結晶樹】と言うが、全然結晶の要素が見当たらない繊維状の樹皮を持つ黒い木を見上げる。

　この木の周辺では、光を吸っているのか少しだけ日光が弱まり、涼すずしい感じがする。

　夏場は、この木に寄り掛かって昼ひる寝ねするとのんびりできそうだなぁ、などと想像する。

「とりあえず、生産に使える素材を採取するか」

「ユンっち。分かるの？」

「使えるのは、葉っぱ、樹液、樹皮だったよな」

　元暗殺者ＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターから聞いた情報を思い出しつつ、【中級薬くす師し技術書】に書かれていた、樹木から得られる素材の集め方をリーリーに教えていく。

「俺は、葉っぱと樹液を集めるからリーリーは樹皮を頼むな」

「うん、任された！」

　リーリーには、刃は物もので縦に並ぶ繊維状の樹皮を途と中ちゆうで横に切り、その隙すき間まから一気に縦に引っ張って繊維状の樹皮を剝はいでもらう。

　あまり剝ぎすぎると木が細くなってしまうので、ほどほどに剝むいてもらう。

「さて、俺は、葉っぱと樹液だな」

　腰こしに小さな籠かごを吊つるし、【登山】センスに切り替えて、木に登っていく。

　太い枝まで登った俺は、色の濃こい葉っぱを手で摘つみ取り、腰の籠の中に入れていく。

【シェイド結晶樹】の葉っぱは、煮に詰つめれば染せん料りように使えるために、一度加工してからクロードに渡わたすつもりだ。

　そして、樹液の集め方は──

「リーリー、危ないから少し離はなれてくれ！」

「分かった！」

　俺は、ポーション瓶びんの口より細い木の枝を見つけ、その先せん端たんを包丁で切り落とす。

　そして、切り落とした枝の断面を下に向け、ポーション瓶の中に差し込み、針金で固定する。

　すると切り落とした断面からじんわりと黒くろ紫むらさき色いろの樹液が染しみ出し、少しずつポーション瓶に溜たまっていく。

「ほわぁっ、凄すごいね。ユンっち！」

「まだまだ！　一カ所で取れる量はそんなに多くないから、何カ所かの枝で同じように樹液を収集するぞ！」

　そう言って、俺は染料用の葉っぱを摘み取りながら、手て頃ごろな枝先を切り落としてポーション瓶に差し込み、樹液を収集する。

　リーリーも大分、樹皮の繊維が集まったのか、小さな山ができている。

　俺も色濃い葉っぱを摘み取り、ポーション瓶に枝を差して吊るしているので、【シェイド結晶樹】の木が奇き妙みような感じになっている。

「ふぅ、疲つかれた。ユンっち、お疲れ」

「リーリーお疲れ。樹液が集まるまで時間が掛かるから先に葉っぱから染料を作るけど、リーリーはどうする？」

　俺は、摘み取った【シェイド結晶樹】の葉っぱをリゥイに出してもらった水球で洗いながらリーリーに尋たずねる。
















「うーん。僕じゃ、これの加工が難しいから一度、クロっちに預けなきゃダメかも」

　繊維質の樹皮といっても、細い繊維がフェルト生き地じのように固まって一枚の樹皮となっている。

　ロープに加工するには、一度この繊維を解ほぐしてバラさなきゃいけないようだ。

「それじゃあ、クロードに預けに行くのか？」

「フレンド通信で連絡取ってみるよ」

　そう言って、その場で連絡を取り始めるリーリー。

　俺は、魔ま法ほうのコンロを取り出し、水洗いした【シェイド結晶樹】の葉っぱを大おお鍋なべで煮に出だしていく。

「あっ、意外といい匂におい。ちょっと甘い感じかな？」

　湯気と共に甘い香かおりが立ちこめる大鍋の周りには、リゥイやザクロ、ネシアスが集まり、興味深げに俺の周りをクルクルしている。

「葉っぱの色が抜ぬけてきたみたいだな。これをどれくらい煮詰めるべきか」

　濃のう緑りよく色しよくの葉っぱは、煮出し続けると、色素が抜けて薄うす緑みどり色に変わり始めた。

「ちょっと、確かめてみるか」

　メモ用紙を短たん冊ざく状に切り、その一枚を色素の抜け出たお湯に浸つけてみると、黒っぽく見えたお湯を吸って紙が黒に近い濃緑色に色付く。

「もう少し水分を飛ばせば、染料として使えるかな？　まぁ濃すぎたら水を加えて濃のう度どを調整すればいいか。それに毒ってわけでもなさそうだし」

　網あみ目め状のゴミ取りでお湯の中で踊おどる色素の抜けた葉っぱを取り除きながら、焦こげ付かないように弱火で煮詰め続ける。

　少しだけそのお湯を舐なめれば、青あお臭くさい匂いの中に微かすかな甘みを感じる。

「ユンっち、クロっちがこっちに来るって。あと、ＧＶＧの話をしたいからお茶とお菓か子しは持ってきてくれるみたい」

「わかった。楽で助かるな」

　クロードの気き遣づかいに素す直なおに喜びながら、焦げ付かないように色素の出たお湯を煮詰め続けると、液体の名めい称しようが変わった。





シェイド濃緑染料【消耗品】




【シェイド結晶樹】の葉から抽ちゆう出しゆつした濃緑色の染料。




この染料で染めた衣類は、自然と夜の暗さを持ち、迷めい彩さい染料として狩かりゆう人どたちに重宝される。






　俺は、先ほどより少しだけ色の濃さを増した染料の入った大鍋を火から退どけ、自然と冷めるのを待つ。

　そして、しばらく経たった頃ころ、クロードがパートナーの幸運猫ねこのクツシタを連れてやってきた。

「クロっち、いらっしゃい。ここに樹皮があるから加工お願いね」

「では、預かろう」

　リーリーが出で迎むかえ、早さつ速そく山のような【シェイド結晶樹】の樹皮を渡していく。

「クロード。そんなに大量だと一度に加工できないんじゃないのか？」

「そうだな。性質を調べたりする必要がある。加工までするのはＧＶＧまでに間に合いそうにないな」

　そう言って、次々と【シェイド結晶樹】の樹皮をインベントリに仕し舞まっていくクロード。

　そして、火から退けた大鍋を目め敏ざとく見つける。

「そっちの大鍋の液体は、【シェイド結晶樹】の染料か。分けてくれるのか？」

「冷めて容器に移したらな」

　そう言って、大鍋が冷め、切った枝先から染み出す樹液が溜まるのを待ちつつ、クロードと共に休きゆう憩けいのお茶にする。

「クロっち、ＧＶＧギルド・バーサス・ギルドのルール下での検証って終わったの？」

　休憩の際の話題は、当然準備に走り回っているＧＶＧに関してである。

「そっちは終わった。持ち点制のルールだからＡＴＫのステータスの重要度は相対的に下がっているな」

「そっかぁ。ＡＴＫのステータスを大おお幅はばに削けずった装備に変えた方がいいの？」

「それが一いち概がいにそうとも言えないんだ」

　ふぅと小さく溜ため息いきを吐はき出し、お茶に口をつけるクロードの言葉を待つ。

「ＡＴＫが高ければ、ノックバック効果の威い力りよくが上がる。それに、一定値以上のＡＴＫでの攻こう撃げきだと大ダメージ判定で３点ダメージになる」

「へぇ、そうなんだ」

「他ほかにもＤＥＦが高ければ、中ちゆう途と半はん端ぱな攻撃では有効打判定は発生しない。それ以外にも、急所狙ねらいにはＤＥＸが、クリティカルにはＬＵＫのステータスが関かかわり、防ぼう御ぎよの受け流しや回かい避ひには、ＳＰＥＥＤやＤＥＸを上げることが有効だとわかった」

　そんなダメージ判定周りの検証を聞き、俺はうんうんと頷うなずく。

　とりあえず検証結果に納なつ得とくした俺に、クロードが一つ頼たのみ事をしてくる。

「それで、検証結果を含ふくめて、ユンにはアイテムを追加で作製してもらいたい」

「構わないけど、何のアイテムだ？」

「強化丸薬ブースト・タブレツトだ。種類は、ＳＰＥＥＤ上じよう昇しようのやつで、効果時間を長めに調整してくれないか？　ＧＶＧ中の使用回数を減らすために」

　クロードの注文を聞きつつ、俺は、使える素材を考える。

　ＳＰＥＥＤのステータス上昇の強化丸薬ブースト・タブレツトで効果が高いのは、毒抜きしたワイバーンの肉を使ったものだ。

「ワイバーンの肉でＧＶＧ用に調整できるけど、30分用と60分用のどっちがいい？」

「それなら効果量を考えて30分の方を頼む。ちなみに、効果量が残っている状態で再使用するとどうなる？」

「効果が残っているなら、上書きされる。予備を含めて１人４つで１２０個作っておけばいいかな」

「それで頼む」

　必要素材は後でＧＶＧメンバーのレベリングついでに、ワイバーンを狩かりに行かせると言うクロード。

　俺は、クロードからアイテムの追加受注を引き受ける。

　頭の中で必要な素材数の計算や生産手順を思い出す一方で、ふとある疑問をクロードに投げかける。

「エンチャントストーンはどうする？　強化丸薬ブースト・タブレツトと効果が重ちよう複ふくするし、コスパがいいから用意は簡単だぞ」

「エンチャントは、スキル使用時に発光するからＧＶＧだと逆に目立ってしまう」

　なるほど、と理由を聞く。それなら一度、俺がＧＶＧで使うスキルを考え直さないといけないかも知れない。

　遭そう遇ぐう戦せんが多い場合にエンチャントのスキルの光で先に見つかってしまっては、問題だ。

「そうなると使えるのは、攻撃系のスキルと弱体化させる【呪加カースド】系のスキルだけかぁ」

「【呪加カースド】の発光は暗い色だが、追つい跡せきマーカーの役割にもなるから有効だな」

　そうした話をしてる間に、冷めた【シェイド濃緑染料】を一いつ升しよう瓶びんに移し替かえる。

　一升瓶２本分になった染料の１本はクロードに渡し、もう１本は自分用に確保する。

「ふむ。とりあえず染料については、樹皮繊せん維いより早く結果が出るだろう」

「まぁ、あんまり期待はしないでおくよ」

　俺は、そう言って樹液の収集具合を確かく認にんするために木に登ろうとするが──

「ユンっち。何度も木に登るの危ないよ！　僕が梯はし子ごを作るからちょっと待って！」

「あ、そうか。その手があったか」

　リーリーの思わぬ指し摘てきに、俺は頭の後ろを搔かきつつ、リーリーが作る梯子の完成を待つ。

　そして、できた梯子を登り、切った枝を刺したポーション瓶を確認すると、瓶の底には三分の一ほどの量の樹液が溜まっているのが見えた。

　落とさないように慎しん重ちように固定用の針金を外し枝を抜き取ると、切った枝の断面に染み出した樹液が固まり、黒い結けつ晶しようのようになっていた。

　それは小さい宝石ほどの大きさであり、軽く指で触ふれるとポロリと取れてしまう。

「ユンっち。ちゃんと取れた？」

「ああ、とりあえず、一つ回収した！」

　俺は、ポーション瓶に溜まった【シェイド樹液】と【シェイド結けつ晶しよう樹じゆ脂し】を手に入れた。

　断面から流れた樹液が固まって宝石のような結晶状の樹脂ができるから結晶樹という名前になったんだろうか、と想像しながら他のポーション瓶の収集具合を確かめる。

　そして、全すべてを回収し終え、ポーション瓶を一ひと纏まとめにしたところ【シェイド樹液】がポーション瓶14本分、【シェイド結晶樹脂】が40個集まった。

　そのうちの半分を俺とリーリーの２人で分ける。

「さて、俺はお暇いとまさせて貰もらおう。他にもＧＶＧのメンバーとの相談や連れん絡らくなどがある」

「クロっち、来てくれてありがとう！　僕もシチフクっちたちと連れん携けいして準備するね！」

「俺もＧＶＧ用に頼まれたアイテムを作るよ」

　そうして、【シェイド結晶樹】の素材を持ち帰った俺は、再び【アトリエール】の工こう房ぼう部に籠こもるのだった。




　　　　●




　クロードたちと別れて【アトリエール】に戻もどった後、届けられたワイバーンの肉を使って強化丸薬ブースト・タブレツトの作製をする。

　ワイバーンの肉にある毒どく腺せんを取り除き、その後、薄うすくスライスした後で【調合】スキルで乾かん燥そうさせて干し肉状態にする。

　それを粉々に砕くだいて薬石を混ぜ合わせ、少しずつ【生命の水】を加えて纏め上げる。

　そして、最後に形を整えれば完成である。





強化丸薬ブースト・タブレツト（飛ひ竜りゆう）【消しよう耗もう品ひん】

ＳＰＥＥＤ＋12／10分

ワイバーンの素材を使った丸がん薬やく






　これがデフォルトに近い効果であり、ここから薬石の代わりに【溶よう岩がん熊ぐまの胆い】を使ったり、効果時間を延長するために【雌し雄ゆうのマンドラゴラ】や【活力樹の実】、【カルココの実】などの追加素材を少量加え、効果時間の延長を試みる。

　そして、雄おすのマンドラゴラと活力樹の実の絞しぼり汁じるを少量加えて混ぜたものが最も効果時間が延長される結果となった。





強化丸薬ブースト・タブレツト（飛竜）【消耗品】

ＳＰＥＥＤ＋８／30分

ワイバーンの素材を使った丸薬






　と言った感じでクロードの注文通りの強化丸薬ブースト・タブレツトを作ることができた。

　そして、【中級薬くす師し技術書】に書かれていたもう一種類のレシピに取りかかる。

「こっちは、ワイバーンの肉で作る強化丸薬ブースト・タブレツトより簡単そう」

　俺は、木もく蠟ろうや蜜みつ蠟ろうに【二に乃の椿つばき】の種から搾しぼった椿油、生命の水を混ぜて作ったベースクリームを取り出す。

　以前、大量に作り置きしたベースクリームは、素材を混ぜ合わせることによって属性耐たい性せいを付ふ与よする【属性軟なん膏こう】を作ることができる。

　だが、今回ベースクリームに混ぜるのは、【シェイド樹液】である。

　ポーション瓶に保存した【シェイド樹液】６本分を小さなお鍋なべに移し替え、弱火で加熱する。

　最初、若じやつ干かんのとろみを感じる程度の樹液は、少しずつ煮に詰つまることで粘ねん性せいを増し、色もだんだんと濃こくなる。

　いい感じで粘性が高まった樹液を火から退けてゆっくりと冷ます。

　この状態の樹液は、【木工】の仕上げとして塗ぬるニスや硬こう化か剤ざいの効果を持ち、木工師が重宝するアイテムとなる。

　だが、俺は、小さなボウルに冷えた樹液を移し替え、そこにベースクリームも加えて混ぜ合わせる。

　粘性の高い樹液とベースクリームを混ぜ合わせていくと白と黒がだんだんと混ざり合い、灰緑色の緩ゆるめのクリームに変わる。

「うーん。ちょっと緩くなりすぎたなぁ。追加で少し蠟を加えるか」

　安定剤の役割のある蠟を少し溶とかした状態で加えて手早く混ぜる。

　そして、固めのクリームがボウルの中で出来上がり、それを５００円玉サイズで厚さ１センチほどの容器に分けていく。

【属性軟膏】に比べて塗る量が少なくても効果があり、これだけで10回分使えるので意外と数を揃そろえやすい。

「さて、ラストは──【魔ま力りよく付与】！」

　手を翳かざし、ＥＸエクストラスキル【魔力付与】を灰緑色のクリームに対して発動させる。

　ＭＰを注ぎ込まれた灰緑色のクリームは徐じよ々じよに色を強め、黒色の軟膏に変わる。





ナイトヴィジョン・クリーム【消耗品】

追加効果：【暗視３】／60分






　少し固めのクリームを自分の指先で馴な染じませてみる。

　これを目ま蓋ぶたの上か目の下に少量塗るだけで、暗視効果を一時的に得られるらしいが、【空の目】を持つ俺は、【ナイトヴィジョン・クリーム】以上の暗視能力を持っているので意味はなかったりする。

「まぁ、とりあえず、これで10人分くらいの量ができたけど、もう少し作る必要があるかな」

　そう言って、できた【ナイトヴィジョン・クリーム】を飛竜の強化丸薬ブースト・タブレツトと共にインベントリに仕し舞まい込む。

　生産のために集中していた俺は、ふと肩かたの力を抜ぬくと、再びあの思いが襲おそってくる。

「やっぱり、生産くらいしか俺にできることってないのかなぁ」

　実際にＧＶＧギルド・バーサス・ギルドの準備で奔ほん走そうすると、余計にその思いが強くなる。

　生産職として生産技術を求められるのは、喜ばしいことであり、ＧＶＧでの生産職の指針を示せるほどの戦せん闘とうまでできるようになる、というのは贅ぜい沢たくな望みなのかも知れない。

「そもそもミカヅチ相手だしなぁ……」

【状態異常バツド・ステータス耐性】系のセンスをレベリングした際に一度手合わせしたが、勝てるイメージが湧わかない。

　ミカヅチたち【ヤオヨロズ】の精せい鋭えいたちが、こちらの用意した作戦を力で突とつ破ぱするイメージがどんどんと強くなっていく。

「ふぅ、とりあえず休むか。あんまりネガティブなこと考えても仕方がないのかも」

　俺が溜ため息いきを吐はき出して【アトリエール】の店てん舗ぽ部に戻れば、暇ひまだったのかリゥイとザクロが甘えてくる。

「はぁ、癒いやされるなぁ。ＰＶＰとかＧＶＧに関わるから変なことで悩むんだよ」

　俺は、対人戦闘に比重を置いたプレイスタイルじゃないんだ。

　ＧＶＧの準備やアイテムを提供するのは手伝い、あとは戦闘が得意なプレイヤーに代わってもらってもいい。

　いいのだが……

「やっぱり、引き受けたことは最後までやらなきゃダメだよなぁ」

　変なところで真ま面じ目めな自分に溜息を吐つきつつ、幼よう獣じゆう状態のリゥイとザクロをブラッシングしていく。

　そんなまったりとした空間の【アトリエール】にお客さんがやってくると、リゥイがザクロを咥くわえて、幻げん術じゆつを使い姿を隠かくす。

　ただのお客さんに対して、あまり姿を隠すということをやらないリゥイの早はや業わざに小首を傾かしげながら【アトリエール】の入り口を見ると、二人組のプレイヤーが入ってくる。

「【アトリエール】の。今日も頼たのむわ」

「これからプレイヤーたちを返り討うちにするから消耗品を頼む」

「全く……俺の店でそういう物ぶつ騒そうな単語を口に出さないで欲しいんだけど」

　俺は立ち上がり、入ってきた二人組──ギルド【獄ごく炎えん隊たい】のフレインとトビアを見てジト目を向ける。

　以前は、周囲に迷めい惑わくしか掛かけない狂きよう犬けんのようなＯＳＯ最さい凶きようのＰＫプレイヤー・キラーフレインだった。

　最近では、やり過ぎず、適度な刺し激げきとしてＯＳＯ内でのＰＫという行こう為いが一部では受け入れられ始めていた。

　俺は、どちらかと言うとその面おも白しろさが理解できない否定派なのだが、迷惑な客でなければ来る者は拒こばまない。

　そのためフレインたちは、時々【アトリエール】へ消耗アイテムを補ほ充じゆうしに来る。

「最近は、俺たちを狙ねらってくるＰＫＫプレイヤー・キラー・キラーが増えて、毎日が充じゆう実じつしてるぜ！」

　自分で自分に懸けん賞しよう金を懸かけて、プレイヤーたちの闘とう争そう心を煽あおり、時には他のＰＫに喧けん嘩かを売りに行くフレイン。

　今は、非常に機き嫌げんが良さそうだ。

「それじゃあ、ユンちゃん。いつものポーションを頼む」

「はいはい。確かギルド【獄炎隊】のメンバー分も含ふくめてだよな」

　俺は、一応トビアに確かく認にんを取りながら、フレインたちに売るポーションを用意する。

　フレインたちは、ＰＫとして狙う側であると同時に狙われる側でもあるというポリシーなのか、絶対に【蘇そ生せい薬】を買わない。

　その分、ポーションの回復アイテムだけでなく、ステータス補助の強化丸薬ブースト・タブレツトやエンチャントストーン、その他のネタアイテムなども購こう入にゆうしたりするので、意外と良客だったりする。

「なぁ、ふと思ったんだけど……」

　カウンター裏にある商品を納めたアイテムボックスを開きながら、対人戦闘を続けているフレインとトビアに何でもないように尋たずねる。

「対人戦のコツ、とかってあるのか？」

　ミカヅチとのＧＶＧに備えて何かしらのヒントでも得られれば、と気軽に話の中の一つに混ぜてみた。

　だが、ゾクッとするほどの殺気がフレインから放たれる。

　カウンター裏から顔を出しフレインを見れば、口角を上げた凶きよう暴ぼうな笑えみを目の前で浮うかべている。

「【アトリエール】の、それは俺様を仕留めるために俺様からその弱点を聞くってことか？　面白いことを聞くなぁ！」

「違ちがう、違う！　誤解だ！　フレインたちを襲うつもりはないし！　そんな意図もない！」

　慌あわてて否定するが、強きよう烈れつな殺気を放ち続け、今すぐにでも俺に襲いかかりそうなフレインを、トビアが肩に手を乗せて止める。

「落ち着け。ユンちゃんが俺たちと敵対する理由がないだろ」

「そ、そうそう！」

「とりあえず、理由は話してくれよな。じゃないと納なつ得とくしねぇから」

「チッ、仕方がねぇな」

　トビアに説得されたフレインは、舌打ちして殺気を収める。

　だが、凶暴な笑みはそのままに、俺に理由を話せ、と無言の圧力を掛けてくる。

「えっと、だな。今度30人対30人のＧＶＧをすることになったんだ。それで対人戦ってどうやって動けばいいのかな？　って参考になれば……」

　フレインに睨にらまれて、身を縮める俺に対して、フレインが鼻を鳴らす。

「ふん。それで相手は？」

「えっと……ミカヅチたちです」

「ほぅ、あいつか」

　ミカヅチの名前を聞いて、表情から凶暴な笑みを消して無表情で鋭するどい目付きになるフレイン。

「フレイン、どうする？　ユンちゃんに対人戦のコツでも教えるのか？」

「まぁ、俺たちの手で育てたやつがミカヅチを負かすってのも一興……だが断る」

　そう言って、はっきりと断るフレイン。

「ダメか？　とりあえず、口頭でも教えてくれないか？」

　俺が頼み込むと、フレインは不ふ愉ゆ快かいそうに表情を歪ゆがめ、トビアは手を口元に当てて顔を背そむける。

「ちっ、仕方がねぇな。一度しか言わねぇぞ」

「ありがとう、フレイン！」

「ＰＫやＰＶＰ問わず対人戦のコツってやつは──不快なことを続けろ」

「えっと、正々堂々の精神とかは──『ねぇよ。そんなもん』──あ、はい」

　バッサリと切り捨てられた俺が大人しく頷うなずく一方、トビアが苦笑いを浮かべながら間に入る。

「フレイン。それじゃあ、ユンちゃんが勘かん違ちがいするだろ」

「いいんだよ。それより早くポーション用意しろ。いつまで待たせるんだ」

「あ、ごめん」

　俺は、対人戦のコツを聞くために、アイテムボックスからアイテムを取り出す手を止めていた。

　フレインに急せかされて慌てて取り出し、アイテムをカウンターに並べていく。

　その間、フレインの言った対人戦のコツについて詳くわしく語りたいのか、そわそわしているトビアを、フレインが視線一つで黙だまらせている。

　そして、その後、何も言わずに黙っているフレインにポーションを引き渡わたし、代金を受け取った俺は、フレインたちを見送った。

　再び静かになる【アトリエール】の店内で俺はぽつりと呟つぶやく。

「不快なことを続けろ、ってどういうことだよ！」

　訳が分からん、と悩む中、幻術で姿を隠していたリゥイとザクロが姿を現し、すり寄ってくる。

「不快なこと、っていつもフレインたちがやってるような罵ば倒とうとか挑ちよう発はつ？　いやいや、俺には無理だよ」

　他に不快なことってなんだろう？　と悩んだ結果──

「よし、フレインたちを実際に観察するか」

　こっそり尾び行こうしてその活動を観察すれば、対人戦のコツについて詳しく知ることができるかも知れない。

　そう思い、俺はリゥイとザクロを連れて【アトリエール】から出るのだった。




　　　　●




　ギルド【獄炎隊】を含むＰＫたちが活用する【懸賞金】システムとはどういうものか。

　それは、ＰＫたちが倒たおしたプレイヤーから得られたＧゴールドの９割がＰＫ自身に懸賞金として累るい積せきされていき、ＰＫが倒された際、倒したプレイヤーがＰＫに掛かっていた懸賞金を受け取ることができるシステムだ。

　そして、【懸賞金】の懸けられているＰＫは、町の各所に賞金首の貼はり紙がされており、そこには現在の懸賞金額と滞たい在ざいエリアの情報がリアルタイムで表示されている。

　ログアウト中のＰＫもいれば、【○○のダンジョン】に出現中、のような簡易的な表示がされている場合もある。

　その中でフレインとトビアの懸賞金額を見れば──

「うわっ、フレインが１０９０万Ｇでトビアが７４０万Ｇかぁ。かなり高いなぁ」

　一回倒せば、しばらくは装備や消しよう耗もう品ひんのやりくりなんか考えなくてもいいくらいのお金だが、そのために最凶のＰＫ・フレインたちと敵対はしたくない。

　だが──

「今日こそは、フレイン倒して一いつ攫かく千せん金きんだな！」

「って言ってもパーティー６人で倒して山分けだろ」

「それならトビアも一いつ緒しよに倒せば、更さらに儲もうけは多いぞ！」

　貼り紙を見上げて、ＰＫを狩かるプレイヤー・ＰＫＫたちが誰だれを倒しに行くかの相談をしているのを見て、まぁ、俺とは違って挑いどむ人はいるよなぁ、と思いながら、フレインたちの居場所を確認した後、ポータルでその近くに転移する。

「確か、ダンジョン街のノーマルダンジョンの第二階層だったな」

　ポータルでダンジョン街に転移した俺は、そのままリゥイとザクロを連れてダンジョンの中に入る。

　多分、懸賞金額が増えて平原などのエリアだと襲しゆう撃げきされやすいから、制限されてやりやすいダンジョン内での待ちプレイをしているのだろう、と予想しながら、ノーマルダンジョンの中を進む。

　レンガ造りのダンジョンであるために、採取や採さい掘くつポイントが存在せず、その分ランダムで宝箱が多いダンジョンであるが、俺はそれらを無視して、真まっ直すぐにフレインたちがいるはずの第二階層まで降りていく。

「たしか、ここって強い敵とかいるんだよなぁ。慎しん重ちように進まないと……」

　俺はリゥイの幻げん術じゆつに頼たより、敵ＭＯＢに見つからないように移動していく。

　強い敵は迂う回かいして進み、フレインたちを探す。

「どこかで戦ってたらこっそり観察できるんだけどなぁ」

　どこにいるんだろうと呟く中、リゥイとザクロが何かを感じ取ったのか、耳をピンと立ててダンジョンの左側の通路の方を向く。

「リゥイ、ザクロ。何か聞こえたのか？　ってこれは剣けん戟げきの音？」

　武器同士がぶつかり合う音が微かすかに聞こえ、俺は、リゥイの幻術で姿を隠かくしてそちらの方に近づく。

　少しずつ進めば、激しい戦せん闘とうの音が聞こえ、そっと曲がり角から顔を覗のぞかせると、プレイヤー同士がダンジョンの一室で激しい戦闘を繰くり広げているのが見えた。

「見つけた。フレインとトビアがいた」

　賞金首のＰＫであるフレインたち【獄炎隊】とＰＫＫのパーティーがぶつかり合い、激しい攻こう防ぼうを繰り広げている。

　その戦闘の様子を観察していれば、フレインの言っていた対人戦のコツの意味を知ることができるかも知れない。

「おらおら、威い勢せいよく不意打ちしてきた割には押されてるじゃねぇか！」

「くそっ！　こんなはずじゃ！」

「てめぇら、計画が甘あめぇんだよぉ！　襲おそうのに大声上げる馬ば鹿かがいるかよ！　黙って殺しに掛かかって来いよ！」

　あー、またフレインが挑発して、細剣なのに力押しで相対しているプレイヤーを押し込んでいる。

　フレインとは対照的に、トビアは黙ってプレイヤーの１人と相対している。

　顔にはニヤニヤとした、いやらしい笑みを浮かべて、短たん剣けんの手数の多さと速さで相手のプレイヤーの行動を封ふう殺さつしている。

「フレインよりトビアの方が観察しやすい」

　トビアは、相手プレイヤーを手玉に取り、有利な立ち回りを続けるのが上う手まい。

　そして、最後のダメ押しとして──

「じゃ、これでおしまい──《殺さつ刃じん》！」

　相手がバランスを崩くずし回かい避ひ困難なところに、対人限定の確殺スキルを当ててＨＰを刈かり取る。

　血が飛び散るような赤いエフェクトが周囲に広がる中、倒れたプレイヤーへの警けい戒かいは緩ゆるめずに武器を構え直す。

　そして、数秒の後、ゆっくりと立ち上がるＰＫＫプレイヤー・キラー・キラー。

「ふぅ、一回やられちまったか。まぁ、まだ【蘇そ生せい薬】はあるんだ。それを使い切るまでにお前を倒すぞ」

「最近は効果の高い【蘇生薬】が出回り始めてほんとやり辛づらいなぁ。ちょっとだけ【調合】系の生産職を恨うらむぞ」

　そんなことを呟くトビアの言葉に俺はブルッと身を震ふるわせる。

　もしかして、結構恨み買ってないか、と思っていると、フレインがＰＫＫを圧あつ倒とうしながら笑っている。

「恨むどころか感謝しかねぇよ！　こうして強いやつらが何度も立ち上がって俺たちに挑んでくるんだ！　この逆に気の抜ぬけねぇ状じよう況きようが楽しいんじゃねぇか！」

「まぁ、それもそうだな」

　そう言って、苦笑いをして再びぶつかり合う【獄ごく炎えん隊たい】とＰＫＫのパーティー。

【獄炎隊】は、【蘇生薬】縛しばりというルールを自分に設けているのか、ポーションなどの使用頻ひん度どが高い。

　対するＰＫＫたちはそれを妨ぼう害がいするために一気に距きよ離りを詰つめて攻こう勢せいを掛けるが、逆にその行動をブラフにしてカウンターを決めたりする。

「凄すごいなぁ。プレイヤー同士の行動の読み合いが激しい」

　相手が突つかれたら嫌いやなタイミングで的確に攻こう撃げきを仕掛けたり、逆に攻せめようとするタイミングで先手を打って妨害する。

　これがフレインの言っていた不快なことを続ける、の意味なのか。

　そして、しばらく戦闘が続き、ＰＫＫ側の１人の【蘇生薬】が尽つきたのか、倒れて数十秒後に光の粒りゆう子しとなって消えた。

　そこからは、このままの戦闘では全ぜん滅めつのリスクが高いと感じたのか、ＰＫＫ側は速すみやかに撤てつ退たいを始め、フレインたちも下手な追つい撃げきによるリスクを避さけたのか追いかけない。

「これで戦闘は終わりかな。うん、対人戦の参考になったと思う」

　俺はひとりで頷く中、ふとフレインたちの人数が１人減っていることに気がつく。

「あれ？　６人から５人になってる。１人倒されたの見落としたかな？　それとも追撃に行ったのか？」

　瞬まばたきの瞬しゆん間かんにでも見み逃のがしたかな、と少しだけ疑問に思いつつ、気づかれないうちに帰ろうと一歩後ろに下がると──

「そこで何をしているんです」

「ひっ!?」

　背後から気配なく声を掛けられ、首筋に短剣を突きつけられる。

「姿を隠しているのでよく分かりませんが、姿を現してください。さもないと、このまま切り裂さきます」

「わ、分かったから攻撃しないでくれ」

　俺は、幻術を使っていたリゥイに触ふれていた手を離はなし、姿を現す。

　そして、両手を挙げたまま首だけ振ふり返ると、フレインたちの仲間の女性ＰＫプレイヤー・キラーがいた。

　以前、【料理】センスを教えたことがあり、その時は柔やわらかな表情が印象的だったが、戦闘後の鋭するどい雰ふん囲い気きは、出来る大人の女性という印象を与あたえてくる。

　綺き麗れいな大人の女性プレイヤーが何な故ぜＰＫなんかやっているのだろう、と武器を突きつけられながら考えてしまう。

「あなたは……【アトリエール】のユンさんでしたね。何故、こんなところに」

「えっと……見学？」

　小首を傾かしげながら答えると、頭が痛いとでも言いたげに眉み間けんに皺しわを寄せて、こめかみに人差し指を押し当てる女性ＰＫ。

「私では判断がつきません。とりあえず、同行してください」

「その前にちょっといい……ですか？」

　俺が抵てい抗こうすると思ったのか、短剣を見せつけるように少しだけ角度を変える。

　この距離なら《殺さつ刃じん》スキルで急所を突いて確殺できると脅おどしているようだが、こちらに抵抗するつもりはない。

「その、リゥイとザクロを送り返したいから……ダメかな？」

「はぁ、そこに何かいるのは分かっていましたが、使し役えきＭＯＢですか。そのくらいなら構いませんよ」

「ありがとう。リゥイ、ザクロ──《送そう還かん》」

　俺は、幻術で隠れたままのリゥイとザクロを送り返して、女性ＰＫに武器を突きつけられたまま連行される。

「おぅ、戻もどったか……って何連れてきてるんだ？」

「えっと、さっきぶり？」

　フレインたちの前まで連行されて正座させられた俺は、乾かわいた笑えみを浮うかべるしかできなかった。

「なんか気配がする、って言うから漁ぎよ夫ふの利狙ねらったＰＫＫかと思えば、【アトリエール】の、何しに来たんだよ」

「本人曰いわく、見学だそうですよ」

　未いまだに俺の背後に立ち、首筋に短剣を突きつけてくる女性ＰＫが代わりに答える。

　その言葉を聞いたフレインは俺にジト目を向け、トビアは腹を抱かかえて笑っている。

「ユンちゃん、ホント無む謀ぼうだよな！　対人戦のコツを知りたいからＰＫの戦闘を見学って、あー、笑いすぎて腹痛い」

「ちっ、ホント何考えてるんだ。いくら馴な染じみの店の奴やつでも町の外に出れば俺たちＰＫの獲え物ものだぞ。仕方ねぇ、アオイ。こいつを拾った責任取って町に送り届けろ」

「町に送り届ける。つまり、死に戻りの隠いん語ごか!?　俺をＰＫする気か！　それなら全力で逃にげるぞ！　なりふり構わず逃げるぞ！」

「ＰＫもしねぇし、普ふ通つうに送り届けるだけだ。ってか、全力で抵抗するんじゃなくて逃げるのかよ」

　闘とう争そう心見せろよ、とげんなり顔で呟つぶやくフレインは、俺を追い払はらうように手を振る。

　俺に短剣を突きつけていた女性ＰＫも武器を収め、彼女が俺を町まで送り届けてくれるみたいだ。

　その町までの帰り道、警戒する必要がなくなったのか柔らかな表情を浮かべる女性ＰＫ──アオイさんと話す機会があった。

「その……疑問に思ってたんですけど、アオイさんは、どうしてＰＫをやっているんです？　その、綺麗な大人の女性なのに」

「ユンさんは褒ほめるのが上手ですね。私がＰＫをする理由を一言で言うなら──ストレス発散です」

「ストレス発散？」

「ＯＬやっていると、色々とあるんですよ。……ハゲ上司やら同どう僚りようから色々と言われるので、その人たちの顔を思い浮かべながらキルするんです」

　アオイさんは一いつ瞬しゆんだけ真顔になり、瞳ひとみの奥に深い闇やみを宿していた気がする。

「あの……お疲つかれ様です。甘いものでも食べて癒いやされてください」

　俺は、インベントリからクッキーの包みを取り出してそっと差し出す。

「お気き遣づかいありがとうございます。後で頂かせていただきます」

　にっこりと微笑ほほえむアオイさんが再び柔らかな表情を浮かべたことで、ほっと一安心する。

　そして、ダンジョンを脱だつ出しゆつして迷めい宮きゆう街がいに戻ってきた俺は、アオイさんにお礼を言う。

「ありがとうございます。送っていただいて」

「構いませんよ。それより、対人戦のコツは摑つかめましたか？」

「はい、なんとなくですが」

　俺は、はにかみながら答え、アオイさんと別れて、迷宮街のポータルからＧＶＧギルド・バーサス・ギルドの対戦フィールドに転移する。

　既すでに、自分たちの陣じん地ちの作製は大おお詰づめを迎むかえており、クロードはミュウやギルド【ヤオヨロズ】の精せい鋭えい、その他のプレイヤーと大まかな作戦を話し合い、リーリーは、シチフクたちと共に陣地の仕上げに入っていた。

「クロード、リーリー。ちょっと頼たのみがあるんだけどいいかな？」

　俺は、２人の話が途と切ぎれたところで呼び掛け、話を切り出す。

「なんだ、ユンから頼み事なんて珍めずらしい」

「そうだね。ユンっち、なにか新しいアイディア思いついたの？」

「その、こういうアイテムとかって作戦に組み込めないか？　あとクロードとリーリーにはそれぞれこういうアイテムを作って貰もらいたいんだけど……」

　俺が考えたＧＶＧでの生産職としての指針と貢こう献けんできる方法について簡単に話す。

　フレインたちの闘い方を観察して分かったことだが、対人戦のコツには、相手の動どう揺ようを誘さそい精神的な優位性を得る方法と、相手の行動を封ふうじ戦せん闘とうでの優位を得る方法の、二種類があるように感じた。

　そして、俺が提案したのは、後者──相手の行動を封じ、戦闘で優位に立つための補助アイテムのアイディアだ。

　そしてクロードは、それを聞き終えた後に邪じや悪あくな笑みを浮かべ、リーリーは急な頼み事で増えた仕事にも嫌な素そ振ぶりを見せずに作業に取り掛かかってくれた。







　　　三章　ＧＶＧと秘策







　ミカヅチたちとのＧＶＧの当日──

　参加者たちは集合場所であるギルド【ヤオヨロズ】のギルドホームに集まり、互たがいに最終確かく認にんをして待っていた。

　ミカヅチからＧＶＧのグループ分けがなされて一週間の間に、俺たちのグループは俺たちでできる範はん囲いの準備を進めた。

　味方プレイヤーには、【魔ま除よけの結けつ界かい片へん】【強化丸薬ブースト・タブレツト】【ナイトヴィジョン・クリーム】を全員に所持させており、またそれぞれの役割や分担に応じて個別に必要アイテムを持ってもらっている。

　一方の、主しゆ催さい者しや兼けん、対戦相手の代表であるミカヅチたちも最終調整に入っているようだ。

「セイ。そっちのモニターの方は、大だい丈じよう夫ぶか？」

「大丈夫、問題なく動いているし、カメラ視点も問題ないわ」

「なら、準備はいいな」

　そう言って、ギルド内の采さい配はいをサブマスのセイ姉ねぇと共に行うミカヅチ。

　どうやら、このＧＶＧは、リアルタイムで実じつ況きようされるらしく、その間の戦闘が【ヤオヨロズ】に設置したホログラムモニターに映し出されるようだ。

　ＧＶＧの観戦ということで、そのモニター前には既に【ヤオヨロズ】の他ほかのメンバーや外部から招待されたプレイヤーたちが集まり、今か今かと開始を待ち望んでいる。

　その観戦者の中には、俺の知り合いも混じっていた。

「くそぅ、こんな面おも白しろそうなことがあるのになんで俺を誘ってくれなかったんだよ！」

「まぁ、タク落ち着けって。【ヤオヨロズ】の宴えん会かい料理、美う味まいぞ。ほら、カラアゲとジュース」

「俺もお茶を貰もらおう」

　タクにガンツ、ケイの男性３人組が、並んでモニターを見上げている。

　他にも、ミュウパーティーのルカートとヒノ、コハクもミュウの応おう援えんに駆かけつけ、マギさんも幼よう獣じゆう化させたパートナーのリクールを膝ひざに載のせ、カラクリ魔ま導どう人にん形ぎようのルフも連れて観戦に来ていた。

「結構、大おお事ごとになってる？」

「そうみたいだね」

　俺の独り言に対して返事が返ってきたために振ふり返ると、眠ねむたげな目をした刀かたな鍛か冶じ師しのオトナシと、その隣となりに長身の浅黒い肌はだを持つ彫ちよう金きん師しのラングレイが立っていた。

「よぉ、元気にしてるか？」

「まぁ、それなりにかな」

　俺は、微び苦く笑しようを浮かべながら、知り合いである２人に答える。

　オトナシとラングレイは、ギルド【ヤオヨロズ】所属の生産職だ。

「一応、どっちのグループも頑がん張ばってね」

「ああ、とりあえずできる範囲でやってくるよ」

　そう言って、俺たちは、開始時刻の15分前にギルド【ヤオヨロズ】のミニ・ポータルからＧＶＧ専用フィールドに転移する。

　そして、両グループのプレイヤーが全員配置したことが確認され、人工音声がルール説明を開始する。





・対戦時間は、１時間。

・各プレイヤーの持ち点は30点。有効打で１点減点。大ダメージ、急所、クリティカルで３点減点。

・各プレイヤーは、通常の回復アイテムの使用は禁止される代わりに、支給ポーションを２個まで持つことができ、その回復量は１個５点。

・特別な役割として味方プレイヤーを回復させられる【衛生兵】は、グループ内３人まで就つくことができ、回復魔ま法ほうの各プレイヤーへの使用は、１回のみ。その回復量は10点。

・プレイヤーの持ち点が０点になった時点でそのプレイヤーは脱だつ落らくし、強制転移される。

・勝利条件は、相手グループの全ぜん滅めつ、もしくは相手陣地エリアに累るい積せき滞たい在ざい時間が10分を超こえた場合、もしくは、各グループの最終持ち点で決まる。






　ルールを要約するとこんなところである。

　参加者の俺たちは、何度も打ち合わせしているから、どちらかと言うと現在モニターで観戦しているプレイヤー向けの説明になるだろう。

「さて、全員準備はいいな」

　人工音声がルール説明を終え、上空に戦闘開始までのカウントダウンが表示され、俺たちはその時を待つ。

『３、２、１。──スタート！』

　ブザー音と共に、俺たちは、真まっ直すぐに駆け出す。

　序じよ盤ばんの作戦は、３パーティーが陣地周辺の索さく敵てきと警けい戒かいに当たり、俺のいる残り２パーティーが対戦フィールドのほぼ中央付近に陣地作製に向かう。

「ユンお姉ちゃん、リーリーくん！　もっと速く！」

「いや、ミュウ、これが限界だって」

「ま、待ってよ。ミュウっち……」

　開始直後、全員に配られたワイバーンの強化丸薬ブースト・タブレツトを飲み、ＳＰＥＥＤのステータスを底上げして駆ける。

　だが、基き礎そステータスに差がある生産職の俺とリーリーは、やや遅おくれ気味にフィールドの中央に向かう。

　そして、見えた先に、少数で中央まで進出していた相手グループを見つけた。

　その数は──３人。

「オラァッ！　このまま突とつ撃げきじゃぁぁ！」

「「「船長に続くぞ、オラァッ！」」」

　シチフク率いる【ＯＳＯ漁業組合】のプレイヤーに加え、準備中に彼らに感化された数名がそれを見て、インベントリから簡易陣地作製のための丸太を取り出した。

「なんだ、ありゃ──ぐわっ！」

「おい、大だい丈じよう──どわぁっ！」

「丸太って──ぎゃっ！」

　全速力で走る勢いに加えインベントリから取り出した丸太のリーチによって、先行していた３人を突つき飛ばしていく。

　丸太を武器として使うなら【棒】か【杖つえ】系の武器センスが必要だが、シチフクたちは装備していないため、ダメージは適応されない。

　だが、勢いのついた質量のある物体に接せつ触しよくし突き飛ばされたために、各プレイヤーは１点分のダメージを受けた。

「よし、ここに陣地を作るぞ！　魔法班は援えん護ごを頼む！」

「任せろ！　──《ファイアー・ボール》！」

　突撃に使用した丸太をコの字になるように投げ捨て、それを簡易陣地の当たり代わりとする。

　当たりを付けたら次々にインベントリから土の大量に詰つまった土ど囊のうを取り出し、丸太の周りに効率よく重ねて高さを稼かせぐ。

「ユンお姉ちゃん、いくよ！　──《ライト・シュート》！」

「分かった！」

　俺は、腰こしほどの高さに積み上がった土囊の壁かべの内側に隠かくれ、それを盾たてにしながらミカヅチたちの陣じん地ち方向から現れるプレイヤーたちに矢を放つ。

　同様に相手からの攻こう撃げきもやり過ごし、指に３本の矢を挟はさんで立ち上がると、簡易陣地に近づいてくる相手プレイヤーたちを次々と狙ねらっていく。

「くっ！　相手の魔法の命中率が高いぞ！」

「それに弓矢の攻撃も混じってる！　気をつけろ！」

　初動は、強化丸薬ブースト・タブレツトと簡易陣地の構築でフィールド中央を押さえることができた。

　後は、この場を死守しつつ、少しずつ各相手プレイヤーの持ち点を減らせばいい。

「──《サンクチュアリ》！　よし、これでこの周囲はちょっと防ぼう御ぎよ力がマシになった！」

　ミュウは、光属性の範囲防御魔法を簡易陣地周辺に施ほどこした。これにより簡易陣地の耐たい久きゆう度が間接的に引き上げられることになる。

「ダメージを受けすぎた人は私が回復します！　すぐに言ってください！」

【衛生兵】の役割もあるミュウは、最前線のこの場所にいる味方プレイヤーたちに声を掛ける。

　約12名の味方が三方向に警戒しつつ、敵を寄せ付けないために断続的に攻撃を行っている。

　俺は、向かってくる相手プレイヤーの数が多い正面に付き、弓矢の速射で対応する。

　他にも魔法使いのメンバーがＭＰに注意しながら交代で魔法を放ち、遠えん距きよ離り攻撃手段のないリーリーが【毒】の状態異常バツド・ステータス薬を【合成】した投げナイフで加勢する。

「ユンお姉ちゃん、今相手は何人いる!?」

「相手は──９人……いや、10人に増えた！」

　初動の速さ、簡易陣地による地の利、【ナイトヴィジョン・クリーム】による暗視付ふ与よ──これらを使った電でん撃げき作戦は、今のところ上う手まくいっている。

　だが、【空の目】で捕ほ捉そくした相手プレイヤーたちの持ち点を確認すると、思った以上にダメージは受けていない。

　こちらは弾だん幕まくのように魔法を放つが、その殆ほとんどを木々を盾にしたり、防具の厚いところで受け止めて、防いでいるようだ。

　また少しずつ反はん撃げきの魔法を使い始め、こちらの防ぼう壁へき代わりの土囊の袋ふくろが破けて中の土がこぼれ出る。

「こっちの壁が薄うすくなってきたぞ！」

「追加の土囊を積み上げろ！」

　だが、これも想定の範囲内だ。

　再び、インベントリから取り出した土囊を積み上げ、壁の厚みを補う。

　土囊なら崩くずれても上から積み上げるだけで容易に修復可能であり、コストパフォーマンスや作製の手間的に一番現実的だった。

　それに──

「やばいなぁ、めっちゃ強いぞ。土囊の壁」

　俺は、土囊の壁に背を預けながら、攻撃をやり過ごす。

　そして、攻撃が止やんだ隙すきに、弓矢の速射で木の陰かげに隠れて狙っていたプレイヤーに反撃する。

　下級魔法程度では土囊は崩せず、中級、上級魔法は、発動しようとするプレイヤーを見つけ次し第だい、こちらが集中的に攻撃を加える。

　特に、【眠り】や【麻ま痺ひ】、【混乱】、【怒いかり】などの行動を中断させる効果のある状態異常バツド・ステータス薬を合成した投げナイフを織り交ぜた攻撃は、地味に効果を発揮している。

　俺たちは、意外と崩れない土囊の簡易陣地に頼たよりながら、最初の10分近く戦せん闘とうを続けた。

『そちらの状じよう況きようはどうだ？』

　俺たちの頭の中に流れたクロードの声は、フレンド通信の広域音声チャットを利用した連れん絡らく手段だ。

　不意に聞こえたクロードの声に、俺たちは簡易陣地作製グループのリーダーであるミュウに視線を向ける。

「クロードさん、こっちは簡易陣地の作製に成功。ただし、今は10人の相手プレイヤーたちと交戦中だよ」

　ミュウの報告に続き、次は、クロードたちの状況を聞きながら、応戦を続ける。

『こちらはフィールド各所に散開しての索敵の結果、迂う回かいして攻せめてきた相手パーティー一つを発見、ダメージを与えて退たい却きやくさせた』

　その報告に、簡易陣地にいる味方の士気が若じやつ干かん向上した。

　このままここも死守すればさらに戦せん況きようが有利になる。だが、相手もこの戦況を崩したいはずだ。

「──《プロミネンス・ドラグーン》！」

　轟ごう々ごうと燃える炎ほのおを簡易陣地の左側面に感じ、そちらを振り向く。

　１人の魔法使いが魔法を補助する武器である本を開き、上級の火属性魔法の発動準備をしていた。

　森林の中でうねるように踊おどる東洋竜りゆうに近い形の炎。

　それが炎の牙きばの並ぶ口を開き、真っ直ぐに簡易陣地へと突撃してくる。

「──っ!?　全員待たい避ひ！」

　ミュウの素す早ばやい命令に、土囊内にいた味方プレイヤー全員が一いつ斉せいに逃にげ出す。

　その直後、炎の竜は、土囊に囲まれた簡易陣地の中央に頭から突撃して盛せい大だいに爆ばく発はつする。

　内側からの爆風に積み上げた土囊の壁が崩れて、袋が燃える。

「今だ、狙え！　狙え！」

　相手の指揮官の声だろう。

　土囊の内側から飛び出した俺たちを狙うために少しずつ左右に移動していた相手プレイヤーたちが、土囊の壁を失った俺たちを一斉に狙う。

「全員、【魔ま除よけの結界片】を撒まきながら撤てつ退たいしろ！　一気に引くぞ！」

　俺たちは、空中に銀の金属片を放ほうり投げながら逃げる。

　すると【魔除けの結界片】の金属片同士が線で繫つながり、半はん透とう明めいな面を作る。

　そして、追い打ちで放たれる魔法を受け止め、消しよう滅めつするか、攻撃をあらぬ方向に逸そらしていく。

「少しダメージを受けたわ」

「大だい丈じよう夫ぶか？　支給ポーション使うか？」

「今は、逃げながら使うわ」

　守りに重点を置いた戦い方をしても、防ぎきれないダメージを受け、持ち点を減らす味方たち。

「俺の残り持ち点は、27点か」

　流れ弾だまのような攻撃に何発か当たったが、まだまだ脱だつ落らくまでは遠い。

　だが、土囊の簡易陣地から逃げ出す際に殿しんがりを務めていた味方の女性プレイヤーは、10点以上持ち点を減らしていた。

「あっちゃぁ、簡易陣地作製のために速度重視だったのが仇あだになったかなぁ」

　ミュウの呟つぶやきを聞きながら、軽装プレイヤーで固められた簡易陣地作製のグループは後退する。

「とりあえず、自陣に戻もどったらダメージを受けた人を回復させるね！」

　そう言って、ミュウは撤退中の味方プレイヤーを励はげましながら、後方に注意を向ける。

「半数は敵の簡易陣地の接収と土囊の再利用！　もう半数は追つい撃げき！」

　10人の相手プレイヤーのうち、指揮官と先ほどの上級魔ま法ほうを放ったプレイヤー他数人が簡易陣地に陣取り、残り半数がこちらに追撃してくる。

「まぁ、こんなところかな。全員、散開！」

　ミュウの指示でパーティーは２人１組に分かれて、バラバラに森林の中に逃げ込む。

　俺は、ミュウとペアを組み、逃げる。

　指揮官不在で誰だれを追えばいいのか分からず、一いつ瞬しゆん足の止まる追つい跡せき者たち。

「さてさて、１人で追ってくるなら２対１。誰かを集中して追われるのはちょっと不ま味ずいからね。ユンお姉ちゃん、お願い！」

　俺はミュウの合図と共に、敵に修復されつつある簡易陣地を視し認にんする。

「了りよう解かい。──《ゾーン・クレイシールド》！」

　俺は、ＭＰの大半を使用して、簡易陣地を囲うように複数の土つち壁かべを生み出す。

「全員、この場から待避しろ！　これは罠わなだ！」

「もう、遅おそい。──【ボム】！」

　明確な意思と発動のキーワードにより、土壁の内側で起こる多重爆発。

　直前の待避命令で、迫せり上がる土壁を乗り越こえ、運良く逃げ出した者が数名いたが、指揮官と逃げ遅おくれた１人が土壁の内側に取り残され、マジックジェムの多重爆ばく破はに巻き込まれた。連続して起こる爆発のダメージ増加により持ち点を失い脱落したようだ。

「おー、相変わらず凄すごい威い力りよくだなぁ、連チエ鎖ーンボーナスが重なる魔法の威力って」

「ミュウ、無む駄だ話してないで自陣に戻って負傷者を回復させるぞ」

「そうだね！　さぁ、戻って中ちゆう盤ばん戦せんの準備をしよう」

　突とつ然ぜんの多重爆発に追跡してきた相手プレイヤーたちが慌あわてて引き返す中、俺とミュウは、その場から速すみやかに逃げる。

「それにしてもクロードさん、えげつない作戦を考えるよね」

「ホント、土ど囊のうにマジックジェムを仕込むなんてな」

　あの爆発の種明かしをすれば、簡単だ。

　土囊の土の中にマジックジェムの宝石を混ぜて入れただけだ。

　戦闘では相手の使った道具を自分たちが利用することもある。

　それを逆さか手てに取り、【ボム】のマジックジェムを自じ爆ばく装置の代わりに使い、運がよければ、簡易陣地を爆破して大打だ撃げきを与あたえるつもりだった。

「そう言えば、なんでマジックジェムの爆発に直前で気づかれたのかな？」

「あー、たぶん破けた土囊からマジックジェムが見えたのと発動までのタイムラグだろ」

　待避が早かった理由を予想し、多分外れていないと思っている。

　本当は一いち網もう打だ尽じんにするはずが、戦力を分散させられ、更さらに直前で気づかれた。

　あれだけ仕し掛かけておいて、脱落させることができたのは２人だけだった。

「くそぅ、全部の土囊にマジックジェムが入っていなかったとは言っても、何十個も使ってたった２人だけかよ」

「ユンお姉ちゃん、悔くやしがるところ違ちがうよ」

　ミュウにツッコミを受けながら、自陣への後退を続ける。

「でも、これで心理的プレッシャーは与えられる、ってクロードが言っていたよな」

　マジックジェムによる簡易陣じん地ちの爆破の影えい響きようは、相手プレイヤーへの物理的被ひ害がいだけではない。

　これにより相手の使ったものを再利用すると爆発する可能性がある──そう思わせるだけでもミカヅチたちは慎しん重ちようにならざるを得なくなる。




　　　　●




　簡易陣地の爆破の影響か、俺とミュウはミカヅチたちからの追撃に遭あうことなく自陣まで撤退することができた。

「──《ラウンド・ヒール》！　よし、これで10点以上ダメージ受けた人は回復したからまた持ち場に戻って！」

「ありがとう。気をつけて、行ってきます」

　こちらのグループに割り振ふられた【ヤオヨロズ】の数少ない精せい鋭えいメンバーの１人がミュウにお礼を言って、再び森林フィールドの各所で索さく敵てきをするために散っていく。

「戦闘開始から20分が経過かぁ、あと40分。クロード、次に敵はどう動くと思う？」

「ミカヅチなら序じよ盤ばんに軽く両陣じん営えいがぶつかり合い、何人か脱落して戦力が薄うすくなったところを少数で奇き襲しゆう。それで中盤あたりでけりを付ける可能性もあるが」

　序盤はこちらの簡易陣地爆破によって両陣営、微び妙みような状況だ。

　ミカヅチたちは全力でこちらを倒たおしに掛かかってきたが、こちらは防ぼう御ぎよアイテムを多数使い、味方の持ち点は減ったが脱落者はまだ１人もいない。

「なにより、ミカヅチもセイ姉ねぇもまだ出てきてないのが怖こわいなぁ」

　ここまで最大戦力とも言えるミカヅチとセイ姉ぇを見ていないが、楽観的に考えれば、どちらかがクロードのように自陣から作戦指揮をしている可能性がある。

「どっちかがいないだけでプレッシャーは少なくていいな」

「だが、そうもいかないだろうな」

　索敵をしている味方からのフレンド通信で何かの報告を受けたクロードがそう呟く。

　その直後──ずん、という腹に響ひびく音と共に森林フィールドで炎が上がり、木々がメキメキと音を立てて倒れ始める。

「ミカヅチたちめ！　バラバラで行動するよりも森林を均ならしながら来るつもりか！」

「クロード！　それって！」

「待ち伏ぶせも罠も全部破は壊かいしながら、一直線にこっちに来てるな！　ユンはすぐに櫓やぐらの上に行け！」

　俺は、クロードの指示を受けて、駆かけ出す。

　その先にあるのは、俺がＧＶＧギルド・バーサス・ギルド３日前にリーリーに頼たのみ、作ってもらった高さ15メートルの物見櫓だ。

　梯はし子ごを駆け上がりミカヅチたちの陣地方面の森林を見て、啞あ然ぜんとする。

「おいおい、マジかよ」

　暗視と遠視の【空の目】で確認した光景は、ミカヅチを先頭に、相手プレイヤーが双そう方ほうの陣地を繫ぐ一直線上の木々を魔法やアーツで破壊している光景だ。

　一応、あの辺りにトラップも仕掛けてあるはずだが、そのトラップ毎ごと破壊してこちらの陣地に接近してきている。

「ほんと！　嫌いやがることを連続でされるなぁ！」

　まぁ、こっちも嫌がることを組み込んだ作戦を立てているが、それを崩くずされるのだ。

　正面から戦わず搦からめ手を使ってダメージを与え、最終持ち点の差で戦術的な勝利を目指す俺たちに対して、ミカヅチはあくまで分かりやすい正面突破の完全勝利を狙ねらっているようだ。

「ユンお姉ちゃん！　私も前に出るよ！」

「ミュウ、気をつけろ！　俺はここから援えん護ごする！」

　そう言って、数少ない回復魔法の使用を許された【衛生兵】のミュウも駆け出す。

「俺も前に出る！　ユンと何人かは、自陣の防衛！　何かあればフレンド通信で報告だ！」

「了解！　それとクロード一つ！」

「なんだ!?」

「相手の魔ま法ほう使つかいたちは、後退せずに同じ人が打ち続けている！　だから、アイテムに頼たよらないＭＰ回復手段を持っているはずだ！」

「なら、それを見つけ出して叩たたく！」

　俺は、ミュウに遅れて駆け出すクロードを見送り、再び森を均しながら進むミカヅチたちに目を向ける。

「まだ射程外か。けど、それより先に──」

　ミカヅチたちの対処は、ミュウとクロードに任せて、自分は自分のできることをする。

「さて、森の中に隠かくれている奴やつらを引きずり出すか」

【空の目】の暗視と遠視、そしてターゲティング能力。さらに櫓という高所からの視点が合わさり、俺は森に隠れるプレイヤーたちを暴あばき出す。

「主戦力のミカヅチたちが注目を集め、その一方で少人数での奇襲や工作か。視認できる範はん囲いで７人３組か。これならいけるな。《空間ゾーン・呪加カースド》──スピード！」

　速度低下のカースドをその７人に施ほどこす。

　７人のうち、ＭＩＮＤのステータスが高い魔法使い系のプレイヤー１人には抵レジ抗ストされたが、それ以外は暗い黄色の光が体から立ち上のぼる。

（やばいぞ！　なにかされた！）

（弱体化されているわ！　見つかった！）

（ユンちゃんの【付加】系スキルだ！　近くにいるはずだ！）

　遠距離から視認する相手プレイヤーたちの口の動きでそんな言葉を言っているんじゃないか、と推測する。

　そして、近くにスキル発動者の俺がいると思い込んだ相手プレイヤーたちは、足を止めて周囲を探し始める。

「低い位置から見上げても木々の葉っぱが視界を邪じや魔ましているし、夜の暗さで櫓に気づきにくい。そこに──」

　俺は、黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみを上空に向けて次々と矢を放つ。

「闇やみから降ってくる矢は、射手の位置を余計混乱させるだろうな」

　曲射によって山形の軌き道どうを描えがく弓矢は、すぐに視認することが難しくなり、そして重力に引かれて森の中に落ちていく。

　そして、降ってきた矢を受けて、慌ただしく動くカースドの暗い黄色の光。

　あの光は、ターゲットを追つい跡せきするマーカーの役割がある。

　闇の中でも僅わずかに光り、その近くに矢を落とすだけで次に逃にげ場を探して走り始める。

　７人３組のプレイヤーたちに手を休めることなく曲射で矢を放っていく。

「ははっ！　ちょっと楽しくなってきたかも！」

　ちょっとだけ性格が悪くなった気がしないでもないが、だんだんと乗ってきた俺は、矢を放つ速度を上げる。

「減らせた持ち点は合計で48点かぁ。【毒】地味に強いなぁ」

　ほぼ真上から降ってくる弓矢によるダメージと合わせ、放った矢に合成しておいた【毒】の状態異常バツド・ステータス薬のスリップダメージで相手の持ち点を減らした。

　他ほかにも、森の各所に仕掛けた金きん属ぞく糸しの切断トラップや丸太の振り子トラップ、落とし穴の足止め、ダメージアイテムの投下などの攻こう撃げきもあったが、そちらは思うように持ち点を削けずれなかった。

　それでも精神的には徐じよ々じよに相手を追い詰つめていき──

「よし、４人は包囲されているな」

　弓矢で追い立てたのは、なにも嫌がらせだけのためじゃない。

　エンチャントの光がマーカー代わりになり、相手が動き回ることで味方にもその存在を知らしめる。

　今は、索敵に出ていた味方のプレイヤーたちが、２組をそれぞれ包囲し、数で攻せめ始めている。

「お、シチフクたち、凄すごいなぁ。あんな戦い方できるんだ」

　片方の包囲には、リーリーたちがじわじわと定じよう石せき的な追い詰め方をしていた。

　もう片方の包囲に参加していたギルド【ＯＳＯ漁業組合】のシチフクは、左手に三つ叉またの槍やりを構え、右手で釣つり竿ざおを振るっていた。

　遠心力で振るわれた錘おもりと金属糸がもの凄い勢いでプレイヤーの足に絡からまり、竿を引くことで転てん倒とうを誘さそい、三つ叉の槍で急所を的確に狙う。

　支給ポーションなどの回復アイテムを使わせることなく、打ち倒していく。

「急所狙いで３点分のダメージって、ほんと効率よく倒すなぁ。結果包囲した４人は脱だつ落らくして、残り３人の方は──」

　戦士、斥せつ候こう、俺のカースドを抵レジ抗ストした魔法使いの組は、大きな木々を背にして息を整え、近くにいるはずのない俺を待ち構える。

　流石さすがに索敵に出ていた味方も彼らまでは手が回らず、諦あきらめたのかも知れない。

「こっちは、俺１人で残りの持ち点を減らし切る自信はないからなぁ」

　何度も矢で追い立てられ、射しや撃げきされた方向が分かってきたのか、真まっ直すぐに見えない櫓に向けて武器を構えている。

　今、櫓から矢を放っても直前で反応され、矢を弾はじき返されてしまう。

　それに【ゾーン・クレイシールド】や【空間ゾーン・呪加カースド】でＭＰを多めに消費したために、終しゆう盤ばんに向けてＭＰを温存しておきたいのと自然回復させたいのとで、ここでこれ以上アーツやスキルは使えない。

「仕方がない。この３人組は、見み逃のがすしかないか」

　シチフクや他の包囲に参加していた味方から距離が離れているために、３人組は十分に撤てつ退たいすることが可能だった。

　そして、こちらが見逃すと決めて攻撃の手を緩ゆるめると、３人組は警けい戒かいしつつもうち１人の魔法使いが杖つえを掲かかげて、回復スキルを使用した。

「あー、あの魔法使いが【衛生兵】だったか。倒せたらそれだけでアドバンテージ大きかったのになぁ」

　独りごちながらも、現在進行形でドッカンドッカン魔法を放ち、こちらの陣地に向けて道を作っていくミカヅチたちの方を見る。

　少数による奇襲は、こちらの防衛が成功したが、向こうはまだ主戦力が残っている。

　魔法使いたちの後方で１人のプレイヤーを守るように立つミカヅチを見つけた直後、ミュウとクロードからフレンド通信が入る。

『ユンお姉ちゃんの予想通り、アイテム以外からのＭＰ供給手段を用意していたよ！』

『魔法使いたちの後方に【念動】センス持ちを待機させていた』

「マジか。よく、俺以外にそんな……珍めずらしいセンス取得した奴がいたな」

　自分で珍しいと表現したが、実際に【念動】センスは、ゴミセンス扱あつかいされたセンスだ。

【念動】センスを鍛きたえていけば、初期スキルの《キネシス》以外にも自分のＨＰやＭＰを他のプレイヤーに分け与あたえる《トランスファー》というスキルを得られる。

《トランスファー》もＨＰやＭＰの回復手段と言えるが、ＨＰやＭＰを分け与える際に総量が減げん衰すいするので、非効率的な回復手段である。

「俺も、早くレベルを上げたいんだけどなぁ……」

　１人呟つぶやいた後、【念動】センスについて面おも白しろいものでも見れないか、と思いながら少し観察する。

「なるほど、【念動】センスにＭＰ上じよう昇しよう系や【瞑めい想そう】なんかの補助センスを使ってＭＰタンクの役割を果たしているのか」

　まさにこのＧＶＧギルド・バーサス・ギルドのルールのためだけに用意したようなセンス構成だ。

　直接的な戦力にはならないが、そのＭＰの供給と高速回復で支えられる上級魔法の制圧力は脅きよう威いだ。

「だけど、潰つぶさせてもらう」

『だね。私が斬きり込むからユンお姉ちゃんは援えん護ご射しや撃げきをお願い！』

『俺も微び力りよくながら魔法で援護しよう』

　ミュウとクロード、他何名かの味方を引き連れてミカヅチたちへの襲しゆう撃げきのために動く。

　真っ直ぐに森を切り開いているために、隊列が縦に伸のびており、左右からの挟きよう撃げきには理想的と言える。

　そして──

『３、２、１──ゴー！』

　ミュウのフレンド通信による広域チャットの合図を受けて、ＭＰの補給元を狙うために左右から襲おそいかかる。

　俺は、それに合わせて、森を切り開くために魔法を使っていた先頭のプレイヤーたちに向けて次々と矢を降らす。

「悪いけど、足止めさせてもらうぞ」

　森を切り開いたことで遮しや蔽へい物が減り、容易に補ほ捉そくできる。

　曲射で雨のように降ってくる矢に、混乱し、更さらに当たれば、合成した【麻ま痺ひ】や【眠ねむり】の状態異常バツド・ステータス薬の効果で僅かな間に動きが止まる。

「５人中、３人は眠ったか。それなら残り２人は個別に狙ねらい──きゃっ!?」

　援護射撃するために弓に矢を番つがえようとした時、櫓やぐらに震しん動どうが走り、足あし下もとが揺ゆれる。

　とっさに櫓の手て摺すりを摑つかんで転ぶのを避さけるが、直後に響ひびく断続的な破は砕さい音に下を見下ろす。

　櫓の支柱に氷ひよう槍そうが放たれ、次々と削られているのだ。

　メキメキと音を立てて櫓が自重を支えられなくなり、右に傾かたむき始める。

「やばい！　脱だつ出しゆつしないと！」

　櫓に掛かかる梯はし子ごを下りるんじゃ間に合わない。

　俺は、慌あわてて装備センスの構成を変へん更こうする。
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【長ちよう弓きゆうＬｖ40】【魔ま弓きゆうＬｖ23】【空の目Ｌｖ22】【看かん破ぱＬｖ34】【俊しゆん足そくＬｖ26】

【魔道Ｌｖ27】【大地属性才能Ｌｖ９】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ３】【料理人Ｌｖ15】

【物理攻こう撃げき上昇Ｌｖ21】【念動Ｌｖ３】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【調薬師Ｌｖ20】【調教Ｌｖ35】【錬れん金きんＬｖ47】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ38】

【生産職の心得Ｌｖ23】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ11】【急所の心得Ｌｖ10】








「間に合えっ！　──《キネシス》！」

　右へと倒たおれ始め、重さで加速し始める櫓から飛び出す。

　櫓の崩ほう壊かいに巻き込まれないように遠くに飛ぶために《念動》スキルで体重を軽くし、空に投げ出される。

（自じ陣じんを守る他の味方は無事か。って……俺の方が無事じゃねぇ！）

　自陣の外へと飛ばされながら、受け身の体勢を取り、木々の中に背中から突つっ込む。

　枝葉がクッション代わりとなって俺を受け止めるが、勢いを完全に殺し切ることができず、枝を折りながら落ちていき、最後にゆっくりとだが地面に落下する。

「ぐっ……痛っ……今ので持ち点５つ失ったぞ」

　細かい枝で引っ搔かいた箇か所しよと落下の衝しよう撃げきでダメージ判定を受けたのだろう。

　だが、あのまま何もない地面に叩たたき付けられていたら、もっと悪い事態になっていただろう。

『ユンお姉ちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ!?　櫓が倒れるの見えたよ！』

「櫓を破は壊かいされた。もう自陣からの援護射撃はできない」

　それに櫓を破壊した魔ま法ほう使つかいのいる方向に倒れたために、見つからない内に逃げるか、自陣の味方と合流するか、速断する必要がある。

「とりあえず、持ち点だけは回復しておかないと……」

　インベントリから支給ポーションを取り出した時──手元の支給ポーションに水球をぶつけられ、取り落とす。

「──冷たっ！　なんだ!?」

　高速で飛来した水球を右手に受け、放たれた方向に反射的に目を向ける。

「……薄うす々うすは感じていたけど、セイ姉ねぇ。そこにいるんだろ」

　そして、セイ姉ぇが姿を現す。

「ふふっ、ユンちゃん、見つけるの早いわね」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんでいるセイ姉ぇだが、今は戦せん闘とう中であり、俺は腰こしを落として、次の行動に移れるように準備する。

「水系の魔法を放ってきたからたぶんセイ姉ぇじゃないかと思った」

「そうなんだ。もう少し隠かくれたままダメージを与えていくつもりだったんだけど──」

《ミラージュ・ミスト》を応用した潜せん伏ぷく技術を解き、杖の先せん端たんをこちらに向ける。

「──《グラム・ソード》。さぁ、ユンちゃんにはここで脱落してもらうわ」

　そして、力強い一歩を踏ふみ出すセイ姉ぇに対して俺は──逃にげた。




　　　　●




　背を向けて全力で走り出す俺に対して、セイ姉ぇは水の刃やいばを生やした長ちよう杖じようを構えて追ってくる。

「ユンちゃん、逃げてばかりじゃ勝てないわよ！」

　そう言うセイ姉ぇに対して振ふり返り、速射と移動打ちの技術を駆く使しして、三本の矢を放てば、振るわれる水刃ばの付いた長杖で叩き落とされていく。

「くっ！」

「ユンちゃんがかかって来ないなら行くわよ。──《アクア・バレット》！」

　セイ姉ぇが振るう長杖から放たれる二発の水球を背中に受けた俺は、前のめりに倒れるが、すぐに起き上がり、逃げる足を止めない。

　俺の残り持ち点は、21点。対するセイ姉ぇは30点と無傷で、完全に劣れつ勢せいである。

（──だけど、考えろ。セイ姉ぇの嫌いやがることを）

　フレインから教わった対人戦のコツ。そして、今現在感じているセイ姉ぇへの違い和わ感かん。

　俺を倒すだけなら、魔法と【遅ち延えん】センスを組み合わせて生み出す何十発という魔法を撃ち込めば終わる。

　だが、それを行わずに散発的な魔法の攻こう撃げきに留とどめている。

　例えば、ＭＰをある程度まで温存していて、終しゆう盤ばん戦せんで使いたい魔法がある、とか。

　そう考えれば、この散発的な攻撃にも説明が付く。

　なら──

「──《連れん射しや弓きゆう・二に式しき》！」

「甘い！　──《アクア・バレット》！」

　俺は中ちゆう距きよ離りでの連射スキルを使い、セイ姉ぇがそれを魔法で迎げい撃げきする。

　俺の放った２本の矢は魔法で相そう殺さいされ、更にアーツの硬こう直ちよく時間を狙われて、俺は水球を体に受ける。

「ぐっ！」

　急所ではないが持ち点が減るものの、初級のスキルであるためにすぐに硬直時間が解ける。

　反射的に再び逃げた直後、俺のいた場所に水球が撃ち込まれるが、運良く追つい撃げきを回かい避ひできた。

　中々広がらない距離。近距離では水刃の付いた長ちよう杖じように切り裂さかれ、中距離では弓と魔ま法ほうの撃ち合いに負ける。

　遠距離から優位に戦いを進めたいが、セイ姉ぇに距離を詰つめられ阻そ止しされる。

　つまり、俺と遠距離で相対することが、セイ姉ぇの嫌がること──そう思い至って自然と笑みが浮うかぶ。

「ユンちゃん、何を考えているのかな？　状じよう況きよう的てきに追い詰められているのよ」

　セイ姉ぇが足を止めて、警けい戒かいを強める。

　一いつ瞬しゆん、セイ姉ぇの表情に焦あせりのようなものを感じ、俺は自分の顔を撫なでる。

「笑っている。そうだな、笑っているな」

　正直、何も打開の策はなく、ただ笑ってしまっただけだ。

　それだけでセイ姉ぇは、俺以外の周囲にも警戒し始めた。

　──これが対人戦の精神的な優位ってやつか。

　俺は、ただ笑う。それだけで少しずつ俺を追ってくるセイ姉ぇとの距離が開く。

　そして──

「──っ!?　消えた！」

　セイ姉ぇが俺から意識を外した瞬間、インベントリから真っ黒な外がい套とうを取り出し、その外套を羽織るようにしながら駆かけ出す。

　防具の【認にん識しき妨ぼう害がい】の効果を意識し、木々の陰かげに体を隠す。

「あー、ユンちゃん、見み逃のがしちゃった。困ったなぁ、私は【発見】系のセンスを持ってないや」

　そう呟つぶやくセイ姉ぇの声を聞きながら、俺は矢を放つ。

「きゃっ!?　──《アクア・バレット》！　……外した」
















　側面からの矢を右みぎ腕うでに受けたセイ姉ぇは、反射的に魔法を放つが、そこにはもう俺はいない。

　リーリーには櫓作りを頼たのんだが、クロードに頼んだのは防具の強化とこの外套だ。





Ｃクロード・Ｓシリーズ№６オーカー・クリエイター【外着】

ＤＥＦ＋43　追加効果：ＤＥＸボーナス、自動修復、認識妨ぼう害がい







夢む幻げんの住人【アクセサリー】

ＤＥＦ＋５　ＭＩＮＤ＋７　追加効果：認識妨害、消音






　シェイド結けつ晶しよう樹じゆの葉っぱを煮に詰つめた【シェイド濃のう緑りよく染せん料りよう】は、【認識阻害】の追加効果を付ふ与よすることができた。

　更さらに強化素材の【暗者の泥でい土ど】と組み合わせて使うことで【認識妨害】に強化された。

　クロードには、オーカー・クリエイターを染め直してもらい、更に隠おん密みつと消音性を補うための外套も作ってもらった。

（相手がセンスのないプレイヤーでも、ずっと見られ続ければ、隠れられないのが【認識阻害】系の欠点かな）

【消音】の効果で独り言が外套の内側に留まる。

【認識阻害】系の効果は、リゥイの幻げん術じゆつのように姿を隠すわけではなく、認識されづらくなる効果だ。

　そのために【認識妨害】を発揮する前から目で追われ続けると効果が薄うすくなる。

　だが、セイ姉ぇが周囲を警戒し始めたことで、一瞬の隙すきを突いて、上う手まく視界から外れることができた。

　そして、この優位性を失わない内に、次の手を打つ。

（センスは、【弓】系センスを三重装備。そして、【物理攻こう撃げき上じよう昇しよう】【先制の心得】【急所の心得】を装備……）

　そして、インベントリから取り出したのは、黒くろ塗ぬりの弓矢だ。





暗殺者の毒矢【消しよう耗もう品ひん】

ＡＴＫ＋７　追加効果：毒３、認識阻害






　鉄の矢に、【シェイド濃緑染料】と【毒４】の状態異常バツド・ステータス薬を三種合成して作った特製品だ。本数に限りのある矢の１本をセイ姉ぇに放つ。

「くっ!?　毒矢！」

　背中に矢を受けたセイ姉ぇは、三重装備の弓センスのノックバック効果で前のめりに倒れる。

　背後からの急所、先制攻撃が決まり、センスの補助と合わせて、セイ姉ぇは持ち点を３点減らす。

　しかしすぐに立ち上がり、近くの木を背にして死角からの攻撃を警戒する。

　その後、毒状態から回復するために状態異常バツド・ステータス回復薬を使う。

　その間に、毒のスリップダメージで更に２点を失うセイ姉ぇ。

「ユンちゃん、暗殺者に転向したのかぁ。まぁ、一番それっぽいセンス構成を持っていたけど、これは厳しいわねぇ」

（ずっと言われ続けたからな。やっぱり、ミュウやセイ姉ぇ、タクの意見は正しいよ）

　消音効果のある外套の内側で１人呟き、再び暗殺者の毒矢を番つがえる。

　セイ姉ぇは、使用する魔法の量を少し解禁したのか、水球３つ、防ぼう御ぎよ用の水盾たて１つを生み出してこちらからの行動を待つ。

　だから俺は、矢を放つと同時に──

（──《ボム》！）

「きゃっ!?　くっ！　矢も！」

　俺は、【空の目】のセンスと組み合わせて、地属性魔法の《ボム》で座標爆ばく破はする。

　弱い魔法だが、足を止めて警戒していたセイ姉ぇは直ちよく撃げきを受けた。

　遅延させていた魔法がキャンセルされて、崩くずれたところを暗殺者の毒矢で追撃する。

　毒のスリップダメージと合わせて、セイ姉ねぇの持ち点が19点まで減った。

（セイ姉ぇをここで食い止めれば、それだけでミカヅチたちの戦力は下がる）

　セイ姉ぇは再びアイテムを使って状態異常バツド・ステータスを治し、続けて支給ポーションで減ったＨＰも回復させようとするが──

（させない。──《ボム》）

　俺は、セイ姉ぇが支給ポーションをインベントリから取り出した瞬間、セイ姉ぇの手元で爆破を引き起こし、それを破は壊かいする。

「意い趣しゆ返がえしなんて、ユンちゃんやるわね」

　下手に回復されたくないし、俺がやられたことと同じことをしただけである。

「あー、ミカヅチ？　ごめんね」

　どこか諦あきらめたような雰ふん囲い気きを漂ただよわせるセイ姉ぇは、フレンド通信でミカヅチと話しているようだ。

「作戦のためにＭＰ温存って話だけど、ちょっと厳しいかも」

　やっぱり、ＭＰを温存していたのか。と話の内容から推察し、セイ姉ぇが次に大おお技わざを打って来ることを予測する。

「うんうん。ユンちゃんは絶対に倒たおさなきゃいけないわ。増ぞう援えんがくると状態異常バツド・ステータスで同士討うちに誘ゆう導どうされちゃうからダメよ」

　セイ姉ぇは俺の考えを読んでいた。

【混乱】や【怒いかり】の状態異常バツド・ステータスを合成した矢も用意していたのに、使えないのが少し残念だ。

「それじゃあ、運よくユンちゃんを倒せたらまた会いましょう」

　それだけ言って、フレンド通信を終えたのか、ふぅと長い息を吐はき出すセイ姉ぇ。

「いくわよ、ユンちゃん」

　セイ姉ぇの言葉に合わせて、俺も動く。

（させない！　──《ボム》！）

　俺は、セイ姉ぇの行動を妨害するために、射しや撃げきと《ボム》の座標爆破を同時に行う。

「ぐっ──《ダイアモンド・ダスト》！」

　セイ姉ぇは至近距離の爆破に耐たえ、魔法を発動させる。

　セイ姉ぇを中心に、一瞬で地面が白く凍こおり付いていく。

　放った矢を含ふくめた範はん囲い内のオブジェクトが白く凍り付き、徐じよ々じよに崩ほう壊かいしていく。

　周囲の木々が崩れ、銀世界の中で隠かくれる場所を失った俺は、やむなく姿を現す。

「やっと見つけたわ。ユンちゃん」

「セイ姉ぇ……」

　砕くだけ散る氷ひよう片へんが舞まい、俺の体に触ふれてダメージを与あたえ、残り持ち点が12点まで減る。

　しかしセイ姉ぇの残り少ないＭＰでは、上級魔法を使えても１発が限界だろう。

　俺もセイ姉ぇを倒すために長弓を構える。

「──《メイルシュトロー……」

　セイ姉ぇの魔法が完成する直前、頭上から１本の矢が落ちてきて、その肩かたに刺ささる。

「……時間、差」

　先ほどのように、攻こう撃げきを耐えて魔法を放つことはできず、セイ姉ぇの握にぎっていた長杖が手から滑すべり落ちる。

「──《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢》！」

　そして、俺の放った矢が赤い尾おを引き、その尾から枝分かれした４本の魔法の矢がセイ姉ぇに殺さつ到とうする。

「くっ、きゃぁっ──！」

《魔ま弓きゆう技ぎ・幻げん影えいの矢》は、ＧＶＧギルド・バーサス・ギルドのルールで有効的な多段系のアーツであり、５本の矢にそれぞれ攻撃判定がある。

　至近距離の爆破を目め眩くらましに使い、頭上に放った【麻ま痺ひ】を合成した矢で動きを止めるというのが俺の作戦だった。

　アーツによる多段攻撃がセイ姉ぇの持ち点を削けずり取り、残り１点まで減らす。

　仰あお向むけに倒れ、【麻痺】で動けないセイ姉ぇに俺は近づいた。

「負けちゃったな」

「正面から戦いたくないからああいう方法で戦った。セイ姉ぇ、ごめん」

「ユンちゃんが謝ることじゃないよ」

　静かに微笑ほほえむセイ姉ぇに対して、ふとした疑問を投げかける。

「セイ姉ぇはどうして俺を狙ねらったんだ？」

「ユンちゃん、櫓やぐらから遠えん距きよ離り射撃していたでしょ？　だから、ユンちゃんを放置しておくと長期的に見てこちらの不利になると思ったの」

「そうなんだ。そう言ってもらえると、あの作戦考えた甲か斐いがあるよ」

　俺は、照れくさくてはにかみ、【麻痺】で動けないセイ姉ぇの側そばにしゃがみ込む。

「それじゃあ、セイ姉ぇには脱だつ落らくしてもらうね」

「うん。ユンちゃんも頑がん張ばってね」

　俺は、腰こしのベルトから包丁を取り出し、セイ姉ぇの腕うでに先せん端たんを軽く押し当てる。

　そして、残り持ち点が０点になり、光の粒りゆう子しとなって強制転移させられるセイ姉ぇを見送る。

「……まだＧＶＧは終わってない」

　俺は、インベントリから支給ポーションを取り出して持ち点を17点に回復させ、急いで、クロードたちが襲しゆう撃げきした地点を目指す。

　目立たないように森の中に溶とけ込み、見れば、切り開かれた場所での戦せん闘とうは、既すでに混戦状態になっていた。

　残り時間は15分を切り、互たがいに全力で攻撃を繰くり返し、１点でも多く相手の持ち点を減らそうと躍やつ起きになっている。

　クロードは、ばらまくように闇やみ属性の魔ま法ほうを放ち、ミュウは戦場を駆かけながらまだ回復を受けたことのない味方に回復魔法を使う。

　ミカヅチたちの方は、上手く集団で固まり、持ち点が極きよく端たんに減った味方を後ろに下げて【衛生兵】が回復させてから再び送り出していく。

「俺がやることは、回復される前に倒すこと」

　弓に矢を番え、回復のために後方に下がるミカヅチ側のプレイヤーを射撃する。

　真横から不意打ちで放たれる黒塗りの矢を受けたそのプレイヤーは、更に毒の状態異常バツド・ステータスへの対応が遅おくれ、そのまま脱落する。

　混戦中で俺に気づく人が少ない中、後方に下がろうとする次のプレイヤーを狙い撃うつ。

　そのプレイヤーはこちらが撃ってきたことに気づいたが、声を上げる前に２射目の矢を受けて倒れた。

　１人ずつ丁てい寧ねいに急所を狙って大おお幅はばに持ち点を減らし、味方プレイヤーへの援えん護ご射しや撃げきで相手の大技を中断させる。

「森の中から狙そ撃げきされているぞ！　全員、少しずつ後退しろ！」

　流石さすがに５人ほど脱落したところでミカヅチが異常に気がついたのか、森側からの攻撃に警けい戒かいを強める。

　ミカヅチたちのグループはその指示に忠実に従い、少しずつ後退する中、こちらはクロードが追つい撃げきを止やめさせる。

　現在のＧＶＧの状じよう況きようはというと──

　俺たちのグループが持ち点──１４２点。

　ミカヅチのグループが持ち点──１１９点。

　残り時間10分を切り、相手陣じん地ち占せん領りようの勝利条件は互いに満たせず、相手グループ全ぜん滅めつまでの時間は互いにない。

　そして、残りの持ち点は、俺たちの方が優勢であり下手にリスクを負う必要はない。

　だから、クロードも下手な追撃はせずに、このまま時間切れを狙うようだ。

「ふむ。ここで負けを認め──いや、いかん！　全員、ミカヅチたちを攻撃しろ！　回復の隙すきを与えるな！」

「気づいてももう遅おそい！　全員、ポーションを使え！」

　ミカヅチの指示に、残っているプレイヤーたちが支給ポーションを取り出して使おうとする。

　最後のギリギリまで不利と見せかけて、温存していた支給ポーションで一気に持ち点を回復させて逆転する。

　残り１分を切っての行動に反応できるものは少なかった。

「──《ゾーン・ボム》！」

　だが、俺は、そのときを狙っていた。

　森に隠れ、少しずつ相手を削り、最後まで油断せずに戦況を【空の目】で見つめ続けた。

　俺がセイ姉ぇに支給ポーションの使用を邪じや魔まされた時から、この可能性を考えていた。

　そして、その予感が当たり、相手グループのプレイヤーが取り出した支給ポーションを起点に無数の《ボム》が爆ばく発はつする。

「──なっ!?」

　全すべての回復を阻はばむことはできなかったが、座標爆破で僅わずかばかりのダメージを与えることができた。

　そして、ブザー音が鳴ると共にＧＶＧが終しゆう了りようし、結果が表示される。





【残り持ち点：１４２vs１３９──勝者：クロードグループ】






　両グループ、僅かな沈ちん黙もくが流れた後──俺たち側のプレイヤーが勝利の雄お叫たけびを上げる。

　その中には俺の声も混じっており、俺は隠れていた森の中から飛び出し、近くの味方とハイタッチを交かわす。

「ミュウ！」

「ユンお姉ちゃん！」

「やった！　俺たちやったんだ！」

「うん、ミカヅチさんとセイお姉ちゃんたちに勝った！　勝ったよ！」

　そして、ＧＶＧのフィールドから強制転移してギルド【ヤオヨロズ】のギルドホームに戻もどるまで、互いに喜び合い続けた。







　　　四章　地図作りと地下渓谷







　ＧＶＧギルド・バーサス・ギルドの勝負が決着し、全プレイヤーが【ヤオヨロズ】のギルドホームに強制転移された後、そのまま宴えん会かいに突とつ入にゆうした。

　１時間のＧＶＧの試合を観戦していたプレイヤーたちは、俺たちの対戦動画のリプレイを何度も確かく認にんして、自分たちの戦術、戦略を確立させようと話し合っている。

　また、次の試合のためのグループメンバー集めなどの呼び掛かけがされる他ほか、勝者は大いに喜び合い、敗者は仲間内で反省し合って、次に生かすために絆きずなを深めていった。

　グループメンバー集めでは、戦闘職と生産職のどちらかが重視される、という状況にはなっていないようだ。

　まだ、手て探さぐり状態であるために、試ためしにグループに生産職を加えたり、色んな種類の生産センス持ちたちを入れてみたり、特定の生産センス持ちを複数人入れてみたり……といった感じで試行錯さく誤ごしているように感じる。

　とりあえず、当初の目的であるＧＶＧでの生産職としての指針は見せることができただろう。

「ふぅ、疲つかれた。もう、二度とやりたくない」

「私も暗殺者のユンちゃんとは当たりたくないわ。味方だったら心強いけど」

「セイ姉ねぇ、俺は生産職。暗殺者じゃないって」

　一言セイ姉ぇに訂てい正せいを求めるが、微笑みを浮うかべるだけでスルーされてしまう。

　ＧＶＧを終えて、俺とセイ姉ぇは共に並んで、宴会場と化した【ヤオヨロズ】のギルドホームの端はしでのんびりと過ごす。

　俺とセイ姉ぇとの戦闘を見ていたのか、観戦していたプレイヤーたちに声を掛けられ、それに対して愛あい想そ笑いを浮かべる中、知り合いが近づいてくる。

「ユンくんとセイさん、お疲れ様。いい勝負だったね」

　パートナーの魔氷狼フエンリルのリクールとカラクリ魔ま導どう人にん形ぎようのルフを連れてマギさんがやってきた。

「マギさん、ありがとうございます。でも、慣れないことして疲れました」

　そう言って、力なく笑う俺にマギさんが微び苦く笑しようを浮かべる。

　そして、セイ姉ぇは、そんなマギさんの隣となりに立つカラクリ魔導人形のルフに興味を惹ひかれたようだ。

「マギちゃん。その子が噂うわさのカラクリ魔導人形？　可愛かわいい子ね」

『初めまして、ユン様のお姉様。私は、マスターの忠実な使用人で名前をルフと言います』

　メイドロボらしく深く頭を下げると、ルフの首筋に差し込まれたネジ巻きが見え、プレイヤーやＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターとは別の存在であることを強調する。

　そして、顔を上げたルフは、無表情ながらどことなく主あるじのマギさんを自じ慢まんするように胸を張っている。

「うちのギルドの子たちの間でも話題になってたけど、マギちゃん、【カラクリ魔導人形】を作れないかな？　この子、可愛いわ」

「うーん。前提となるアイテムについて聞きます？」

「詳くわしい話を聞かせて欲しいわ」

【カラクリ魔導人形】に興味を示すセイ姉ぇは、マギさんに対面に座ることを勧すすめ、話を聞き始める。

　俺は、黙だまってセイ姉ぇとマギさんのやり取りに耳を傾かたむけながら、ＧＶＧ後の疲れと宴会の雑多な音に身を任せて、肩かたの力を抜ぬいている。

「それでセイさんは、【カラクリ魔導人形】をどういう用よう途とで使うつもりです？　戦闘用？　給仕用？　それとも観賞用？」

「えっと……観賞用かしら」

　小首を傾かしげて、困ったような笑えみを浮かべるセイ姉ぇ。

　ＯＳＯ最大手のギルド【ヤオヨロズ】のサブマスが求めるものだから、ギルドホームを管理する給仕用の【カラクリ魔導人形】かと思っていたら、まさかの観賞用とは。

「うちのギルドの生産職たちが、マギちゃんのルフを見て、着せ替かえしたい、着き飾かざらせたい、って思っているみたいで……」

　実際に【裁さい縫ほう】系の生産職たちは、宴会の騒さわがしい雰ふん囲い気きを利用してノリと勢いで他のプレイヤーたちを口車に乗せて自分たちの作った装備を試着してもらい、ファッションショーのようなことが始まっている。

　今も【ヤオヨロズ】でＧＶＧを観戦していたミュウパーティーのメンバーがミュウと周囲の勢いに乗せられて、可愛い服やコスプレ的な装備を着て、歩いている。

「ほら、あんな感じで着てくれるモデルが欲ほしいみたい」

「なるほどねぇ。まぁ、ルフは貸し出せませんけど、作るのを手伝うのは、構いませんよ。ただ、修理するには、素材以外にも【鍛か冶じ】や【細工】センスが必要になりますよ」

「そっちは、技術的に興味のある子もいるから問題ないわ」

　そうして話はまとまり、マギさんが【カラクリ魔導人形】に関する情報を提供する代わりに、セイ姉ぇがレア鉱石を採さい掘くつできるエリアでの護衛を引き受ける。

　そして──

「ユンちゃんもルフの修理に関かかわっているのよね。手伝ってくれると嬉うれしいかな？」

　セイ姉ぇは、隣で黙って座っている俺に話を振ふる。

「えっと……確かに関わったけど、俺がいなくても大だい丈じよう夫ぶだろ」

「【カラクリ魔導人形】のパーツ集めがあるでしょ？　多分、私が集めると、時間が掛かると思うわ。……主に、ドロップ運の悪さで」

　そう寂さびしそうに呟つぶやくセイ姉ぇ。

　セイ姉ぇは、ゲームのアイテム運やドロップ運が悪い。いわゆる──【物ぶつ欲よくセンサー】というものを持っているらしい。

　結局は、確率の範はん囲い内での運の悪さなのだが、それでも今までのジンクスなのか、出現率の少ないアイテムを集めるということに消極的な様子だ。

「まぁ、物欲センサーを気にしてるなら分かった。手伝うよ」

「ユンちゃん、ありがとう！　ギルドの方でも採掘を手伝えるプレイヤーを用意するし、手に入ったパーツ毎ごとにお代を払はらうわ」

「まぁ、それならいいかな？　荒こう野や方面の探たん索さくもまだ十分じゃないし」

　頼たのまれた内容が得意なアイテムの採取と採掘であるために素す直なおに引き受ける。

　そうして、【カラクリ魔導人形】の話をしながら、宴会の端はじっこで過ごしていた俺とセイ姉ぇとマギさんだが、夜が更ふける前に未成年に近いプレイヤーたちは、少しずつログアウトしていく。




　そして、後日──

「よぉ、嬢じようちゃん。今日はよろしく頼むな！」

「確か【採取】と【採掘】ができるプレイヤーって話だろ」

「だけど、荒野エリアに行くんだろ？　なら護衛も必要だろ」

　ギルド【ヤオヨロズ】から来るプレイヤーを待っていた俺の元に、ミカヅチを先頭に、刀かたな鍛か冶じのオトナシと彫ちよう金きん師しのラングレイがやってきた。

「荒野エリアのＭＯＢなら単独でも倒たおせるし、今回はパーティーリーダーの嬢ちゃんに従うさ」

　そう言うミカヅチの言葉の後、後ろに立つ生産職２人を見れば、眠ねむたげな目で平気と答えるオトナシと困ったように頷うなずいているラングレイ。

　ダンジョン【鬼き人じんの別べつ荘そう】のボスＭＯＢでの連戦レベリングやアリーナへの挑ちよう戦せんのように、荒野エリアのＭＯＢでのレベリングやハードな戦せん闘とうに巻き込まれないなら大丈夫か、とも思う。

「じゃあ、ミカヅチたち、今日はよろしく頼む」

「こちらこそ、案内よろしくな。嬢ちゃん」

「よろしくー」

「俺とオトナシは荒野エリアに初挑戦だから、よろしくな」

　そう言って、互たがいに挨あい拶さつを交わす。

　なんだか、野の良らパーティーで組んでいるような雰囲気だなぁ、という感想を抱いだく。

「それじゃあ、荒野まで【採取】と【採掘】に行くか」

　俺の一言に窓辺で日向ひなたぼっこしていたリゥイが立ち上がり、ザクロが定位置の俺のフードの中に入り込んでくる。

　俺は、３人を【アトリエール】の工こう房ぼう部に誘ゆう導どうし、設置してあるミニ・ポータルで迷めい宮きゆう街がいに転移して、そこから南側に位置する荒野エリアを目指す。

「目当ての【カラクリ魔導人形】のパーツが手に入るのは、遺い跡せきオブジェクトの中の採掘ポイントだけだから、そこを目指すか」

　そう言うと、オトナシとラングレイが無言でそれぞれスコップとピッケルを取り出し、やる気を見せる。

　まだ必要ではないが、そのやる気に苦笑いを浮かべつつ、俺はミカヅチたちと荒野での行動について相談する。

「戦闘は極力回かい避ひしつつでいいか？　全員が騎き乗じよう可能な使し役えきＭＯＢを持ってれば、駆かけ足で回れるんだけど……」

「その辺は仕方がないさ。嬢ちゃんは索さく敵てきを重視してくれれば、多少の敵は私が倒す」

　そう言って、六角棍こんで肩を叩たたきながら答えるミカヅチ。

　俺は、ミカヅチの言葉を信じ、荒野エリアに侵しん入にゆうしていく。

　赤茶けた植物の少ない大地では、地中や地上、上空から敵が襲おそってくる。

　以前訪おとずれた時は、それらを事前に察知して戦闘の主導権を取って戦ったが──

「──でりゃぁぁっ！」

　ミカヅチが大上段から六角棍を振るい、地面に叩き付ければ、その衝しよう撃げきで地中に隠かくれた【ハリワナモグラ】が慌あわてて飛び出し、ミカヅチに殴なぐり倒され──

「甘い！　はっ！」

　頭上から襲ってきたソニック・コンドルが突とつ撃げきと共に纏まとう風の障しよう壁へきをカウンター気味に放つ突つきと共に中心を穿うがち、破は壊かいしてその身を地面に叩き付ける。

「遅おそい、遅いぞ！　飛びかかる連れん携けいが遅すぎるぞ！」

　前回俺たちが極力避さけた、荒野エリアを徘はい徊かいする【スカベンジ・ハイエナ】の群れを一いつ蹴しゆうする。

　終しまいには──

「こいつは、１人じゃ厳しいな。嬢ちゃん！　全力支し援えんして隠れてな！」

「嬢ちゃん言うな！　全く、逃にげても追いつかれるんだから分かってるよ！　《付加》──アタック、ディフェンス、スピード！　《属性付加エレメント・エンチヤント》──ウェポン！」

　ミカヅチに三重エンチャントを施ほどこし、更さらに風の属性石を砕くだきミカヅチの六角棍に風属性のエンチャントを付ふ与よする。

「こいつと１対１は、中々ねぇんだ！　楽しませろよ！」

『──ＫＵＵＵＵＵＲＲＲＲＲＡＡＡＡＡＡ！』

　プレイヤーの何十倍もの大きさの大型ＭＯＢであるロック・スコルピオンの振り回す鋏はさみを搔かい潜くぐり、ミカヅチが殴りかかる。

　俺は、オトナシとラングレイと共に近くの大岩の陰かげに隠れて、楽しそうにロック・スコルピオンの甲こう殻かくに覆おおわれた足を叩き折り、岩の張り付いた甲殻を六角棍で殴って破壊するミカヅチを見つめる。

「ミカヅチ……前にも増して強くなってない？」

「まぁ、ミカヅチさんだからね」

「俺らの理解の範はん疇ちゆうにいるような人じゃねぇから」

　ミカヅチ１人がロック・スコルピオンのヘイトを集めているために、俺たちは基本安全だ。

　だが、時折ロック・スコルピオンの掲かかげる尻しつ尾ぽの先から飛ばされる毒液の流れ弾だまに当たらないように岩陰に隠れ、戦闘に引きつけられてきた他ほかのＭＯＢに見つからないように防具の【認にん識しき妨ぼう害がい】の効果やリゥイの幻げん術じゆつでやり過ごす。

　そして、10分が経たち、ミカヅチに殴り倒されたロック・スコルピオンが光の粒りゆう子しとなって消える。

「なんだ、嬢ちゃんのサポート込こみだと強ＭＯＢ程度の強さか」

「そんな評価を下せるのは、ミカヅチさんだけ」

「だな。それよりさっさとユンの言う遺跡オブジェクトに向かおうぜ」

　もう慣れているのか、オトナシとラングレイは、気にせずに先に進もうとする。

「ほんと、何なんだよ。もう……」

　俺としては、以前必死に逃げ回った敵を真っ正面から戦って倒しているミカヅチの姿を見て混乱している。

　そして、ミカヅチの無む双そうにより比ひ較かく的てき安全に荒野を進み、一つ目の遺跡オブジェクトに辿たどり着く。

「それじゃあ、この中の採掘ポイントからガラクタアイテムを探すか。それを鑑かん定ていすれば、【カラクリ魔ま導どう人にん形ぎよう】のパーツが手に入る可能性があるから」

「わかった。それじゃあ、ちゃっちゃと集めるよ」

「あー、【鑑定】の必要があるのか。なら、鑑定ができる生産職をもう１人連れてくればよかったな」

　そう言いながら、手分けしてセーフティーエリアである遺跡オブジェクトの中を探索に向かうオトナシとラングレイ。

　２人に協力して【カラクリ魔導人形】のパーツ探しを手伝う前に、俺にはやりたいことがあった。

「嬢ちゃん、どこに行くんだ？」

「ちょっと荒野エリアを把は握あくするんだ。次の遺跡オブジェクトの方向とかの確認」

「面おも白しろそうだ。私も付き合う」

　そう言って、斜ななめに傾かしぐ遺跡オブジェクトの階段を上り、建物の上へと登っていく。

　リゥイは階段を登るのが大変なためにその場で待っていてもらうが、ザクロはフードの中に入ったまま付いてくる。

　窓まど枠わくだけの窓から砂が入り込み、ジャリジャリと音がする階段を上っていき、建物の屋上に出る。

　だいたい高さ10メートルくらいだろうか。リーリーの建てた櫓やぐらほど高くはないが、それでも遮しや蔽へい物の少ない荒野エリアなら広こう範はん囲いで見み渡わたせる。

「ここで嬢ちゃんは何をするんだ？」

「荒野エリアのマップ作りだよ。場合によっては、何度も遺跡オブジェクトを巡るかも知れないだろ？」

　そう言って、俺はマッピング用の紙を取り出し、そこに【空の目】で視認できる範囲の目印を描かき込む。

　採掘ポイントの大岩、セーフティーエリアの緑地、群れをなして決まったルートを巡じゆん回かいする【スカベンジ・ハイエナ】の移動ルートなどを記き載さいする。

「ほんと、そのマッピングの正確性と作り上げる根気は、一種の才能だよな」

「まぁ、半分趣しゆ味みみたいなもんだけどな。それに【荒野エリア】って浅い部分しか探索してないんだよな」

　前にマギさんたちと来た時は、ロック・スコルピオンに追い立てられたりしたので荒野エリアの奥地までは進めていない。

　それに【カラクリ魔導人形】のパーツを集める作業だって、何日も掛かけて荒野エリアの浅い部分にある遺跡オブジェクトに通い詰つめたり、ミュウが荒野の他の場所で見つけたパーツを買い取ったりして揃そろえた。

「確かに、あれば便利だな。この荒野のその先のエリアに行く時に役立ちそうだ」

「まだエリアの浅い部分しかできてないから気が早いって」

「だけど、荒野エリアのマップを作るんだろ？　なら、パーツ集めのついでに作るの手伝うぞ」

　俺は、ミカヅチの言葉に苦笑いを浮うかべながら、オトナシとラングレイの意見も聞くために遺跡オブジェクトの中に戻もどり、【ガラクタ】発はつ掘くつの手伝いをした。




　　　　●




「ん。いいんじゃないの？　マップあれば便利だよね」

「どうせ、パーツ集めは俺とオトナシの２人がいれば十分だから、ユンはミカヅチさんとマップ作ればいいんじゃね？」

　意外とあっさり荒こう野やエリアのマップ作りを了りよう承しようしたオトナシとラングレイ。

　既すでに掘ほり出した【ガラクタ】をインベントリに仕し舞まい終えて、次の遺跡オブジェクトに向かう準備はできているようだ。

「えっ、いいの？　でも、パーツ探しとは関係ないし、こういう場合って護衛されているからお金とか」

「別にミカヅチさんは気にしないんじゃないか？　まぁ、気になるなら完成したマップを複製して何枚かミカヅチさんに渡わたせばいいんじゃないか？」

「そんなことでいいなら──お願いします」

　俺が改めて頭を下げると、堅かたい堅いと苦笑いを浮かべて、ひらひらと手を振ふるラングレイ。

　ミカヅチは、俺たちが安全に進めるように先行して敵ＭＯＢを蹴け散ちらしている。

　そして俺たちは、歩きながら途と中ちゆうにある採さい掘くつポイントで鉱石や化石を集め、セーフティーエリアの緑地で休み、少しずつマップを作っていく。

「よし、ここが最後の遺い跡せきオブジェクトか？」

「そうみたいだな。それじゃあ、俺とミカヅチはまたマップを埋うめるから、オトナシとラングレイはパーツ集めよろしくね」

　２人に後を任せて、俺とミカヅチはさきほどと同様に遺跡オブジェクトの上部に登る。

「ここからなら荒野エリアの切れ目が見れるな」

　俺はそう呟つぶやき、周囲の目印となるオブジェクトをマップに描き込み、南の方向に目を向ける。

　南側へと進むと赤茶けた荒野の大地が少しずつ黄色に変わり、砂さ漠ばくエリアになっていた。

「あれがこのエリアのボスだな。初めて見た」

　そして、ミカヅチが呟くのは、荒野と砂漠の境界線手前にいるボスＭＯＢだ。

　胴どう体たいは蛇へびのように長く、尻尾を持ち、上半身は、プレイヤーなど丸まる吞のみしそうな大きなトカゲの頭部を持つ大型ＭＯＢが、２つのエリアの境界線越えを妨害するように横たわっている。

　その蛇とトカゲの混合生物は、トカゲの上半身を起こし、蛇の下半身をくねらせて動き回っている。

　姿は捕ほ捉そくできるが、遠すぎてＭＯＢの名前までは確認できない。

「きゅっ!?」

　ザクロも蛇トカゲの姿を見たのか、驚おどろきの鳴き声を上げて、２本の尻尾を俺の首にきつく巻き付けてくる。

「あー、戦いたいなぁ。あの蛇トカゲと」

「あんなデカいのどうやって倒たおすんだよ……」

　動く度たびに砂すな煙けむりが舞まい、移動に巻き込まれただけでも軽く死に戻りしそうなボスとなんて、積極的に戦いたいとは思えない。

　そんな俺の言葉にミカヅチは、うーんと唸うなるように声を上げて考える。

「その辺は、何度も挑いどんで検証して突とつ破ぱできるように頑張るしかないんじゃないか？　それより考えるべきは、荒野エリアを抜ぬけた先の砂漠エリアだな」

「そうだな。砂漠は暑そうだし、夜は寒そうだから色々準備が必要かもな」

　ここからでも暑さで砂漠の景色が揺ゆらいでいるのが見える。

　昼間には耐たい熱ねつ装備、夜間には耐たい寒かん装備と使い分ける必要があるだろうから、ボスの蛇トカゲを倒した後もすぐに突とつ入にゆうするのは難しそうだ。

「まぁ、マップも作り終えたし、オトナシとラングレイが【ガラクタ】を集め終わったら街に戻るか」

　そう言って、先に遺跡の屋上から降りていくミカヅチ。

　俺もその後に従い降りていくが、顎あごに手を当てて、手元のマップを見続ける。

「なんだ？　どうしたんだ、嬢じようちゃん？」

「うん。ちょっと気になったことがあるんだ。後で話すよ」

　そう言って、一度マップを仕舞ってから下に降りると、遺跡オブジェクトの内部で発掘していたオトナシとラングレイも戻ってきた。

「ガラクタ集まったけど、そっちはどう？」

「こっちは、嬢ちゃんがマップを完成させたけど、何か気になるようなんだ」

　オトナシが声を掛けてきたので、ミカヅチが俺の代わりに答える。

　俺は、完成したマップを全員が見えるように広げる。

「おっ、これが完成したマップか。それでここが化石の出る採掘ポイントか。化石のボーンアクセサリー作りにまた来るかな」

　マップを覗のぞき込むラングレイの彫ちよう金きん師しとしての呟きに苦笑いを浮かべながら、俺は自分の気がついたことを話す。

「マップを作ってて思ったんだけど、荒野の緑地セーフティーエリアって独特な形をしているんだ」

「独特……まぁ、そうだな。円形とは違ちがうよな。スライム？」

「正確に言えば、雫しずく形だね」

　ミカヅチとオトナシが頷うなずく中、俺は、セーフティーエリアの形状の気づきを自分で確かく認にんするように口に出す。

「あと、数少ないオアシスの泉も同じように雫形になっていて、雫の先せん端たん方向で水が地中に消えている。その先端を伸のばしていくと──」

　完成したマップに雫形のセーフティーエリアとオアシスの先端の延長上に線を引く。

　すると、幾いくつかの線が混じり合い、更さらにその交差点が一直線上に並んでいる。

「なんだ？　この北西から南東に掛けて走るラインは？」

「荒野エリアの水が流れ込む先……かな？」

　俺が自信なく答えると、ミカヅチが興味深そうに地図を見ている。

「面白い可能性だな。それに奥地から帰るなら、このライン上を探してもいいかもしれないな」

　ミカヅチは、地図のラインを指先でなぞりながら、オトナシとラングレイに訊きく。

　そして、２人も微笑を浮かべて頷く。

「やりたいことは全部終わったし、そのくらい付き合うよ」

「だな。帰り道を探すだけならタダだ。それにもし地下って奴やつが存在してそこにポータルがあれば、楽に帰れるかもしれねぇしな」

　ミカヅチたちの了承を得て、迷めい宮きゆう街がいに戻る途中、地図上のラインの端はしに辿たどり着いた。

「とは言っても、ホントにこの真下に地下ってのがあるのか？」

「マップを見てなんとなく意味深に思っただけで、ない……かもしれない」

　俺は、ただの予想、いや、希望くらいな気持ちで答える。

　そんな中、リゥイが耳をしきりに動かして何かを感じ取ろうとし、ザクロがフードから顔を出して鼻先をスンスンと動かす。

「……あっ、リゥイ、ザクロ、どうした!?」

「人間じゃ分からないものも動物なら感じ取れる、ってやつか？」

　そう言って、フードから抜け出して、先行して進むリゥイとザクロの後に付いていき、ある一点で足を止める。

「リゥイ、ザクロ、ここなのか？」

「きゅぅ～」

　自信満々に鼻を鳴らすリゥイとその場でクルクルと回るザクロ。

　俺がリゥイたちの導いた範はん囲いに焦しよう点てんを絞しぼり、【看かん破ぱ】のセンスを使えば、反応があった。

「この周囲だ。でも、どこに入り口があるんだ？」

　目印となるオブジェクトもなく、ただの平地に薄うつすらと反応があるだけだ。

　そんな中、ラングレイがしゃがみ込み、地面に耳を当てる。

「ミカヅチさん。この辺の地面を軽く叩たたいてくれ」

「了りよう解かい、っと。こんな感じでいいか？」

　六角棍こんで杖つえを突つくように、地面を叩く。

「音が反はん響きようするな。この下に空くう洞どうがあるのは間ま違ちがいないな」

「荒野の細かい土が積もってるけど、これ建物の一部。たぶん、遺跡オブジェクトと同じものだ」

　ラングレイに続き、オトナシが地面の土を素す手でで払はらうと、確かに遺跡オブジェクトの建材に似た質感の地面が現れる。

　今日一日で幾つも遺跡オブジェクトを訪おとずれて、内部から観察していたオトナシは、すぐにこの埋まい没ぼつしたものの正体に気がついたようだ。

　そして──

「遺跡オブジェクト……それならここが屋上だとすると、この辺に……」

　何度も屋上から荒野を見下ろした俺は、屋上に出るための階段の位置に当たりを付ける。

　そして、堆たい積せきした土を払いのけて、赤あか錆さびの浮ういた鉄てつ扉ぴを見つけた。

「よし、ここが入り口だ！　ふっ──あ、開かない！」

　鉄扉にある把とつ手てを摑つかみ、引っ張って開けようとするが、長い年月で錆さび付いているのか、分厚く重いためかビクともしない。

「ＡＴＫのステータスが一定以上じゃないと開かないのかな？」

「よし、俺たちも手伝うか」

　錆び付いた鉄扉を見てオトナシが開閉の条件を予想し、ラングレイが鉄扉の把手を摑み、開けるのを手伝ってくれる。

　その際、俺の服の端をリゥイも咥くわえて引っ張り、ザクロは少し離はなれた場所で応おう援えんするように後ろ足で立ち、二本の尻しつ尾ぽと前足を振ってくる。

　全然戦力になってないけど、可愛かわいいなぁ、と思い逆に力が抜ける。

「ちょっと退どきな。私がやる」

　そんな俺たちの様子を見て、ミカヅチが声を掛かけてくる。

「ミカヅチ？」

　俺たちは、把手から手を離してミカヅチに鉄扉の前を譲ゆずる。

　ミカヅチは、鉄扉の枠わく組ぐみを確かめるためにしゃがみ込む。

　俺たちが摑んでいた把手とは別に、手を差し込めそうなほどの隙すき間まを見つけ、その隙間が鉄扉の内側と繫つながっていることを確認するミカヅチ。

　そして、その隙間に六角棍を差し込み──

「よっと──」

　六角棍の端を摑んで体重を掛け、梃て子この原理を利用して錆び付いた鉄扉をこじ開ける。

「「「おおっ、流石さすが、ミカヅチ（さん）」」」

　その光景を見ていた俺たちが感かん嘆たんの声を上げ、ミカヅチを褒ほめ称たたえる。

「これで中に入れるだろ？　どうする？　私が先に行くか？」

「いや、俺が先に行くよ。【空の目】の暗視もあるし。ザクロ、頼たのめるか？」

「きゅっ！」

　俺が呼び掛けると、ザクロは定位置のフードの中に駆かけ上がり、光源となる狐きつ火ねびを生み出して地下に埋没する遺跡内部を明るく照らす。

「なら斥せつ候こう役は任せる。全員光源を持て！　前衛はラングレイ。後衛はオトナシ。前後に対応できる私が中衛に入る」

「「了解！」」

　ミカヅチたちも暗いエリアなどを訪れることがあるのか、個々に光源となるランタンを取り出し、ミカヅチの指示で役割がすぐに決まる。

　荒こう野やエリアでの【カラクリ魔ま導どう人にん形ぎよう】のパーツ探しでは俺がパーティーリーダーとして指揮を執とり、ミカヅチが自由に戦せん闘とうをしていたが、いつの間にかミカヅチと役割を交代していた。

「それじゃあ、先行するぞ」

　俺は、【空の目】の暗視性能とザクロの狐火を頼たよりに、埋没した遺い跡せきオブジェクトの中に入っていく。

　荒野の乾かん燥そうした空気とは違い、埋没した遺跡内は、どこか湿しめっぽく肌はだ寒ざむい風が流れている。

「ううっ、寒っ！　って【寒冷ダメージ】を受けてるじゃん！」

　俺は、メニューを開き、防具から冬服仕様のオーカー・クリエイターに切り替かえ、寒冷対策を講じるが、後ろにいるミカヅチたちはそこまで準備していなかったようだ。

「おっ、マジか？　そこまで用意してないぞ」

　薄うす着ぎのミカヅチとオトナシ、上半身裸にジャケットのラングレイは、寒さに表情が引き攣つっている。

「なら、ホットドリンクを渡わたすからそれを飲んでくれ。そしたら多少はマシになるはず」

　一時的に【寒冷耐たい性せい】を付ふ与よするホットドリンク入りの水すい筒とうを近くにいるラングレイに渡し、３人が固まって飲み始める。

　その間に埋没した遺跡オブジェクトを降りつつ、階段下を覗き込むが、暗くてよく見えない。

「助かった。ＯＳＯのエリア全域であった【寒冷ダメージ】がなくなったから油断してた」

「別に気にしなくていいよ。それより下に降りるぞ」

　俺は、敵ＭＯＢやトラップの反応がないために、どんどんと下に降りていく。

「おー、こんなところにも採さい掘くつポイントが。僕とラングレイで【ガラクタ】探していい？」

「なら他ほかに何かないか、私たちが探す」

　遺跡の発はつ掘くつをオトナシとラングレイに任せて、俺とミカヅチが遺跡内部を壁かべ伝づたいに調査する。

「壁が湿ってるってことは、やっぱり水がある、ってことか」

　ミカヅチは、湿り、苔こけ生むした壁に触ふれながら呟つぶやく。そして、途と中ちゆうで壁が崩くずれている場所に行き当たる。

「嬢ちゃん。方向は？」

「えっと、ちょうど、水の流れ込むラインの方に向いているな」

　方角的に言えば、遺跡オブジェクトの北西の壁が崩れており、そこから湿った風が流れ込んでくる。

「どうする？　オトナシとラングレイを待つか？」

「いや、先に覗のぞいておくか」

　そう言って、俺とミカヅチが並んで崩れた壁へと近づき、下り坂になっている穴の先を覗き込む。

　そして、そこで見たものは──地下渓けい谷こくだった。

「ははっ……まさかこんな場所を見つけるなんてな」

「俺も、ここまで凄すごいものがあるとは思わなかった」

　俺もミカヅチも乾かわいた笑いを浮かべながら地下渓谷を見み渡わたす。

　暗い地下渓谷は、Ｖ字の谷間につづら折れの崖がけ道みちができている。

　また、左右の岩がん壁ぺきに橋はし渡わたしをするように、石道が何本も延びているのが見られた。

　そして、そうした地下渓谷の中を飛び交かう蝙こう蝠もり型の敵ＭＯＢや崖道を歩く敵ＭＯＢを見つける。

　なにより下を覗き込めば、【空の目】の暗視でも底が見えない暗くら闇やみがあった。

「……ひぃ」

「きゅぅ～」

　俺とザクロは情けない声を上げ、リゥイも自然と崖道から距きよ離りを取る。

「おい、嬢じようちゃん。しっかりしろ」

「こ、ここって……危なくないか？」

「まぁ、落ちたらほぼ即そく死しだよな。あとこの下が奈な落らくの底なら【蘇そ生せい薬】でも復活できないかもな」

　そう言って、ミカヅチも地下渓谷の下を覗き込む。

「大だい丈じよう夫ぶだ。グランド・ロックの登頂の時だって高いところから落ちたりしたんだ。それに崖道もあるんだ。途中で止まる。大丈夫だ」

　自己暗示するように大丈夫と繰くり返す俺は、両手で頰ほおを叩いて気合いを入れる。

　ちょっと怖こわいけど、前までの俺より成長しているはずだ。
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「こっちの【ガラクタ】は採掘したぞ……ってなんだここは!?」

　遺跡オブジェクトでガラクタ集めを終えたオトナシとラングレイが俺たちに追いついてきた。

　地下渓谷の光景に萎い縮しゆくしていた俺がラングレイの言葉に振ふり返ると、隣となりを歩いていたオトナシは、普ふ段だんの眠ねむたげな目を見開き、その光景に圧あつ倒とうされていた。

「ここが、荒野の水が流れ込む場所か……」

　そう呟き、地下渓谷の谷間を覗き込むオトナシの行動にハラハラしつつ、ミカヅチとラングレイが話し合いを始める。

「時間もあるけど、攻こう略りやくはどうする？」

「俺は、どっちでもいいな。ただ、途中で採掘ポイントを見つけたら、掘ほらせて欲しい。こういう場所には得てして新しい鉱石だったり稀き少しよう素材とか出やすいから」

　そう言って、この地下渓谷を進む算段を付けるミカヅチとラングレイ。

　その会話を聞き、地下渓谷を恐おそれていた俺の好こう奇き心しんが疼うずく。

「新しい鉱石……」

「稀少な素材……」

　その言葉に、俺や谷間の底を覗いていたオトナシが顔を上げて、ごくりと生なま唾つばを飲み込む。

　もしそうした生産素材があれば、作れるアイテムの種類が増え、生産センスのレベル上げが捗はかどるかも知れない。

　そんな想像を膨ふくらませる俺たちを見て、ミカヅチとラングレイは苦笑いを浮かべている。

「２人も進む気のようだな。最初は腰が引けてたのに、根っからの生産職ってことだな」

「ううっ、確かに、現金な奴やつって思うかも知れないけど……仕方がないだろ」

「責めてないさ！　ははっ、可愛い奴らだなぁ！」

　俺が気き恥はずかしさから開き直る発言をすると、オトナシと共にミカヅチに頭を乱暴に撫なでられる。

　ただその撫で方が雑で揺ゆらすように撫でるために、俺もオトナシも嫌いやがるようにその手から逃にげる。

「全く、子ども扱あつかいするな」

「撫で方がなってない」

　そう言って、抗こう議ぎする俺とオトナシ。

　そんな俺たちの反応を一ひと頻しきり楽しんだミカヅチが、いざ地下渓谷を進もうとすると、隣にいるリゥイが俺の服の裾すそを咥えて引っ張ってくる。

「あ、ああ、この場所だとリゥイは危ないか。──《送そう還かん》！」

　地下渓谷の崖道は狭せまく、リゥイが歩くには危ないので召しよう喚かん石に戻もどす。

「ザクロはどうする？　って聞くまでもないか」

「きゅぅ～」

　地下渓谷を照らすための狐火を生み出しているザクロは、召喚石に戻ることを拒こばむように俺に尻しつ尾ぽを巻き付けてくる。

　成せい獣じゆう化して手伝える機会が増えたリゥイと違ちがい、あまり活かつ躍やくする機会がないザクロだから、ここぞとばかりに張り切っているようだ。

「でも、ザクロはまだ幼よう獣じゆうだし戦う能力低いから安全第一だぞ」

「きゅっ！」

「ははっ、ほんと幼獣に好かれてるよな。【保母さん】ってのも納なつ得とくだ」

　久々にミカヅチに二つ名を言われて顔を顰しかめるが、気にせずに先頭に立つ。

「この崖道は狭いからな。二列に並んで進むとしようか」

　そう言って、【空の目】とザクロの狐火を頼りに俺とミカヅチが先に立ち、その後ろからオトナシとラングレイも並んで進む。

　ミカヅチとラングレイが崖側を歩き、比ひ較かく的てき安全な壁側を俺とオトナシが調べながら進む。

「嬢ちゃん、止まれ」

「えっ？」

　ぽん、とミカヅチに肩かたに手を置かれて足を止めると、俺の【看かん破ぱ】のセンスが反応するより先に、反対側の岩壁から何かが発射された。

「岩壁を背にしろ！」

　ミカヅチの言葉に従い、岩壁を背にすると、渓谷の向かい側から次々と放たれる攻こう撃げきを、ミカヅチの六角棍こんとラングレイの拳こぶしが弾はじいていく。

「これは、石いし礫つぶてか」

　ひゅっと風を切る音と共に対岸から放たれる石礫。今すぐにでもその発生源を潰つぶしたいが、地下渓谷の谷間が邪じや魔まして直接そこには行けない。

「遠えん距きよ離り攻撃のできる嬢ちゃんとオトナシが仕留めろ！」

「分かった。──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

「──《針しん撃げき乱らん舞ぶ》！」

　俺は、対岸の発生地点に向けて、強きよう烈れつな矢を放ち、続くオトナシは、両指に挟はさんだ苦く無ないを六本投とう擲てきし、それが向かい側の岩壁に突つき刺ささる。

　すると、最後まで姿を現さないままＨＰを失ったのか、光の粒りゆう子しとなって消える敵ＭＯＢ。

「なんだったんだ？　いまの？」

「戦せん闘とうログやドロップアイテムで確かく認にんすればいいんじゃないか？」

　そう言うミカヅチの言葉に俺は、早さつ速そくメニューを確認する。

「えっと、ランドスクイド……ってことは陸上イカ？」

　そしてドロップアイテムを確認すれば、メニューのアイコンに表示されたのは茶色いイカだ。

「ほぉ、食用アイテムの【陸イカの触しよく腕わん】と【陸イカの内臓】か。今度、そいつのゲソで一いつ杯ぱいやるか」

　イカの足と内臓……食べるとなると、普ふ通つうに焼くのと塩しお辛からにするのだろうか。

「食えるのか？　まぁ、毒抜ぬきすれば食べられるか」

　食用アイテムがドロップするのは珍めずらしいなぁ、と思いながら、今度は不意打ちを受けないように進んだのだが──

「うひゃっ！　摑つかまれた！」

「そのまま動くな！　はぁ！」

　擬ぎ態たいが上う手まいのか、岩壁に左手を突きながら進んでいたら、ヌルッとした感触と同時に伸のびてきた触腕に左手と左足を摑つかまれたが、ミカヅチが素す早ばやく六角棍で突いて倒した。

「ううっ、ヌメヌメして生なま臭ぐさくなりそう……」

　摑まれた左手が気持ち悪くて、俺はそう呟つぶやく。

　ザクロもイカの生臭さを感じたのか、フードの中で少し引き気味だ。

「さて、少しは骨のあるやつが出てこねぇかな」

　ミカヅチがそう言っていると、崖道の先から緩かん慢まんな動きでやってくる泥どろで作った人型ＭＯＢのウーズマンが襲おそってきた。

「はっ──《六ろく連れん旋せん打だ》！　ってなんだ、体に芯しんがないんだな」

　ミカヅチが連続突きのアーツを放つが、不定形の人型であるウーズマンは、ＨＰを減らし、体の各所に穴を開けて向こう側の景色を見せるものの倒れず、徐じよ々じよに穴が塞ふさがりＨＰも少しずつ回復する。

「ミカヅチさん、骨のないやつが出たね」

「ホントにな、って冗じよう談だんでも洒しや落れでもなく再生持ちか。この足場で長期戦はやりたくないぞ」

　眠たげな目のオトナシからの指し摘てきに軽口を叩たたくミカヅチだが、冷静に敵ＭＯＢを分ぶん析せきする。

　そして、分析するミカヅチにウーズマンが大きく横に腕うでを振るう。

「──ミカヅチ！」

　勢いのある太い腕が、渓けい谷こくの谷間に向かって、薙なぎ払はらうように振るわれた。

　腕が振るわれた範はん囲いは、崖がけ道みちの殆ほとんどをカバーし、風圧が後方にいた俺たちのところまで届き、思わず目を閉じる。

　そして、瞬まばたきした次の瞬しゆん間かん、腕を振り抜いた体勢のウーズマンとその前に居るはずのミカヅチがいなくなっていた。

「噓うそだろ。まさか、谷間に落ち……」

「そんなわけないっての！　よっと！」

　姿の見えないミカヅチの声が谷間の方向から聞こえた。

　慌あわてて谷間を覗のぞき込む俺たちに、ミカヅチが崖道の縁ふちに片手で摑まり、ぶら下がっているのが見えた。

　そして、そのまま左右に勢いを付け、岩がん壁ぺきの側面を走って移動し、ウーズマンの背後に回り込む。

「さて、お返しだ！」

　ミカヅチが横に六角棍を振るい、ウーズマンを谷間に突き落とす。

　そして、ウーズマンが何度も谷の途中の崖道に叩き付けられ、更に下へと転がり落ち、見えなくなったところで、俺たちのインベントリにドロップアイテムが入っているのを確認した。

「ちょっと戦闘する場所は悪いが、地上の荒こう野やエリアの敵ＭＯＢに比べれば弱いな」

「弱いから地下に留とどまっているとか？　地上に出たら捕ほ食しよくされるからここにいるとか」

「他ほかにも水分がなくて生きられないとか？」

「面おも白しろそうだな。ＭＯＢが独自に環かん境きよう適応した考察をするのは」

　俺のふとした呟きにオトナシとラングレイが便乗し、この地下渓谷の設定など、色々と考えられる妄もう想そうを話しながら足を進める。

　こういう雰ふん囲い気きのエリアの考察が意外と楽しく、ついついミカヅチに戦闘を任せて話し込んでしまう。

　だが、そんな俺たちの話をミカヅチは楽しそうに聞きながら、１人先頭で敵ＭＯＢの相手をしてくれる。

　そこから何度も崖道の端はしに辿たどり着き、つづら折れの道を降りていき、時に対岸に繫つながる石道を慎しん重ちように渡わたっていく。

　また、途と中ちゆう、採さい掘くつポイントを見つけて俺とオトナシ、ラングレイが交代で採掘した結果──

「ああっ！　俺の黒鉄製のピッケルが壊こわれた!?」

「僕の鉄製のも歯が立たなかった。もっとランクの高い金属の道具を持ってくればよかった」

「そして、掘ほり出せた鉱石が──【アダマンタイト鉱石】か。これはまた初めて見る金属だ」

　３人掛がかりでやっと掘り出せた鉱石はたった39個。その内８個が【アダマンタイト鉱石】というレア鉱石だった。

　だが、鉱石は、５つ集めてインゴット化しないと使い道がないために、たった８個を３人で分けてもインゴットにはできない。

　十分な量を確保するには、何本ものピッケルを使い潰つぶさないといけないだろう。

「あー、地味にショックだなぁ」

　愛用のピッケルが壊れて落ち込む俺。

「まぁ、道具なんていつか壊れるんだ。それより嬢じようちゃんやオトナシたちもたまには戦闘して慣らしながらいくぞ」

「……わかった」

　落らく胆たんする俺は頷うなずきながら、ウーズマンが出てきたので投げやりに相手をする。

「──《クレイシールド》」

　岩壁から垂直に生み出したクレイシールドをウーズマンの脇わき腹ばらにぶつけ、谷側に突き落とす。

　そして、インベントリにドロップアイテムが追加された。

「……酷ひどい倒し方じゃないか」

「ほっといてくれ。今は、八つ当たりしたい気分なんだ」

「アクションゲームであんな妨ぼう害がい方法見たことある」

「奇き遇ぐうだな。俺もアクションゲームであれに似た方法で何度か落とされた」

　若じやつ干かんやさぐれている俺は、オトナシとラングレイの呟きを聞き流しつつ、進んでいく。

　最初から走ってくるウーズマンには、《ボム》の魔ま法ほうで動きを止めてから《クレイシールド》の土つち壁かべで谷間に突き落とす。次も突き落とす、また次も。

　そうやって土魔法の使用回数を増やし、途中で上位の魔法スキルが発現した。

「おっ、《シュートボム》と《ストーンウォール》を覚えた」

「おめでとう。【大地属性才能】のセンスまで成長させていたんだな」

　俺の呟きに、ミカヅチを始め、オトナシ、ラングレイにも祝福されて試ためしに使ってみた結果──

「追つい尾び効果の付いた威い力りよく３割増しのボムと防ぼう御ぎよ魔法の土壁が石壁になったのか」

《シュートボム》は、避よけられた後も若干の追尾効果を発揮するので、意外と使い勝手はいいかもしれない。

《ストーンウォール》は、土壁に代わり防御耐たい久きゆうが上がったが、中サイズの宝石にエンチャントできなかった。

　マジックジェムを作るには、大サイズの宝石が必要なために、気軽に多重発動するのは難しく感じた。

　ランドスクイドやウーズマンの他に、マンセル・バットという群体コウモリのＭＯＢなどの相手をしつつ、地下渓谷を少しずつ進んでいく。

「対岸にランドスクイド！　上からマンセル・バットだ！」

　ミカヅチが声を上げ、襲ってくる敵ＭＯＢを撃げき退たいする中──

「あ、えっ？」

　パラパラと頭上から小石が降ってきて見上げる。

　そして見上げた先には、上段の崖道でリポップしたウーズマンがこちらを見下ろすように身を乗り出し、そのまま体を丸めて落ちてくる。

「っ!?　──《ストーンウォール》！」

　体を丸めたウーズマンが落ちてくる先を予測し、岩壁に垂直な石壁を生み出す。

　勢いよく石壁を砕くだくのではなく、柔じゆう軟なんな体が石壁を沿うように転がり、そのまま放物線を描えがいて谷底に落ちていく。

「なんて言うか、ホントシュールな倒たおし方だよな」

　ぽーん、と言った感じで谷底に落ちていくウーズマンを見送りながらも、ランドスクイドとマンセル・バットを倒すミカヅチたち。

「なんて言うか、こういう場所だと地形を使って戦えるから楽でいいよね」

「嬢ちゃんの戦い方を見ていると、私とは違ちがうってことがよく分かるよ」

　そう言って、しみじみと感心するミカヅチ。

　ミカヅチの戦い方が力による王道の戦い方なら、俺の戦い方は、搦からめ手、奇き策さく、周囲にあるものなんでも使う邪じや道どうの戦い方だ。

　オトナシもラングレイも生産職だが、どちらかと言うと王道的な戦い方をする。

　その違いが楽しいのか、ニッと笑えみを浮うかべ、先頭を進んでいくミカヅチ。

「やっぱり、色んな戦い方をするやつがいると楽しいよな。おっ、やっとゴールか？」

　そう言って、何度も折れ曲がった崖道を降りてきた俺たちは、地下渓谷の大きな横穴を見つけた。

　そこは、セーフティーエリアとなっており、転移オブジェクトであるポータルが青白い光を放っていた。

「ふぅ、やっと辿り着いた。思ったより時間が掛かったね」

「だな。まぁ、ここのポータルを登録すれば、今回は終わりだな」

　そう言って、オトナシとラングレイもポータルに近づき、早さつ速そく登録をする。

　俺も時間を確かく認にんしてみるが、かなり地下渓谷を探たん索さくしていたみたいだ。

「さて、まだ地下渓谷は下に続いているみたいだし、こっちの洞どう窟くつも気になるな」

　岩壁に開いた横穴の奥に続く洞窟を覗き込むミカヅチ。

　俺がこの横穴のセーフティーエリアを調べると、壁かべに矢印が彫ほられており、文字も見つけることができた。

「えっと……この先【ドワーフの国】。俺たちが降りてきた場所は、【ネザード地下渓谷】と」

【言語学】のセンスを装備して調べると、道案内の内容だった。

　小さな呟きがやけに響ひびく横穴で、ミカヅチとオトナシ、ラングレイがこちらの声を聞き、目を向けてくる。

「【言語学】センスを持ってることは知ってたけど、これが読めたのか。やっぱり、嬢ちゃんの方に付いてきて正解だったな」

　そう言うミカヅチは、未知のエリアがまだまだ続いていることに喜び、不敵な笑みを浮かべている。

「よし！　ギルド【ヤオヨロズ】の次の遠えん征せい先が今決まった！　この地下渓谷と【ドワーフの国】だ！」

　ミカヅチの宣言と共に、オトナシとラングレイが目を輝かがやかせる。

「ドワーフ。鍛か冶じの人、新しい製法……」

「それに、彫ちよう金きん技術、アクセサリー作り……」

　生産職の２人も、ドワーフという存在の可能性に、期待に胸を膨ふくらませているようだ。

　とりあえず、当初の目的以上のことをすることができた俺たちは、この中間地点である横穴のポータルから転移して、第一の町まで帰き還かんすることにした。







　　　五章　綿花の樹きと迷いの森







　荒野エリアの下に存在した地下渓けい谷こくを見つけたミカヅチたちは、ポータルで帰還した後、ギルドメンバーを募つのり、少しずつ探たん索さくを始めている。

　新たな遠征に向けてミカヅチたちが準備を進める中、俺はギルド【ヤオヨロズ】から護衛として精せい鋭えいメンバーを借りて、マギさんと共に地下渓谷に来ていた。

「ほわぁ、すごいねぇ。ここ」

「マギさん、落ちないように気をつけて下さいね」

　そう言って、俺とマギさんは、【ヤオヨロズ】のメンバーに守られながら地下渓谷を進む。

「おおっ、ユンくんに聞いた通り、ここの採さい掘くつポイント、かなり堅かたいね。現状の最強ピッケルを持ってきてよかったよ」

　マギさんは、黒鉄製のピッケルで硬かたい採掘ポイントを掘ほり返し始める。

　今回のために何本も使い潰つぶすつもりで用意したピッケルには、【耐たい久きゆう力向上（中）】の追加効果が付ふ与よしてある。

　他ほかにも、指には【土輪夫ドワーフの鉄輪】という【採掘ボーナス】のあるアクセサリーを装備している。

「本当にアダマンタイトが出た！　新しいファンタジーの金属に腕うでが鳴るねぇ！」

「そうですね。そして、できれば、その金属でピッケルを作って欲しいところです」

　そう言う俺は、マギさんから予備のピッケルを借りて採掘に取り掛かかっている。

「それは任せてよ！　この耐久特化したピッケルを何本も使い潰すより、更さらに上位の道具を作って採掘効率を上げた方がいいからね」

　そうして、マギさんと共に地下渓谷の採掘ポイントを次々と掘っていく。

　俺も【土輪夫の鉄輪】を装備しているが、マギさんより入手鉱石量が少しだけ多い。

　その理由は、グランド・ロックの体内クエストをクリアして手に入れた重要アイテム【陸りく皇おう亀がめのメダル】にある【採掘成功率２％】という効果で、地味にマギさんに羨うらやましがられた。

　ただ流石さすがに、アダマンタイト鉱石などのレア鉱石は、２人で採掘しても多くは手に入らなかった。

　そして、２人で採掘ポイントを巡めぐり、中間地点であるポータルを目指す間、護衛を務めてくれた【ヤオヨロズ】の精鋭メンバーたちは、そわそわしていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ。ちゃんとあなたたちにも分けてあげるから。じゃんじゃん掘るわよ！」

　ウィンクを一つ精鋭メンバーに送るマギさんに、【ヤオヨロズ】の精鋭メンバーたちは、男性は顔を赤くし、女性は黄色い声を上げて喜ぶ。

　マギさん、男性陣じんに罪なことするなぁ、とぼんやりと思いながら、俺は採掘を続ける。

　途と中ちゆう、休きゆう憩けいで俺が【満腹度】回復のためのサンドイッチとお茶を全員に手て渡わたす。

　女性陣は、おしゃれと感心して喜ぶ一方、男性陣の顔がまた赤くなるので、まだ尾おを引いているのかな、と思う。

　そして、無事に十分な量の【アダマンタイト鉱石】を手に入れた俺たちは、中間地点のポータルに辿たどり着き、登録する。

　そのポータルから第一の町に帰還し、手に入った鉱石を配分するために【ヤオヨロズ】のギルドホームに寄る。

「よぉ、嬢じようちゃんたちも寄ったのか。ちょうどいい、ちょっとこっちに来い！」

　ギルドホームにいたミカヅチが俺とマギさんを見つけて手招きする。

　俺たちは、護衛の【ヤオヨロズ】の精鋭メンバーにお礼として各種ポーションや今回手に入った素材などを渡し、ミカヅチの元に向かう。

「なんだ？　俺たちを呼んで」

「嬢ちゃんたちも花見に行かないか？」

　唐とう突とつに尋たずねてくるミカヅチの言葉に、俺とマギさんが顔を見合わせて、小首を傾かしげる。

「また何かのクエストか？　桃とう藤とう花かの樹きの時みたいに」

「違う違う。単純に花見シーズンが近いからな。リアルより一足先に花見をしようって話だ」

　ＧＶＧギルド・バーサス・ギルドにも協力してもらったし、次の遠征先の候補を見つけられたお礼として、この息いき抜ぬき企き画かくに誘さそってきたようだ。

「ミカヅチ。それ、ただ宴えん会かいでお酒を飲みたいだけじゃないのか？」

「バレたか……まぁいいや。場所は、ダイアス樹林の南東方向の山の頂上なんだ」

　ミカヅチは、メニューを操作して俺たちに見えるように一枚のスクリーンショットを可視化させる。

　そのスクショには、夕日に照らされる山やま肌はだと、その山頂の台地に白っぽい綿花のようなものに覆おおわれた樹が一本生えている光景が写されていた。

「遠くからのスクショだ。ちょうど花見シーズンだしな。この辺は敵ＭＯＢも近寄らないセーフティーエリアになっている」

　山頂からダイアス樹林の景色を見下ろし、近くで綿花っぽい樹を眺ながめる……なんか、別にそこじゃなくてもいい気がするけど、ピクニックと考えるなら悪くなさそうだ。

「誘ってくれたのに悪いけど、私は今回は遠えん慮りよさせてもらうわ。【アダマンタイト鉱石】の方に取り掛かりたいし、それに……」

　そう言って断りを入れるマギさんは、ギルドホームの二階の方向を見上げる。

　その先には、マギさんが来たと聞き、下まで降りてきたオトナシとラングレイを含ふくむ【ヤオヨロズ】の生産職たちがいた。

　彼らは、マギさんから【カラクリ魔ま導どう人にん形ぎよう】の修理方法を教えてもらうのを楽しみにしていた。

「なら仕方がないか。それで、ユンの嬢ちゃんは？」

「嬢ちゃん言うな、って言っているだろ、全く。けど、どうしようかなぁ」

　ただのピクニックってだけなら別に集団で行動するのも面めん倒どうだしなぁ、と思う。

「それなら、この樹が生えてる山頂付近には、ポータルもあるんだ。そこに登録しに行く、ってのはどうだ？」

「まぁ、それなら参加してもいいかな？」

「よし、美お味いしい料理を期待しているぞ」

　拳こぶしを握にぎり、ガッツポーズを取るミカヅチに、俺はジト目を向けるが、すぐに溜ため息いきを吐はき出して苦笑いを浮うかべる。

　まぁ、今回は、ボス戦とかに連れて行かれる訳じゃないし、たまにはいいか、と納なつ得とくする。

　そして、俺はその場でマギさんと別れて【アトリエール】に帰り、ミカヅチに期待された花見料理の下準備をした。




　花見の当日──

「むぅ、ヒノちゃんやトビちゃんたちは、これから予定があって花見には参加できないって」

「そうなのか。ちょっと残念だな」

　リビングにノートパソコンを持ち込んで不ふ機き嫌げんそうに画面を見つめる美み羽う。

　春休みと言ってもそれぞれの予定があるため、【ヤオヨロズ】の花見に参加できるのは、ルカートだけのようだ。

「あっ、スクショのお願い来た。えっと──『オッケー、任せて』っと……」

「美羽。俺は、先にログインしてるな」

「えっ!?　お兄ちゃん早い！　珍めずらしいね！」

　確かにいつもは美羽の方が早めにログインすることが多く、珍しく思えるが、俺にも準備というものがある。

「いや、花見だろ？　だから、花見弁当の重箱の準備をするんだよ。あとは仕上げだけだけど」

「そうか！　お花見のお弁当！　それじゃあ、リクエストで野菜の肉巻きをお願い！」

「分かったよ。余よ裕ゆうがあったらな」

「流石、お兄ちゃん！　楽しみにしてるよ！」

　そう言われ、俺は苦笑いを浮かべて自室に向かう。

　そして、自室に入り、ＶＲギアを装着してＯＳＯにログインし、【アトリエール】の工こう房ぼう部に降り立つ。

「さて、準備をするか」

　ある程度、前日までに作り置きしておいたので、あとは、入れ物に詰つめるだけだ。だが、その入れ物の重箱が届いていないため、それが来るまでに、ミュウのリクエストである野菜の肉巻きを用意する。

　細切りにしたにんじんやピーマンなどを豚ぶたバラ肉でくるんでフライパンで焼く、簡単なレシピだ。

　味付けは、塩こしょうと焼き肉のタレの二種類を用意して、焼き上がったものを斜ななめ切りにして並べれば、断面がオレンジとグリーンの綺き麗れいな野菜の肉巻きが完成する。

「こんにちはー。ユンっち、重箱ができたから持ってきたよ～」

「リーリー、いらっしゃい！　それじゃあ、早さつ速そく詰めていくか」

　俺は、リーリーが用意してくれた漆うるしの塗ぬられた五段重ねの重箱に、作り置きした料理を詰めていく。

「ユンっち、すごい豪ごう華かになったね！　ちょっと食べていい？」

「余ったやつがあるから、小皿に取り分けるよ」

【アトリエール】のカウンター越ごしにリーリーが重箱の中身を覗のぞき込むので、余ったおかずを取り分ける。

「ん？　ザクロも欲ほしいのか？　全く、仕方がないなぁ」

　ザクロも俺の足あし下もとに寄って来て、甘えるようにお願いしてくる。その姿が愛らしく、自然と顔が緩ゆるんでしまう。

「ザクロが好きなのは、いなり寿ず司しの油あぶら揚あげだよな。ほら、食べていいぞ」

　目をキラキラさせたザクロがお皿に取り分けた油揚げに齧かじり付く。

　砂糖や醬しよう油ゆ、みりんで味付けした油揚げを前足で押さえながら食べ、食べ終わった後も染しみ出た煮に汁じるのついた手をペロペロと舐なめている。

　リーリーとパートナーのネシアスも取り分けたおかずを美味しそうに食べている。

　リーリーもミカヅチに花見に誘われて、ついでに綿花のような樹を調べるそうだ。

　その樹が実際に繊せん維いの採とれる植物ならば、クロードに新たな生産素材が提供できると考えるリーリー。

「一段目がおにぎりとサンドイッチ、二段目がいなり寿司、三段目が揚あげ物やミュウのリクエストの野菜の肉巻き、四段目が野菜の和あえ物や卵焼き、茹ゆでた野菜、筑ちく前ぜん煮になどの副菜、五段目が口直しのカットフルーツと硬かためのゼリー。よし、完成かな？」

　そう言って、一段ずつ確かく認にんしながら重ねて、最後に蓋ふたを閉めて、風ふ呂ろ敷しきで包み、インベントリに仕し舞まい込む。

「それじゃあ、集合場所に行こうか」

「そうだね！　行こうか！」

　俺は、パートナーのリゥイとザクロ、リーリーは、ネシアスを連れて、【アトリエール】からギルド【ヤオヨロズ】のホームにある野外訓練場に移動する。

　そこには、花見企画に参加するために集まったギルド内外のプレイヤーが70人以上集まっており、タクやミュウも、それぞれ何人かのパーティーメンバーと共に参加していた。

　そんな中、集合時間になり、ミカヅチとセイ姉ねぇが壇だん上じように立つ。

「呼び掛かけに応じてくれて感謝する！　今日は、リアルに先んじてＯＳＯで花見をしたいと思っている。そして、その目指す場所は、ダイアス樹林の南東方向の山頂にある樹だ！」

　そう言って、拡大スクリーンショットで綿花のような樹を映す。

「全員でこの場所を目指す。と言っても、70人でゾロゾロと向かうんじゃ【共きよう闘とうペナルティー】も発生するだろうし、もう一つの目的に山頂のポータル登録があるから、花見とポータルの登録、どちらを優先しても構わない」

　ミカヅチの言葉に耳を傾かたむける全員に向けて、セイ姉ぇがミカヅチの言葉を引き継つぐ。

「それじゃあ、出発しましょう。お花見の開始は自由で構わないわ」

　セイ姉ぇの合図と共に全走力でギルドのミニ・ポータルに駆かけ込むプレイヤーたち。

　また、出で遅おくれたプレイヤーたちは、ギルドの外に向かい、第一の町中央にあるポータルを目指すようだ。

　そこまでして競きそって向かう必要はないと思うのだが……

「ユンっち、僕たちはどうしようか？」

「別にのんびり行っていいんじゃないか？　目的は、花見とポータルの登録だし、焦あせる必要もないだろ」

　なので、俺とリーリーは、ピクニック気分でのんびりと安全なルートを進んでいけばいいと思っている。

「それじゃあ、いくぞ！」

　ミカヅチの号令と共に、【ヤオヨロズ】のギルドホームに設置されたミニ・ポータルから、順番に第二の町に転移を始める。

　そこから近きん郊こうの森、ダイアス樹林を経由して山頂の綿花のような樹を目指す。

　上位到とう達たつ者の命令権が欲しいプレイヤーは少しでも時間を縮めるために、第一の町の中央にあるポータル目指して走り出す。

「さて、行くか」

　俺とリーリーは、ミニ・ポータルの順番を待ち、第二の町に転移してから近郊の森に向かって歩き出す。

「あー、先頭集団もう遠くに行っちゃったよ」

「けど、敵ＭＯＢを引きつけてくれて倒たおしてくれたから、リポップまでの間は安全だよな」

　なら、やることは一つ、と俺とリーリーは頷うなずき合い──

「おっ、ここに【コチ花の蕾つぼみ草そう】が生えてる。こいつ、苦いんだよなぁ」

「ユンっち、ここに【タタラの新芽】があるよ。あと、向こうに【魔竹木】の群生地があるから寄らない？」

「なら、【魔竹木】のタケノコも見つかるかもな！」

　俺とリーリーは全力で寄り道する。

　敵ＭＯＢは弱いが数の多い近郊の森で、時間をたっぷり掛けてアイテム採取するのは、たまにしかやらない。

　面倒だから、基本有用な採取アイテム優先であり、先ほど言った食材アイテムは優先順位が低く、プレイヤー市場での流通量が少ない。

　なので、ここぞとばかりに集めながら、湖方面を目指す。

　そして、湖には、何隻せきものボートが浮かんでいた。

「やっほー。みんな、調子はどう？」

　リーリーの呼び掛けに手を上げて応こたえるボート上の釣つり人びとたち。

　ボート上のプレイヤーたちは、ギルド【ＯＳＯ漁業組合】のメンバーが大半である。

　彼らは、元々釣りをしたい趣しゆ味みプレイヤーの集まりであるために、機会があればこうして釣りに興じる。

「リーリー。今日、ここにシチフクたちがいるの知ってたのか？」

「うん。でもユンっち、逆だよ！　僕たちが花見をする日を聞いたシチフクっちたちが、同じ日にここで釣りをするって決めたんだよ」

「そういうことや。ほな、ユンちゃんとリーリーにお裾すそ分わけや」

　そんな中、湖の縁へりに戻もどってきたボートにはシチフクが乗っており、ボートに乗ったままバケツを差し出してくる。

　反射的に受け取った俺は、その重さに軽くよろけるが、その中身を覗き込み、俺とリーリーが驚おどろく。

「おおっ、綺麗な小魚が一いつ杯ぱいだね！　お裾分け、ありがとう！」

「こんな小さい淡たん水すい魚ぎよなら、天ぷらでサッと揚げるだけでも美味しいかも。シチフク、ありがとう！」

　俺とリーリーがお礼を言う間にも、シチフクはボートを漕こいで湖の中央付近まで移動して、釣り針を垂らす。

　短いやり取りに苦笑いを浮かべる俺とリーリーだが、ボートにいるプレイヤーたちに軽く会え釈しやくをして、そこから南東方向に足を進める。
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「こっちまで足を伸のばしたことなかったなぁ」

「そうだね。それにこの辺り、ポカポカして気持ちいいね」

　ダイアス樹林の北側は、木々の密度が濃こい暗い森となっているが、南側は、木々の種類や密度が減って日が差し込む。

　そのために暖かな木こ漏もれ日びが差し込み、森林浴が気持ちいい。

　木漏れ日の心ここ地ちよさに目を細めるリゥイや、地面に降り立ちあちこち歩き回るザクロ。

　そんな中、ザクロが２本の尻しつ尾ぽの毛を逆立て、震ふるえ始める。

「ザクロ！　急にどうした!?」

　採取ポイントで野草を摘つんでいた俺は、慌あわててザクロに駆け寄るが、突とつ然ぜんザクロの体から噴ふき出した炎ほのおの勢いで近づけない。

　ただ、その炎には熱さはなく、こちらを傷つけるものではなかった。

「ユンっち!?　これってまさか！」

「ザクロの【成せい獣じゆう化】だ！」

　使し役えきＭＯＢの成獣化の予兆。リゥイの時とは違ちがう変化を見み逃のがさないように、目を細めてしっかりと見つめる。

　炎の中で黒い影かげとして残るザクロの輪りん郭かく。そして、噴き出した炎が徐じよ々じよに収まり、凝ぎよう縮しゆくするように２本の尻尾に集まる。





──【幼よう獣じゆう】状態の使役ＭＯＢが【成獣】状態へと移行します。これにより【幼獣】状態での能力制限が解除されます。






　成獣化のインフォメーションを受け取ると共に、炎の中から姿を現したザクロは、以前とあまり変化はなかった。

「きゅぅ？」

　小首を傾かしげて、なに？　と言いたそうなザクロを抱かかえ上げ、唯ゆい一いつの変化を見つける。

「尻尾が増えてる」

　俺に抱だき上げられて上じよう機き嫌げんのザクロは、３本になった尻尾をぶんぶんと振ふっている。

「ユンっち、おめでとう。ザクロっちが無事に成獣化したみたいだね」

「そうだな。けど、あんまり変わってないかも」
















　マギさんのリクールのように、子こ狼おおかみから騎き乗じようできるくらい大きく成長するタイプや、リーリーのネシアスのように、毛玉のような雛ひな鳥どりから美しく成長するタイプでもない。

　どちらかというと、クロードのクツシタのような、ちょっとした変化程度の成獣化であった。

「ザクロは、成獣になって何ができるんだろうな？」

「体は小さいから支し援えんや補助じゃないかな？」

「そう言えば、狐きつね火びとかの炎攻こう撃げきができたよな。威い力りよくは上がってるかな？」

　俺は、ザクロを一度地面に下ろし、近くの樹きを指差す。

「ザクロ、あの樹に攻撃だ！」

　何ができるか分からないが、俺の曖あい昧まいな指示に、ザクロは３本の尻尾を立ててその先せん端たんから狐火を生み出し、放つ。

　そして、３発の炎が緩ゆるやかなカーブを描えがき、狙ねらった樹に殺さつ到とうし──

「ちょっと焦こげ目がついたくらいだ」

「威力は、初級魔ま法ほうくらいだけど、３連続で打てるから、チェーンボーナスが期待できるんじゃないかな？」

　そう言って、ザクロの狐火を評価する俺とリーリー。

「きゅぅ～」

「ああ、別に悪いわけじゃないぞ。これから威力が上がっていく可能性もあるし！　他にも何かできることがあるかもしれないからな！」

　落ち込んだザクロを慰なぐさめながら頭を撫なでる俺。

　成獣化したリゥイの能力には、騎乗、水魔法、浄じよう化か、幻げん術じゆつがあるが、ザクロには、狐火以外に何があるのだろうか。俺は、そっちの方が楽しみである。

「さぁ、能力の検証はまた今度にして、今日は花見を楽しもうか」

　そう言って、俺は、ザクロを抱き上げリゥイの背に下ろす。

　成獣化した使役ＭＯＢたちが集まる姿にほっこりしつつ、リーリーと共に目的地の綿花のような樹を目指す。

　道中、薬草や木材の伐ばつ採さい、食材アイテムを採取して寄り道ばっかりする俺たち。

　そして、目的地の綿花のような樹の手前には、大きな障害物が立ちはだかっていた。

「地面が隆りゆう起きしているな」

「そうだね。高さは、うーん、15メートルってところかな」

　このくらいなら、俺が【登山】センスを使って登って、リーリーを引っ張り上げれば登れるだろう。

　リゥイたちには一度、召しよう喚かん石に戻ってもらい、再召喚すれば問題ない。

「まぁ、焦ってないし、いいか」

「そうだね。どこか安全に登れる場所を探そうか」

　そう言って、南西から北東側に向かって横断する隆起した斜面を登れる場所を探していくと、何人ものプレイヤーたちがその隆起した岩がん壁ぺきに張り付いているのを見つけた。

　隆起した岩壁の突とつ起きを利用して、体の柔じゆう軟なん性と腕わん力りよくで次々と登っていっては、岩壁の一番上にタッチして降りてくる。

「あの人たち、安全対策のハーネスとかロープとかしてないね」

「まぁ、レベルが上がれば、そうそう死なないからな。あっ、落ちた」

　１人が、飛び移った岩壁の突起から手を滑すべらせて７メートルの高さから落ちたが、受け身をとってダメージを軽減している。

　それを見て笑っている周囲のプレイヤーたち。

　そして、よくよく見るとその中に見知ったプレイヤーが混じっていた。

「あれ？　イワンだ」

　俺の視線に気がついたのか、筋肉質な中年プレイヤーのイワンが振り向いた。

「おっ、嬢じようちゃんじゃないか。ひさしいな！」

　手を振ってくるイワンに近づいていく俺とリーリー。

　以前第一の町の北側の岩壁を登る時に、俺の【登山】センスの習得を手伝ってくれた登山プレイヤーのイワンだ。

　ある意味、釣りがしたい【ＯＳＯ漁業組合】のシチフクと似た趣味人であるが、本当に久しぶりだ。

「イワンは、なにをやってたんだ？」

　そう言って、久しぶりに会った知人プレイヤーと挨あい拶さつを交かわす。

「俺か？　見ての通り、ギルドメンバーと共にボルダリングだ」

　そう言うと、集まっていた青年から中年までの筋肉質な男性プレイヤーたちがこっちに会釈してくれる。

　そうか、イワンは同好の士を集めて登山ギルドを立ち上げていたんだな、と納なつ得とくする。

「この辺はずっと一定の高さの岩場が続いているからな。毎回場所を変えてボルダリングのタイムを競きそい合っているんだ」

「へぇ、そうなのか。確かに、場所を変えれば、コースが変わって楽しめそうだもんな。あっ、そうだ、どこかに安全に上に登る道ってあるか？　向こうの樹きが見える山に向かいたいんだけど」

　そう言って、隆起した地面に遮さえぎられているが大体の目印となる樹のことと方角を伝えると、すぐに教えてくれる。

「それなら崖がけを北東沿いに進んでいけば、崖が崩くずれて傾けい斜しやはきついが斜しや面めんになっている。そこからならここよりは容易に登れるだろう」

　登山ギルドの面々は、気のいい人たちなのか、小こ柄がらなリーリーにお菓か子しを渡わたしたり、愛あい想そのいい不死鳥のネシアスを撫でて少年のように目を輝かがやかせている。

　筋肉質な男性なのに、可愛かわいいおっさんたちだと思いながら、俺は、イワンと話をする。

「この先を目指すのか。そう言えば、今日は何人ものプレイヤーがこの先に行ったのを見たな」

「知り合いが、向こうの山に生えてる綿花っぽい樹の下で花見をするって言うんだ。お弁当持ってピクニックみたいな感じ？　それじゃあ、俺たちはそろそろ行くな」

「ちょっと待て。行くんだったら、これを持って行け」

　そう言って、イワンがインベントリからヘラ状の傘かさを持つキノコを取り出してくる。

「コイツは崖に生える【イワタケ】って食用アイテムだ。俺たちは料理ができないからな。持って行け」

「舞まい茸たけみたいだな。ありがとう！」

「ああ、また何かあれば店にでも寄らせてもらおう。それとタクの坊ぼう主ずにもよろしくな」

　タクとは定期的に交流していることを知り、タクのマメなプレイヤー付き合いに感心する。

　そして、リーリーと共にイワンに教えてもらったルートを進み、斜面を見つけて登った。

　その先には、崖下に広がっていた森林と同程度の密度の森林が広がっていた。

　ただ、その林の中には、うっすらと白い霧きりが立ちこめており、遠くまで見通せない。林の入り口の広場には、先行していたプレイヤーたちが何な故ぜか止まっており、その中にはミュウとルカートも混じっていた。

「あっ、ユンお姉ちゃん！　追いついたんだ！」

「ミュウ、ルカート。どうしてここで止まってるんだ？」

「聞いてよ、お姉ちゃん！　ミカヅチさんたち、ズルいんだよ！」

　ぷくっ、と頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎの声を上げるミュウと、苦笑いを浮うかべるルカート。

　その一方で、他ほかのプレイヤーたちが霧の立ちこめる森に入っていく。

「ここが【迷いの森】ってことを教えてくれなかったんだよ！」

「えっと、【迷いの森】ってなんだ？」

「正しいルートを進まないと元の場所に戻もどされる森のことですかね」

　そう言って、困ったような笑えみを浮かべてミュウの説明を補足するルカート。

　そして語られるのは、ミュウたちの回想である。

　今日は、ミュウパーティーの中でログインできたのがルカートだけで、この花見企き画かくにルカートと一いつ緒しよに参加したミュウ。

　ミュウたちにとって敵ＭＯＢは弱い。そして先頭集団に混じって綿花のような樹を目指していたミュウたちだったが、足止めされたのがこの【迷いの森】だそうだ。

「中は、霧に包まれているし、何度も迷って戻されて！」

「その間に、ミカヅチさんやタクさんたちはどんどんとここを抜ぬけていったんです」

　この場所に戻されていないということは、【迷いの森】を抜ける方法を探し当てて目的地に辿たどり着いたんだろう。それか、最初から正解ルートを知っていたか。

「悔くやしい！　ミカヅチさんたちが教えてくれなかったのは、絶対に【迷いの森】で足止めされることが分かってたからだよ！」

　そう言って、地じ団だん駄だを踏ふむミュウ。

「まぁ、別に焦あせる必要ないんだし、のんびり行くか？　花見もポータルも逃にげないんだし」

「それはなんか悔しいからやっぱり早く到とう着ちやくしたい！」

　真しん剣けんに答えるミュウは、俺とリーリーにある提案を持ちかけてくる。

「だから、ユンお姉ちゃん、リーリーくん。私たちとパーティーを組み直そう！」

「パーティー？」

「私とミュウさんは、戦せん闘とう系に特化していますから、お２人の探たん索さくや発見系の能力と、戦闘以外の部分で補い合えればと思うんです」

　ルカートからパーティーの組み直しの詳くわしい説明を貰もらう。

「１人より２人、２人より４人の方がきっと早く突とつ破ぱできるよ！」

　ミュウの意気込みに対して、俺とリーリーは軽く視線を合わせる。

「まぁ、目的地までもうすぐだし、別にパーティー組んでもいいかな」

「そうだね。ミュウっちとルカっちと一緒に行こうか！」

「やったぁ！　お姉ちゃん大好き！」

　正面から両りよう腕うでを広げて抱だきつこうとするミュウ。

　いきなりの出来事で、俺が思わず避よけようと一歩下がる前に、俺とミュウの間に黒い影かげが差し込む。

　その影は、突とつ撃げきしてきたミュウを柔やわらかく受け止めて、抱きつきから防いでくれる。

「ほわぁ！　なにこのモフモフ！　暖かい！」

「これって……ザクロの尻しつ尾ぽか」

　俺とミュウの間にザクロの３尾びの内の１本が伸のびていた。

　ミュウが俺に抱きついてきたことに危機感でも覚えたのか、反射的に邪じや魔ましたのかもしれない。

　それに気づいたミュウは、すぐさまザクロの方に向かう。

「おー！　ザクロの尻尾が増えてる！　成せい獣じゆうになったんだね、おめでとう！」

　そう言って、ザクロを背に乗せるリゥイごと抱き付こうとするミュウだが、今度は３尾の内の２本が伸びて、ミュウを押し返そうとする。

　嫌いやそうに距きよ離りをとるリゥイとザクロだが、反対にミュウはザクロの伸びた尻尾に顔を埋うずめて頰ずりして幸せそうだった。

　そして、ミュウの行動で分かった成獣化したザクロの新しい能力──３本の尻尾を自在に操あやつり、防ぼう御ぎよと迎げい撃げきをすること。

　狐きつね火び、自動防御、自動迎撃。その３つが今のところ分かった能力だろう。

　補助タイプの使し役えきＭＯＢというより防御やカウンター寄りであることが分かったが、まだまだ能力が隠かくされているかもしれない。

　そんなふうにミュウとやり取りをしつつ、俺たちは、とりあえずミュウとルカートと共にパーティーを組み直し、【迷いの森】に挑いどむことになった。
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　ミュウたちが何度も挑んで戻されて学んだ【迷いの森】のルールを教えてもらった。

　当然正しい道を進むと奥に進める。

　間ま違ちがった道を進むと霧に体を包まれて、入り口の広場に戻される。ただ、一定時間内に正しい順路に戻ることができれば、戻されずに続行できるらしい。

　森の至る所にヒントらしきものがあるが、何が正解か分からないらしい。

　そんな説明を聞き、とりあえず入ってみることにした俺たちは──

「ねぇ、ユンお姉ちゃん。何か見つけた？」

「多すぎて逆にどれがダミーかすら判断が付かない」

【看かん破ぱ】のセンスで霧の立ちこめる【迷いの森】を見み渡わたしても、色んなものが見える。

　地面に敷しかれた石いし畳だたみ、生き物が通ったらしい獣けも道のみち、灯とう籠ろうの道しるべ、樹の側面を傷つけて作られた道しるべ、こちらを誘ゆう導どうしたそうに何度も振ふり返る幻まぼろしの小動物。

「私とミュウさんは獣道と灯籠、小動物の誘導を進んだんですけど、結局戻されちゃいました」

「４回も戻された人なんて、戻された直後、メニューにヒントのメッセージを貰ったらしいんだよ！」

「ちなみに、そのメッセージって？」

　そう言って、これまでミュウたちが知り得た情報を教えてもらう。

「えっとね……『目に見えるものが正しき道とは限らぬ』だって。あと『条件を満たすも間違いを10回突つき通せば、道が開ける』だって」

「それって……」

「一種の救済だね」

　４回戻されると攻こう略りやくのヒントが貰えて、10回間違い続ければ救済策として通してくれるらしいけど、その条件というのが分からない。

「うーん。でもこのヒント貰えた人は５回目だったり、６回目のときもあったりするんだ。だから、なんかのフラグを踏んだ回数が条件だと思う」

　そう言うミュウの言葉に、俺は、１個目の攻略のヒントのメッセージを考える。

【迷いの森】で『目に見えるものが正しき道とは限らぬ』ってことは、今見えている露ろ骨こつな道しるべは間違いってことになるけど、そんなに安直だろうか。

　とりあえず、自分のセンスを確かく認にんしながら、思いつく疑問を口にする。
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【長ちよう弓きゆうＬｖ40】【魔ま弓きゆうＬｖ24】【空の目Ｌｖ24】【看破Ｌｖ35】【俊しゆん足そくＬｖ28】

【魔道Ｌｖ30】【大地属性才能Ｌｖ11】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ５】【料理人Ｌｖ16】

【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ22】【念動Ｌｖ５】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【調薬師Ｌｖ24】【調教Ｌｖ37】【錬れん金きんＬｖ47】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ39】

【生産職の心得Ｌｖ25】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】

【身体耐たい性せいＬｖ５】【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ14】【急所の心得Ｌｖ12】








「道を外れた場所が正解とか？」

「それも試ためしたけど、戻された人が多数だよ」

　だよなぁ、となんとなく分かりきっていた答えをミュウから貰う。

「じゃあ、目に見える誘導のどれかが正解？」

「戻ってきた人の話を総そう括かつすると、どれもダミーみたいです」

　これだけ大人数なんだから、失敗して戻ってきた人たちから話を聞いて、消去法で正解ルートを導き出そうとする考えは、ルカートにもあったようだ。

「じゃあ、【混乱】とかの状態異常バツド・ステータスとかの可能性は？」

　桃とう藤とう花かの樹きがある廃はい村そんに向かうホリア洞どう窟くつは、洞窟内部に【混乱】の状態異常バツド・ステータスをランダムで発生させる効果がある。

　それではないか、と尋たずねるが、ミュウとルカートは首を振る。

「まぁ、とりあえず、進んでみようよ！」

　そう言って、早さつ速そくリーリーが先頭を歩き出した。

　選んだのは、石畳のルートらしく、足あし下もとさえ注意していれば、問題なく進める。

　俺もこの霧の立ちこめる森でヒントとなる何かを見つけるために、【看破】のセンスに意識を集中させるが──

「おっ、採取ポイントだ。あそこの薬草をちょっと取ってきていいか？」

「ユンお姉ちゃん、ダメ！　それは迷わせるための罠わなだよ」

「おおっ!?　この木、太くてしっかりしてそう。伐ばつ採さいして持ち帰りたい！」

「ダメですよ！　そんなことしたら森から追い出されちゃいますよ！」

　薬草を見つけたので石畳の道から外れようとする俺の手を摑つかんで止めようとするミュウ。リーリーも石畳沿いに生えている一本の木を撫なでながら見上げて呟つぶやくが、ルカートに説得されて止められている。

　そんな俺たちを見て、ふぅやれやれと首を振るリゥイ。

「素材は迷わせるための露骨な罠だし！　森を燃やしたり傷つけたりすると霧きりがすぐに濃こく立ちこめて入り口に戻もどされちゃうんだから！」

「ええ、でも素材を手に入れるために１回くらいは──『ダーメ！』──はい」

　素材を採取できれば、霧に飲まれて戻されても別にいいんじゃないか、と思ったのだが、ミュウの強い語気に押されて頷うなずくことにした。

　そして、俺が勝手なことをしないようにミュウに手を繫つながれ、霧の立ちこめる【迷いの森】を進んでいく。

　左右に曲がりくねる迷いの森の石畳は、それだけで方向感覚がなくなり、どこを歩いているかも分からなくなる。

　その道を歩き続け、素材などの誘ゆう惑わくを断ち切りながら、自身のステータスを確かめる。

　もしかしたら、ミュウやルカートの気づかない【混乱】やリゥイの幻げん術じゆつのような能力が【迷いの森】にはあるかも、と思い歩いて行くが、そんなものはなかった。

　そして、しばらく進み前方に霧の薄うすい森の切れ目が見えた。

「やった！　今度こそ、出口だ！」

　そして、駆かけ出すミュウに手を引っ張られ、森の出口へと付いていく。

　ルカートも、こんな霧の立ちこめる【迷いの森】から今度こそ抜け出せるんじゃないかと期待の表情を浮うかべている。

　背後では、森を覆おおっていた白い霧が濃く迫せまっており、出口へと足を進めると、何か突っ張るような感じがした。

「……っん」

「お姉ちゃん、どうしたの？」

　俺は、その突っ張るような感覚に思わず足を止める。

　俺は、ミュウを見るが、気づいていないようだ。

　他ほかのメンバーに目を向けると、リーリーはなんとなく違い和わ感かんを感じ、ルカートは何度もこの場所を通過したために確かな違和感を覚えている。

　使役ＭＯＢであるリゥイとザクロ、ネシアスは、プレイヤー以上に感覚が鋭するどいため、首を傾かしげつつ、キョロキョロと辺りを見渡している。

「なんか、当たったような、引っかかったような」

「うーん。何にも感じなかったな。あっ、風じゃない！　ほら、出口から吹ふき込んでる！」

　ミュウが光の差す方向を指差し、そのまま俺たちを引っ張り森の外へと抜ぬけ出し──

「なんで……なんで元の場所に戻ってきちゃうの！」

　──入り口に戻されていた。

　再び【迷いの森】の入り口に戻されたミュウは、脱だつ力りよく感からへなへなと座り込む。

　これでミュウとルカートは、通算４度目の失敗となったが、俺は、なんとなく【迷いの森】のギミックの全体像を把は握あくした気がした。

「よし、この森の抜け方が分かったぞ」

「ええ!?　本当に！　抜けられるの！」

「ああ、まぁ、多分だけどな」

　そう言って、今度は俺が先頭に立って【迷いの森】を進んでいく。

　選んだのは、再び石畳のルートだ。

「ねぇねぇ、ユンお姉ちゃん。さっきと同じ道だよ。また入り口に戻されちゃうよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　俺は、黙だまって石畳の道を進んでいく。

　ミュウは何度も【迷いの森】を抜けるのに失敗したために、俺の服の袖そでを摑んで、不安そうに周囲を見回している。

　勘かんのいいルカートも脱だつ出しゆつ方法が分かってたのか、そんなミュウの様子をニコニコしながら眺ながめている。

　そして、【迷いの森】の木々がなくなり、光溢あふれる森の外が見えたところで、俺は足を止める。

「目の前に森の切れ目。ねぇ、さっきと同じだよ」

「だな。だけど……このラインかな？」

　そう言って、足下を見て石畳の切れ目を越こえると、再び何かの境界線を越えた感覚を覚える。

　ミュウは、今まで森を走り抜けていたために、その微び細さいな感覚がぶつかる風と合わさり、分からなかったんだろう。

　そして、その境界線を越えて振り返る俺の目の前には、奥まで見通せない濃い霧が掛かかった【迷いの森】が広がっていた。

　再び前を向くと光溢れる森の切れ目から優やさしい風が流れ込み、俺たちの背中を押す。

「それじゃあ、戻るか」

「えっ、まさか!?」

　俺が振り返り元来た道を戻ろうと言うと、ミュウが驚おどろきの声を上げる。

「それじゃあ、お先に失礼します」

「僕も先に行くね！」

　ルカートとリーリーが濃のう霧むの立ちこめる迷いの森の中を戻っていき、その後をリゥイたち使し役えきＭＯＢが追いかける。

「さぁ、ミュウ、行くぞ」

「う、うん」

　俺は、ミュウの手を取り、濃い霧の中を歩き出す。

　最初に森の切れ目から抜けた時と同じように手を繫ぎ、今度は俺が誘ゆう導どうして霧の中を進む。

　そして、すぐに霧が晴れる。

「うわぁ……やっと抜けられたんだ！」

「まぁ、攻略法さえ分かれば簡単だよな」

　俺たちが出たのは、【迷いの森】の入り口ではなく、緩ゆるやかな坂道の見える山やま際ぎわであり、見上げれば、山頂に綿花のような樹の先せん端たんが少しだけ見える。

　この【迷いの森】の攻こう略りやくヒントは、わざと誤解されやすいように書かれている。

　あの道標は、全部が正しいのだ。

　だが、その道標によって森の切れ目まで誘導され、そのまま目の前に広がる森の切れ目を通り抜けると、入り口に戻されてしまう。

　森の切れ目の手前のある一線で感じた違和感は、センスによるものか、プレイヤーに備わる元々の感覚によるものかは分からないが、あれがフラグになっているのは間違いないだろう。

　それを越えた時点で、目の前の分かりやすい出口ではなく、今見ていない真後ろに進む、というのが、あの森の攻略法だ。

「タネが分かれば古典的な攻略方法だよな」

「そんなの気づかないよ！　途と中ちゆうで元来た道を戻るなんて！」

　そう言って抗こう議ぎの声を上げるミュウを落ち着けるために、ポンポンと軽く頭を撫でる。

　まぁ、ミュウは勢いのままに行動していたが、ルカートは４回目で気づいたようだし、他のミュウパーティーのメンバーがいれば、もっと早くに気づいたかも知れない。

　特に斥せつ候こう役のトウトビや一歩引いた視点から戦場を見る魔ま法ほう使つかいのリレイとコハクあたりは、気づくのが早そうだ。

「おーい、ユンっち、ミュウっち！　早く、早く！」

「沢たく山さん迷ってお腹なかが空すきましたね」

　坂道を軽快に登っていくリーリーと、微び笑しようを浮かべながらリーリーと並ぶルカートが、俺とミュウに声を掛けてくる。

　確かに、満腹度はちょっと減っているな、と思いながら、ミュウとリゥイ、ザクロと共に坂道をゆっくりと歩いて追いかける。

「あーあ。それにしても時間掛かっちゃった。みんなもうお花見始めてるんだろうなぁ」

「まぁまぁ、花見の重箱にはミュウのリクエストしたおかずを用意したから機き嫌げん直せよ」

「ほんと！　やったぁ！　ユンお姉ちゃん大好き！」

　そう言って、俺に抱だき付いてくるミュウに、全く、と溜ため息いきを吐はき出しながらも微び苦く笑しようを浮かべる。

「よーし、ユンお姉ちゃんのお弁当を食べながら、花見中はリゥイを侍はべらせて楽しむぞ！」

　そう言うミュウの欲よく望ぼうダダ漏もれの宣言に、スッと幻術で姿を隠かくすリゥイ。

「リゥイが嫌いやがりそうだから、止やめて差し上げろ」

「えー」

「えー、じゃない」

　そんな他愛のない話をしながら、綿花のような樹きのある山頂に無事に辿たどり着く。

　そこでは、既すでにミカヅチたちが待っていたが、少しだけ様子がおかしい。

「あれ？　もっと多くの人がいるはずじゃないの？」

　ミュウが呟いた通り、本来なら【迷いの森】を抜けて到とう着ちやくしているパーティーが10組以上いるはずだ。

　だが、この場にいるのは、ミカヅチとセイ姉ねぇのギルド【ヤオヨロズ】の精せい鋭えいたちの他ほかに、タク、ガンツ、ミニッツのパーティーや花見企き画かくに参加した外部のプレイヤーを合わせて26名だけだ。

　そして、なぜかピリピリとした雰ふん囲い気きを醸かもし出すミカヅチたちにゆっくりと近づき、山頂の樹の側そばに30人目のプレイヤーである俺が足を踏ふみ入れた時、変化が起こった。





──緊きん急きゆうＲクエスト：アビス・スパイダー討とう伐ばつ。

目覚めた【アビス・スパイダー】を複数パーティーで協力して倒たおせ──０／１






　白い綿の固まりのような樹が内側から縦に裂さけ、その中から黒い繊せん毛もうに覆われた細長い手がこじ開けるように現れる。

『フシャァァァァァッ──！』

　綿花のような樹の内側から、威い嚇かくするような声と共に、それは姿を現す。

　三対ついの赤い蜘く蛛も目がこちらを見下ろし、ずるりと白い綿の内側から外に出てくる。

「全員、戦せん闘とう準備だ！」

　巨きよ大だい蜘蛛の登場にミカヅチが号令を発すれば、【ヤオヨロズ】の精鋭プレイヤーたちを中心に、それぞれの武器を構える。

　その素す早ばやい切り替かえに、流石さすが【ヤオヨロズ】の精鋭プレイヤーたちだと感心する。

　だが、そんなことより──

「──ここには敵ＭＯＢがいないはずだろ……」

　俺の呟つぶやきの間にも、巨大蜘蛛が樹の先端まで登り、尻しりを高く掲かかげ、そこから糸を放つ。

　太く、艶つややかな糸は、空中を舞まい、樹の幹を中心に蜘蛛の巣すを頭上に作り出す。

　遅おくれて俺たちは、気がついた。

　これは、綿花のような樹ではなく、巨大蜘蛛の巣であったことに。

　一本の樹を中心に放射状に広がる蜘蛛の巣と、それを見上げるプレイヤーたち。

　そして巨大蜘蛛のボスＭＯＢの【アビス・スパイダー】が赤い瞳ひとみでこちらを見下ろしてくる。







　　　六章　巨きよ大だい蜘ぐ蛛もと空くう天てん狐こ







「変則的な戦闘になる可能性があるぞ！　全員、速すみやかに前後衛に分かれろ！」

　再び発せられるミカヅチの号令に、ギルド【ヤオヨロズ】の精鋭プレイヤーたちはすぐに動き出し、巨大蜘蛛を見上げて対たい峙じする。

　それに対して、俺たちは──

「うーん。赤黒い蜘蛛かぁ……ちょっと気持ち悪いけど、あの蜘蛛の糸は、綺き麗れいだなぁ」

「ミュウ、気にするところそこなのか！」

　まるで緊きん張ちよう感かんのないミュウの言葉に、思わずツッコミを入れてしまう俺。

「嬢じようちゃんたちも前後衛に分かれろ。それと何人かの前衛は後衛の護衛に付いてくれ！　これから相手の行動パターンを見ながら動くから！」

　そう言って、俺たちに指示を出すミカヅチは、【ヤオヨロズ】の精鋭以外で動きの遅れているプレイヤーにも次々と指示を出す。

「そう言えば、セイお姉ちゃん。他にもここに到着したプレイヤーがいるんじゃないの？　どこにいるの？」

　ミカヅチが前衛で指示を出し続ける一方で、俺やミニッツたち後衛を率いるセイ姉ぇに、ミュウが疑問を投げかける。

「そうね。先に到着していた６パーティーは【アビス・スパイダー】との戦闘になって、死に戻もどりしちゃったわ。私たちが到着した時には、もういなかったの」

　何らかの出現条件を満たしたために現れたレイドボスである【アビス・スパイダー】と、俺たちもこうして対峙することとなっていた。

「クエストの発生条件は何でしょうか？　この場所は、敵ＭＯＢがいないはずですよね」

「うーん。先着の誰だれかが前提条件をクリアしていたか、レイドボスの討とう伐ばつ推すい奨しよう人数がこの場に集まったとかかしら？」

　樹の上からこちらを見下ろしてくる巨大蜘蛛に対して、後衛の護衛に立つルカートが疑問を口にすれば、セイ姉ぇが自身の予想を口にする。

「全員、警けい戒かいしろ！　安全マージンは十分取れ！」

　そして、樹の天辺から蜘蛛の巣を伝って移動を始める巨大蜘蛛。

　縦糸と横糸を足場に、巨体に見合わぬ速さで動く蜘蛛に、全員が目を見開く。

「ううっ、普ふ通つうのピクニック気分で参加したのに、なんでこうなる」

「ユンっち、ドンマイ」

「まぁ、諦あきらめろ」

　右の肩かたをリーリーが叩たたき、左の肩をタクに叩かれて、恨うらみがましく２人に目を向ける。

「よし、前衛、武器を構えろ！　嬢ちゃんは、サポートだ！」

「全く、結局はこうなるのかよ。《ゾーン・エンチャント》──アタック、ディフェンス、スピード！」

　ミカヅチの号令と共に、ミュウやタクたち前衛プレイヤーにエンチャントを重ね掛がけする。

　俺の方も後衛のプレイヤーに混ざって態勢を整える。

「リゥイは戻れ。ザクロは、俺の側で待機してくれ」

　この１本の樹を中心とする山頂では、リゥイに不利だと感じ、召しよう喚かん石に戻す。

　一方ザクロの能力は、未知数だが、３本の尻しつ尾ぽによる防ぼう御ぎよができるために、俺の側に置いておく。

「ザクロ。これが初戦闘になるけど大だい丈じよう夫ぶか？」

「きゅっ！」

　やる気十分な返事を聞く。

　そして、セイ姉ぇやミニッツたち後衛が巨大蜘蛛に先制攻こう撃げきの魔ま法ほうを放ち始める。

「いきなさい！　──《アイス・ランス》！」

「少しは脚あしを止めなさい！　──《エンゼル・リング》！」

　セイ姉ぇが小手試だめしの氷ひよう槍そうを放つも、巨大蜘蛛は易やす々やすと避よけ、ミニッツも光り輝かがやく輪の拘こう束そく魔法を放つが避けられる。

「燃やし尽つくせ！　──《プロミネンス・ドラグーン》！」

　ＧＶＧギルド・バーサス・ギルドで土ど囊のうの簡易陣じん地ちを破は壊かいした【ヤオヨロズ】の精鋭の魔法使いは、その時と同じ炎ほのおの竜りゆうを生み出し、蜘蛛の巣を焼き尽くそうとする。

　だが、蜘蛛の巣は燃え残り、巨大蜘蛛が燃えていない場所を選ぶようにして移動している。

　蜘蛛の巣は、不ふ壊えオブジェクト扱あつかいなのか、一定時間、燃え続けるが、次し第だいに鎮ちん火かする。

「後衛！　武器が届かない！　足場を頼たのむ！」

「分かったわ。──《アイス・エイジ》！」

「俺も──《ストーンウォール》！」

　セイ姉ぇが氷の足場を生み出し、直接蜘蛛の巣に上がれるように坂道を作り出す。

　俺もまたセイ姉ぇを真ま似ねて、高さの違ちがう石壁を階段状に生み出すが、こうした魔法の扱いに慣れていないために、段差がマチマチになる。

「よし、俺が直接、巣から叩き落とす！」

　そして、作り出された足場を利用して、蜘蛛の巣の上に登ったガンツは、糸の上を駆かけ出し、巨大蜘蛛に迫せまる。

　縦糸と横糸の張り巡めぐらされた巣の上でバランスを保ちながら駆け登り、巨大蜘蛛に拳こぶしを振ふり上げる。

「くらえ！　──《重撃》！」

　足場の悪い蜘蛛の巣の上では、連撃系のアーツは不安だと感じたのか、単発発動のアーツを巨大蜘蛛の背に叩き込む。

　その一撃に蜘蛛の巣全体が揺ゆれ、巨大蜘蛛にダメージを与あたえる。

　それと同時に、逆立つ黒い繊毛がガンツの拳に突つき刺ささり、反射ダメージを与える。

「くっ、割に合わないけど、攻撃は続ける！　──《重撃》！　《重撃》！　《鬼おに狩がり蹴げり》！」

「ちょっとはペース配分考えなさいよ！　──《ハイ・ヒール》！」

　反射ダメージを無視して殴なぐり掛かるガンツを見て、ミニッツが文句を言いながらも、回復魔法を使う。

　ガンツは、殴る蹴るを繰くり返し、攻撃を続ける。

　巨大蜘蛛が脚を振るう攻撃では、一度距きよ離りを取り、蜘蛛の糸の反発力を利用して再び接近して殴りかかる。

　蜘蛛の巣の上を高速で動く巨大蜘蛛は、ガンツの打撃を受け続けるが、反撃らしい反撃をしない。

　だが、黒い針のような繊毛がガンツの両りよう腕うでに突き刺さり、殴るほどに反射ダメージを与える。更さらに──

「うげっ、【毒５】と【呪のろい５】とかひでぇ！」

　殴れば殴るほど、繊毛に滲にじむ毒液で状態異常バツド・ステータスを受け、その影響が増していく。

「ガンツ、一度戻って回復してもらえ！」

　ガンツが１人で猛もう攻こうしていたが、それでもＨＰが大きく減らないのは、流石レイドボスだ。

　俺の声に、ガンツが回復のために離り脱だつしようと蜘蛛の巣の隙すき間まから降りてこようとした瞬しゆん間かん、巨大蜘蛛が動きを見せる。

「ガンツ、避けろ！」

「空中なんで無理！」

　尻先を掲げて、ネット状に広がる蜘蛛の糸を放った巨大蜘蛛は、空中にいたガンツを絡からめ取り、巣に吊つるす。

「誰かー！　助けてくれー！」

「──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　俺は、ガンツを吊るす蜘く蛛ものネットを支える糸に矢を放ち、切り落とす。

　巨きよ大だいな足場となる蜘蛛の巣に比べて、獲物を吊るす細い糸は簡単に切れた。ガンツは地面に落ちると同時に、自力で内部から蜘蛛のネットを破り脱だつ出しゆつする。

「ごめん、ユンちゃん。助かった」

「全く、油断してるなよ。ほら、ミニッツに回復してもらえ」

「ホント、ガンツは馬ば鹿かなんだから……」

　ミニッツの回復魔法によって、ガンツはＨＰと重度の状態異常バツド・ステータスを回復させ、戦線復帰する。

　ただ、先ほどのように無茶な接近戦ではなく、巣の真下に回り込んで、遠距離アーツによる攻撃に切り替えたようだが、相手の速い動きで避けられる。

「いっけぇ！　──《ソル・レイ》！」

「はっ！　──《ソニック・エッジ》！」

　俺やセイ姉ねぇが足場を作っても、逃にげ回る巨大蜘蛛に中々直接攻撃が当たらず、前衛たちも出の速い遠距離スキルに切り替えていく。

「くそっ、速い」

　前衛が蜘蛛の巣の下に回り込んで攻撃を仕し掛かけようとするが、巨大蜘蛛は縦じゆう横おう無む尽じんに蜘蛛の巣を駆け回り、ネット状の蜘蛛の糸を放ってくる。

　ほぼ予備動作なしで逃げながら放ってくるネット状の蜘蛛の糸に次々と前衛のプレイヤーたちが絡め取られ、吊るされていく。

　俺は、弓矢を連続で放ち、彼らを吊るす蜘蛛の糸のネットを支える糸を切って助け出す。

「ちょっと、なんで助けるスピードより糸に捕つかまるスピードが速いんだよ！」

「ユンっち、僕も手伝うよ。シアっちもお願い」

　俺が矢を放つ一方で、リーリーは俺の隣となりに立ち、吊るされたプレイヤーたちを助け出すために、不死鳥のネシアスに指示を出す。

　ネシアスは、上空で羽ばたき、炎の羽根を飛ばして、ネットを支える蜘蛛の糸を焼き切る。

「この速さでのプレイヤーの拘こう束そく。前のパーティーはこれでやられたのかしら？」

　セイ姉ぇの分ぶん析せきを聞いていると、今度は、３人同時に蜘蛛の糸のネットに捕まり吊るされた。

　そのプレイヤーたちを助けるために、矢を番つがえようとした時──

「──っ!?　全員、防御！」

　セイ姉ぇの指示と共に、後衛の魔ま法ほう使つかいたちが協力して全方位に防御魔法を張る。

　すると、巨大蜘蛛が蜘蛛の巣の反発性を利用して、一気に俺たち後衛の密集する真上までジャンプで移動してくる。

　また、着地と同時に、蜘蛛の巣の間から針のような繊せん毛もうを降らせる。

「なんとか、これで防げるわね」

　魔法使い全員が全方位に防御魔法を展開し、その中で一ひと塊かたまりになる。

　各個撃げき破はされないための円えん陣じんに一いつ瞬しゆん安あん堵どするも、巨大蜘蛛は尻しり先から糸を出し、後ろ脚でそれを丸め糸玉を作っていく。

「全員、防御を解除して散開！」

　そして、でき上がった糸玉が巣の上から振り落とされる。

　正面だけは解除せずに残していた防御魔法が糸玉によって粉々に砕くだかれる。

「やらせません！　くっ、きゃっ──!?」

「きゃっ！」

　セイ姉ぇの指示で散開したプレイヤーたちだが、中心付近にいたために逃げ遅おくれたミニッツ。

　そんなミニッツを守るために正面でバスタードソードを構えて防ごうとしたルカートだが、ミニッツと共に弾はじき飛ばされた。

『きゅ～っ！』

　砕かれた防御魔法と共に後方に弾き飛ばされるミニッツとルカートだが、その体を黒い柔やわらかなものが受け止める。

「えっ、あれ？　なにこれ？」

「ザクロ、よくやった！」

　ザクロは３尾の内の２本を伸のばして弾き飛ばされた２人を受け止め、残ったもう１本の尻尾で糸玉を捉とらえていた。

　だが、容易に糸玉を切り離はなし、再び蜘蛛の巣を駆け出す巨大蜘蛛。

『きゅぅ～』

「そう気落ちするな。初めての戦せん闘とうとしては、凄すごかったぞ」

　俺はミニッツとルカートを助けたザクロを褒ほめ、そして反撃のために逃げる巨大蜘蛛を見上げる。

「さて、ザクロの頑がん張ばりに負けないようにやるか。──《ゾーン・シュートボム》！」

　地属性の《ボム》の上位魔法である追つい尾び爆ばく弾だんの魔法《シュート・ボム》に【空間系】スキルを組み合わせる。

　巣の上には、視し認にんする範はん囲いで３発の追尾爆弾が発動される。

『フシャァァァァァッ──！』

　至近距離で発生した３発の追尾爆弾が巨大蜘蛛に殺さつ到とうし、多重爆ばく発はつを引き起こす。

　一つの対象に一つの魔法という制約の《ゾーン・ボム》は、密集地での連チエ鎖ーンボーナス狙ねらいには有効だが、単一の敵には使えない。

　逆に《ゾーン・シュートボム》は、敵ＭＯＢではなく視認した空間を対象に展開できるので、単一の敵への同時爆ばく破はが狙える。

「まぁ、当たったけど、流石さすがレイドボスだけあって、手て応ごたえを感じないな」

　そして、濛もう々もうと立ちこめる黄色の煙けむりの中から、蜘蛛の巣を伝って逃げ出す巨大蜘蛛。

「もっと発動する《シュートボム》の数を増やすか」

　俺の場合は、自身のＭＰが許す範囲での同時座標発動であるために、発動数はＭＰの最大値に左右される。

　また発動させる魔法の数を増やせば、その分要求されるＭＰも増え、次のスキルまでの待機時間デイレイ・タイムが長くなる。

「１発の命中率はいいかもしれないけど、ＭＰ効率が悪いからな」

　俺の持ちＭＰの関係上、《シュートボム》の同時発動は、最大５発が限界だろう。

　セイ姉ぇは【遅ち延えん】系センスと組み合わせて20発以上の魔法を展開できるんだよな、と考えつつ、ＭＰポットで回復する。

　前衛は、攻こう撃げきの命中率が悪いが、遠距離アーツで少しずつダメージを与えている。

　後衛もダメージを与えようと魔法を放ち続け、前衛よりも多くダメージを与えているが、あまりダメージを与えてヘイト値を稼かせぎ過ぎると、一気に後衛に襲おそいかかってくる可能性がある。

　どうやったら上う手まく倒たおせるか、攻こう略りやく法を考えながら、序じよ盤ばん戦せんが過ぎていく。




　　　　●




　少しずつ巨大蜘蛛の動きに慣れ、攻撃を当てられるようになった後衛の魔法使いたち。

　それにより、一定のダメージを巨大蜘蛛に与えると蜘蛛の巣から落ちてくることが分かった。

　後衛の魔法で巨大蜘蛛を地面に落とし、前衛が集団で攻せめ立てる、という攻略法が、暫ざん定ていではあるが決まり、プレイヤー側が勢いづく。

「後衛の魔法使い、弾だん幕まく薄うすいぞ！　魔法をもっと増やせ！　前衛は、落ちてきたところを囲め！」

　ミカヅチの指示に、後衛が一いつ斉せいに巨大蜘蛛に魔法を放つ。

「いくわよ。──《アクア・バレット》！　《アイス・ランス》！」

「これならどうだ！　──《ゾーン・シュートボム》！」

　セイ姉ぇが何十発と溜ため込んだ魔法を一気に解放する。

　いくら動きが速くても、弾幕のような魔法をその巨きよ体たいで避よけることができずに当たってしまう。

　そして、再び逃げ出そうとする進行方向に俺が５発の追尾爆弾を生み出し、至近距離で多重爆破を引き起こす。

「落ちてきた！　今だ、畳たたみかけろ！　──《六ろく連れん旋せん打だ》！」

「これなら避けられないよね！　──《ナインソード・スラッシュ》！」

　連続で六角棍こんの突つきを放つミカヅチと、九連続斬ぎりのアーツで側面から斬りかかるミュウ。

　針のような繊毛がダメージを軽減し、ダメージの一部を状態異常バツド・ステータスと共にプレイヤーに反射するが、それでも地上で攻撃を受けるのを嫌いやがるように長い蜘蛛脚あしを振ふり回して、逃げようとする。

　そして──

「逃げるなよ。もう少し付き合えよ！」

『フシャァァァァッ』

　いつの間にか、蜘蛛の巣の上に登っていたタクが、巣の隙すき間まから落ちると共に、巨大蜘蛛の背中に長ちよう剣けんを突き刺さす。

　根元まで突き刺さった長剣を引き抜ぬき、暴れる巨大蜘蛛の背から飛び降りるタク。

　しかし、ダメージを与あたえるほど反射ダメージも大きくなるのか、タクは大きくＨＰを減らし、強度の高い【毒】と【呪のろい】の状態異常バツド・ステータスを受けていた。

「すまん、回復を頼たのむ！」

「はいはい。ちょっと待ちなさい。──《ハイ・ヒール》《キュア》《ディスペル》！」

　回復役のミニッツが素す早ばやくタクのＨＰと状態異常バツド・ステータスを回復させ、再び前衛に送り出す。

「うーん。ちょっと回復魔法の使用頻ひん度どが多いかな。ユンちゃん、ＭＰポット分けてくれる？」

「はい。あと、ＭＰ節約するなら、【毒】と【呪い】の状態異常バツド・ステータス回復薬も渡わたしとく？」

「ありがとう。使わせて貰もらうわ」

　後衛の俺とミニッツは、そうしたやり取りをしつつ、戦闘中でもより効率的な動きを模も索さくする。

　巨大蜘蛛は、直接の攻撃力は高くないが、反射ダメージと状態異常バツド・ステータスが厄やつ介かいなために、こちらは回復魔法の需じゆ要ようが高い。

　逆に言えば、ただそれだけなので、安全マージンさえ気をつければ倒される可能性は低い。

　現に、一度無茶して攻撃を続けた前衛プレイヤーは、倒れただけですぐに蘇そ生せい薬で戦線復帰した。

　だが、現状判明している巨きよ大だい蜘ぐ蛛もの能力だけでは、俺たちより前に辿たどり着いたパーティーたちが全ぜん滅めつさせられたとは思えない。

　そんなことを考えている間に、地面に落ちた巨大蜘蛛は、プレイヤーたちの妨ぼう害がいを振り切り、その素早い動きで巣の上に逃にげてしまった。

　だが、今回は、少しだけ行動に違ちがいがあった。

「樹きの天辺まで逃げていくぞ！」

　誰だれかが口にした言葉に、俺たちが巨大蜘蛛を見上げる。

『フシャァァァァッ──』

　そして樹の天辺で体の繊毛を逆立てると、手足を擦こすり、黒っぽい粉を風に流して広げていく。

「状態異常バツド・ステータスの可能性もあるから、距きよ離りを取って、ポーションを準備しろ！」

　ミカヅチの指示に全員が距離を取る。

　その粉はすぐに風に溶とけて見えなくなり、全員が見えない脅きよう威いに警けい戒かいする。だが、誰一人として状態異常バツド・ステータスを受けていない。

　その代わりに、周囲や綿花のような蜘蛛の糸の塊かたまりの中から、ゾロゾロと黒い小蜘蛛が姿を現す。

「チッ、取り巻きを呼ぶ行動だったか！」

「──っ!?」

　思わず、声のない叫さけびを上げてしまう俺に、隣となりに立つリーリーも顔を青くしている。

　見回す視界一いつ杯ぱいに、カサカサと動く真っ黒な小蜘蛛たち──【プチアビス・スパイダー】。

「うわぁぁっ!?　んっ!?」

　小蜘蛛と言っても、大きさは人間の顔ほどもあり、跳ちよう躍やく力や糸を使った移動もする。

　次々と現れる小蜘蛛たちがプレイヤーの顔や体に張り付き、嚙かみつき、針のように細い体毛が体に突き刺さる。

「小蜘蛛に取り付かれるな！　身動きが取れなくなるぞ！」

　ミカヅチが六角棍を大きく振るい、小蜘蛛たちを払はらいながらプレイヤーたちに指示を出す。

　最初に取り付かれた数人のプレイヤーは味方の助けで小蜘蛛が引き剝はがされたが、顔色が悪く、精神的なダメージの方が大きいようだ。

　そんな小蜘蛛たちの中には、蜘蛛の糸で作った白い塊を引き摺ずり、巨大蜘蛛の前まで運んでいる個体もいた。

　そして、運び込まれた白い塊に牙きばを突き立てる巨大蜘蛛。

　中身を吸う巨大蜘蛛は、白い塊が萎しぼむのに合わせてＨＰを回復させていく。

「うげっ……なんか吸い取ってるよ」

「厄介だな。攻撃の最優先は、あの白い塊だ！　巨大蜘蛛のところに運ばれる前に破は壊かいしろ！」

　ミカヅチの指示と共に駆かけ出す前衛たちだが、それを阻はばむ小蜘蛛たち。

「ユン！　雑ざ魚この掃そう討とうを頼むぞ！」

　タクの声に、俺は鳥とり肌はだの立つ腕うでを摩さすりながら、ゾロゾロと蠢うごめく小蜘蛛の群れを直視しなければならない。

「わかった！　──《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》！」

　俺は白い塊に向けて、１本の矢を放つ。

　その矢を起点に発生した風圧が次々と小蜘蛛を蹴け散ちらし、空白地を生み出して白い塊までの道を切り開く。

「ユン、後は任せたぞ！」

「後は任せたって……ひぃぃっ！」

　前衛の動きを止めるために蠢いていた小蜘蛛たちが、ザッと一斉に俺の方に目を向ける。

　赤く輝かがやく無数の目を向けられて、生理的嫌けん悪お感かんに今まで以上に悲鳴を上げる。

「ユンちゃん１人でヘイトを稼ぎ過ぎたんだね！　後衛はユンちゃんを守るわよ！　──《アイス・エイジ》！」

　そう言って、杖つえを掲かかげるセイ姉ねぇは、俺を起点とした地面に白く凍こおり付く領域を作る。

　氷魔ま法ほうの《アイス・エイジ》は、【速度低下】や【寒冷ダメージ】を引き起こす範はん囲い支し援えん魔法だ。その上を通過して俺に迫せまろうとする小蜘蛛たちは動きが遅おそくなり、後衛の護衛であるリーリーとルカートたちに討うち取られていく。

　だが、数が多く、寒冷ダメージのスリップダメージだけでは倒し切れないために、護衛をすり抜け、接近を許してしまう。

「ううっ、──【ボム】！　【クレイシールド】！」

　近づいてくる小蜘蛛に対してマジックジェムを投げ込み、対応する。

　近づいてきた小蜘蛛数匹ひきを【ボム】の魔法で纏まとめて吹ふき飛ばし、【クレイシールド】のマジックジェムで土つち壁かべを生み出して進行を阻止しようとするが、乗り越こえて近づいてくるので、時間稼ぎにしかならない。

　そして──

「ひっ！　この！」

「ユンさん!?　くっ！」

「こっちも数が多いよ。──《ソード・ダンス》！」

　地上の小蜘蛛の対処に追われ、頭上に張り巡めぐらされた蜘蛛の巣から落ちてくる小蜘蛛の対処が疎おろそかになっていた。

　１匹ぴきが落下と共に俺の腕に取り付いたのを振り払い、ベルトに留めてある包丁を引き抜き、突き刺して倒すが、それを契けい機きに次々と降ってきて、後衛プレイヤーに取り付いていく。

　ルカートのバスタードソードの一ひと振ふりで一度に何匹も倒し、リーリーが両手のナイフを振るい手数で倒していくが、こちらまで手が回らない。

「──《グラム・ソード》！　はぁ！　たぁ！」

「私だって負けないわよ！　はぁっ！」

　そんな状じよう況きようでセイ姉ぇは下級の魔法を数十発と維い持じしつつ、杖に水の刃やいばを生やして、襲ってくる小蜘蛛を斬り捨てる。

　ミニッツは、メイスのスイングで次々と小蜘蛛を叩たたき潰つぶし、多少のダメージを受けても自身の回復魔法で癒いやし、怖おじけずに小蜘蛛を倒たおしている。

　そして、意外に奮ふん闘とうしているのが──ザクロだ。

「ザクロ、凄すごいなぁ！　雑魚には強いんだな。俺と同じだ」

　３本に増えた尻しつ尾ぽを伸のばし、薙なぎ払うようにして小蜘蛛を倒していく。

　それぞれの尻尾の先に狐きつね火びを灯ともし、殴なぐるだけではなく狐火による追加のダメージも与えていく。

　情けない俺の代わりに奮闘するザクロに少しだけ勇気づけられ、俺もやる気を出す。

「ザクロに負けてられない！　消えてなくなれっ！　──《ゾーン・ボム》！」

　全すべてを対象にするには数が多すぎるが、【空の目】で《ボム》の爆ばく破は範はん囲い内の小蜘蛛をターゲットに《ボム》の魔法を発動させる。

　ＭＰの許す限り《ボム》を発動させ、起点となる小蜘蛛の周囲を爆破して、小蜘蛛の数を大おお幅はばに減らす。

「ユンちゃん、いい仕事するわ。──《ダイアモンド・ダスト》！」

　セイ姉ぇが溜めていた上級魔法が、頭上に広がる蜘蛛の巣にいる巨大蜘蛛を起点に広がる。

　空気中の水分が凍り付き、光を反射して輝く光景は綺き麗れいだが、その範囲には恐おそろしいほどの冷気が広がっていく。

　その冷気の塊に触ふれた巨大蜘蛛は、毛を逆立て、手足を縮めて蜘蛛の巣の上から落ちた。また、小蜘蛛たちも冷気に耐たえきれずに痙けい攣れんしてひっくり返り、光の粒りゆう子しとなって消える。

「セイ姉ぇ、俺より凄い」

「ユンちゃんが余よ裕ゆうを稼かせいでくれたお陰かげよ」

《ゾーン・ボム》以上に雑魚殲せん滅めつに貢こう献けんするセイ姉ぇにそう返される。

「今だ！　取り巻きも消えた！　囲んで叩け！」

　ミカヅチの号令に、前衛たちが次々に攻こう撃げきしてダメージを与えていく。

「３組に分かれろ！　１組と２組は交こう互ごに巨大蜘蛛を叩け！　３組目は、邪じや魔まされないように取り巻きの残党を潰せ！」

　針のような繊せん毛もうの反射ダメージを受けて、回復のために交代した隙すきを突いて、蜘蛛の巣の上に逃げられること既すでに数回。

　その反省を生かし、２組に分けて交互にその行く手を塞ふさぐミカヅチたち。

　前衛を複数の組に分けることで交代時の隙を少なくし、交代後の回復をスムーズに行えるようにしている。

「あそこまで大勢で囲むと個々に手が出しづらいから、何人かは取り巻きを倒すか」

　レイドボスの【アビス・スパイダー】だが、その大きさは中型以上大型未満であるために、一度に相対できるプレイヤー数が限られている。

　あぶれた前衛の３組目と後衛の俺たちは、取り巻き掃討のサポートに回る。

　俺がエンチャントの重ね掛がけをし、セイ姉ぇとミニッツで前衛を回復し続け、ルカートとリーリーは近くにいる取り巻きを１体ずつ倒している。

「とりあえず、いい感じで攻撃できているのかな？」

　逃げようとする巨大蜘蛛の行く手を塞ぎ、攻撃を加え、一時は９割まで回復したＨＰを７割まで減らすことができた。

　だが、巨大蜘蛛も一方的にやられるだけではない。

『フシャァァァァッ──』

「ちっ、避よけろ！」

　囲まれた状況から脱だつ出しゆつするために、尻しり先を高く掲げ、周囲に蜘蛛の糸をまき散らす。

　それが風に乗り、前衛たちの手足に触れ、瞬しゆん間かん的に固まる。

「きゃっ!?　もぅ、ベタベタくっつく！」

「くそ、取れない！　動けば動くほど、絡からまる」

　ミカヅチを含ふくむ数人は避けることができたが、ミュウとタクを含む前衛が蜘く蛛もの糸に捕つかまってしまう。

　巨きよ大だい蜘蛛はその隙を突ついて逃げ出し、前衛プレイヤーたちが追つい撃げきするも、小蜘蛛が体を張って妨ぼう害がいするために、蜘蛛の巣の上に逃にげられてしまう。

　そして──

「えっ、吊つるされる!?」

「クソ、千ち切ぎれねぇ！」

　頭上の巨大蜘蛛が前脚を動かし、糸を手た繰ぐり寄せる動きをすると、蜘蛛の糸に絡め取られたミュウやタクたち前衛が吊るされてしまった。

　地面に足が付かずミュウたちがジタバタとする中で、俺は、弓に矢を番つがえて吊っている蜘蛛の糸を狙ねらい、他ほかのプレイヤーが吊るされていた時のように、次々と矢を放ち、糸を切って地面に下ろしていく。

　リーリーも装備を投げナイフに切り替かえて放ち、短時間で前衛たちを救い出すことができた。

「ユンお姉ちゃん、リーリーくん！　ありがとう！」

「サンキュー、よし反はん撃げきするか！」

　ミュウとタクは、綺麗に着地するが、解放されたプレイヤーたちを追撃するために、巨大蜘蛛が巣の上で糸玉を作り始める。

「態勢立て直しの時間を稼ぐ！　──《ゾーン・シュートボム》！」

『フシャァァァァッ──！』

　至近距きよ離りで生み出した５発の追つい尾び爆ばく弾だんを背中に受け、叫さけびを上げる巨大蜘蛛。

　黄色い煙けむりが立ちこめる中、その煙を突き破って高く跳ちよう躍やくする巨大蜘蛛は、真まっ直すぐに俺の真上に飛んでくる。

「後衛、散開して！」

　今度は、糸玉で後衛が崩くずされないように、事前に散るように指示を出すセイ姉ぇ。

　だが、複数の魔法スキルを発動させた硬こう直ちよく時間でその場から動けない俺が取り残され、ただ１人巨大蜘蛛と対たい峙じする羽目になってしまった。

『フシャァァァァッ──！』

「ユンちゃん！」

　威い嚇かくするように声を上げる巨大蜘蛛の尻先から伸びる糸玉が俺に迫る中、俺の体をザクロの３本の尻尾が包み込んで糸玉を受け止めた。

「きゅっ！」

「──ザクロ!?」

　が、いくらザクロの３本の尻尾が自動防ぼう御ぎよを有しているからと言っても、速度と質量のある攻撃をぶつけられて、押し負ける。

　ザクロ自身が小型の補助タイプの使し役えきＭＯＢなこともあり、頭上から振ふり落とされた糸玉に、俺はザクロの尻尾に包まれたまま後方に弾はじき飛ばされた。

「くっ！　あぐっ！」

「きゅぅっ──！」

　尻尾で俺を包み込んでいたために、俺に引き摺ずられるようにして後方に弾き飛ばされるザクロ。

　ザクロのお陰で俺はダメージを軽減できたが、引き摺られたザクロは、黒い毛並みがボロボロである。

「ザクロ……今、回復してやるからな」

　俺は立ち上がって、苦しそうに蹲うずくまるザクロに近づき、インベントリから取り出したメガポーションを振りかける。

　一度に多くのＨＰを失ったザクロは、【気絶】の状態異常バツド・ステータスを引き起こしているが、毛並みの汚よごれは消えて苦しげな様子もなくなる。

「ふぅ、よかっ──きゃっ！」

　安あん堵どの吐と息いきを吐はき出した俺は、突とつ然ぜんの浮ふ遊ゆう感かんに小さな悲鳴を上げる。

　一いつ瞬しゆん、何が起きたのか分からず、とっさに気絶したザクロを守るために両りよう腕うででしっかり抱だきかかえると、足が地面から離はなれるのが見えた。

『フシャァァァァッ──！』

「ユンお姉ちゃん！　今、助けるよ！　くぅ、邪魔だよ！」

　助ける側だった俺が、ネット状の蜘蛛の糸に捕まり吊るされているのが分かった。

　そして、そんな俺を助けようとミュウが駆かけ出しているが、その途と中ちゆうで、いつの間にか新たに呼び出されていた取り巻きの小蜘蛛たちが襲おそいかかっていた。

「リーリーは……手が空いてないか。自力で脱出は無理かな」

　膝ひざを抱かかえるように体を丸めた体勢で捕まっており、左腕でザクロを抱え直す。

　不自由な体勢で取り出した包丁の刃はを当てて蜘蛛の糸のネットに押しつけるが、切り裂さくことができなかった。

「ダメか。でも、何十回とやっていたら自力で脱出できそうだな。一番切りやすいのは、吊るしている糸か」

　ネットの中はスペースがなく、体勢も悪いために、取り回しの難しい長弓は使えず、また直前に《ゾーン・シュートボム》を多用したためにＭＰは残り少なく、スキルの待機時間デイレイ・タイムが残っている。

　俺にできることはほぼなく、助けられるのを待っている状態だ。

　眼下では、俺たちを助けようと、取り巻きの小蜘蛛たちを掃そう討とうし、引き摺ってくる白い塊かたまりを優先的に破は壊かいするなど、それぞれが最適な人数で効率よく戦せん闘とうの役割をこなしている。

「あの白い塊って、やっぱり巨大蜘蛛の食料とかだろうなぁ……」

　巨大蜘蛛があの中身を吸ってＨＰを回復させたことから、そんなことを想像してしまう。

　そして、蜘蛛の糸に捕とらわれた俺も──

「やっぱり、俺たちは餌えさ扱あつかいだったか！」

　頭上で見下ろしていた巨大蜘蛛が俺の元に降りてくる。

　俺を吊るす糸を伝うようにして真上から降りてくる巨大蜘蛛を見上げると、三対ついの真っ赤な瞳ひとみと目が合う。

　巨大蜘蛛の牙きば先からは、唾だ液えきらしい黄色い液体が垂れ、俺の肩かたや頰ほおに落ちて白い煙を上げると、俺は僅わずかな刺し激げきと共にダメージを受ける。

　黄色い体液がザクロに掛からないように体を捩よじり、少しでも避よける。

　この唾液で餌をドロドロに溶とかしてから啜すすって回復しているのかも、と嫌いやな想像をしてしまう。

「プレイヤーは、一定時間捕まるとこうやって餌にされるのかな。嫌だなぁ、食べられるの」

　前に戦闘していたパーティーが全ぜん滅めつしたのは、巨大蜘蛛の餌になったからじゃないだろうか、と想像する間にも、俺の目の前までするすると降りて来る巨大蜘蛛。

「──きゅっ!?」

【気絶】から回復し目を覚ましたザクロは、目の前にいた巨大蜘蛛に体の毛を逆立て威嚇する。

　小こ狐ぎつねが巨大蜘蛛に一歩も引かずに対峙する姿にパートナーとして嬉うれしく思うが、追い詰つめられた状態で無理をする必要はない。

「ザクロは無理に付き合わなくていいぞ。──《送」

　迫せまる巨大蜘蛛の牙を見つめながら、ザクロを逃がすために《送そう還かん》のスキルを発動させようとするが、抱えていたザクロが俺の胸の中に沈しずみ込むように消える。

『きゅっ！』

　頭に響ひびくザクロの鳴き声と共に、俺を捕らえる蜘蛛のネットの中で炎ほのおが吹ふき上がる。




　　　　●




　俺を中心に炎が噴ふき出し、舐なめるようにネットを燃え広がって巨大蜘蛛に迫せまる。

　じりじりと蜘蛛の糸に広がる炎は、ザクロの狐火のようだった。

　そして、そんな炎に驚おどろきつつも熱さを感じない俺は、どうなっているのか確かめるために、胸むな元もとから消えたザクロを探す。

　すると、消えたザクロの代わりに、俺の腰こし辺りからオーカー・クリエイターの外着を押し上げるようにはみだす３本の黒い尻しつ尾ぽと、頭部に生えた狐耳に気づいた。

「何これ？　これってザクロの仕し業わざ？」
















『きゅっ！』

　肯こう定ていするように頭の中に響くザクロの鳴き声。

　そして勝手に動き出す３本の尻尾が、じりじりと炙あぶられる蜘蛛のネットの一部を摑つかみ、強引に引き千切り、穴を開ける。

『フシャァァァァッ──！』

　そんな俺を逃のがすまいと前まえ脚あしを伸のばす巨大蜘蛛だが、俺は背中から落下するようにネットから飛び出し、落ちながら長弓に矢を番える。

「お返しだ！　──《弓きゆう技ぎ・一いつ矢し縫ぬい》！」

　巨大蜘蛛は蜘蛛の巣の上を高速で動き、地上では前衛たちに囲まれていたために当てにくかったが、この至近距離ならば、当てられる。

　落下しながら放たれたアーツの矢は、真っ直ぐに巨大蜘蛛の目の一つに突き刺ささる。

『フシャァァァァッ──！』

「よし！　って着地考えてなかった！」

　至近距離からの強きよう烈れつな矢を目に受けて、ぎこちない動きで苦しむ巨大蜘蛛を見ながら、背中から落ちていく俺。

　アーツを使用した硬直時間で、着地するために体を捻ひねるが間に合わない。

　プレイヤーとしてのステータスで落下ダメージはある程度軽減されるだろうが、落下の衝しよう撃げきや痛みに備えて、俺はぎゅっと目を閉じて我が慢まんする。しかし地面に叩たたき付けられる前に俺は誰かに受け止められた。

「よっと、間に合ったな」

「……タク？」

「おう。それにしても面おも白しろい姿になってるな」

　背中から落ちた俺の下に回り込み、落下の衝撃を膝を曲げることで押し殺し、優やさしく受け止めたタク。

　落下で緊きん張ちようして強こわ張ばった体からふと力が抜ぬけ、しばし呆ぼう然ぜんとする。

　だが、そんな俺たちの姿を見る周囲は──

「むぅ！　あの位置に私がいたら、私がユンお姉ちゃんを受け止められたのに！」

「あらあら、タクくんが受け止めてくれたのね。ありがとう」

　妙みような対たい抗こう意識を燃やすミュウと、タクにお礼を言うセイ姉ねぇ。

「ヒュー、嬢じようちゃんを受け止めるなんて、やるねぇ」

「なぁっ！　またタクが美お味いしい場面持って行きやがった！　ブーブー！」

「「「ブーブー！」」」

　はやしたてる口笛を吹くミカヅチと、俺を受け止めたタクにブーイングするガンツと何人かの男性プレイヤーたち。

「おー、タクっち。かっこいいねぇ」

「えっ、あっ……その、いいものを見られました」

　素す直なおに感心するリーリーと、ほんのりと顔を赤くして恥はずかしそうにするルカート。また、ミニッツを含ふくむ女性プレイヤーたちは黄色い声を上げている。

　味方プレイヤーたちからの反応にキョトンとしつつ、今の状じよう況きようを確かく認にんする俺。

　俺を受け止めたタクの腕うでは、片方は俺の膝ひざ下した、もう片方は背中を支え──いわゆる、お姫ひめ様だっこで受け止められていたのだ。

「ちょ、下ろせ！　今すぐ下ろせ！　恥ずかしい！」

「暴れるなよ。舌した嚙かむぞ。それに──」

　周囲の反応を見て、俺は慌あわてて地面に立とうと暴れるが、タクの腕に押さえられて逃にげ出せない。

　タクは、そんな俺を嗜たしなめつつも、瞳に矢を受けて悶もだえていた巨きよ大だい蜘ぐ蛛もが復活し、こちらに針のような繊せん毛もうを降らせてくるのを、ステップを踏ふんで避よけた。

「──っ!?」

　流石さすがに、俺も敵からの攻こう撃げきを避けて逃げ出すタクの邪じや魔まをしないために、黙だまってその腕の中に収まる。

　それでも巨大蜘蛛の針の雨がタクに当たりそうになるが、ザクロの尻尾による自動防御が針の雨から俺とタクを守ってくれた。

「よし、ここまで来ればいいだろ。降ろすぞ、ユン」

「……んっ、ありがとう、タク」

　そして、後衛のいる場所まで逃げ切ったタクが、俺をそっと地面に降ろす。

「それじゃあ、俺は前衛の方に戻もどるから！」

　そう言って、再び駆け出すタク。

「よし！　また蜘蛛の巣から落として叩くぞ！　セイ！」

「いくわよ！　──《アイス・ランス》！」

　何十という氷ひよう槍そうが、逃げ回る巨大蜘蛛を捕らえ、地面に落とし、そこにミカヅチたち前衛が攻撃を加えていく。

　その後は、巣から落として、攻撃を加え、また巣の上に逃げては落とすを繰くり返し、少しずつ巨大蜘蛛のＨＰを減らす。

　そして、残りＨＰが３割を切ったところで、巨大蜘蛛が再び取り巻きの小蜘蛛を呼び寄せ──

「回復されるぞ！　阻そ止ししろ！」

　ミカヅチの言葉に全員で小蜘蛛を排はい除じよし、小蜘蛛が引き摺ずる白い塊の中身を吸うために降りてきた巨大蜘蛛に近づこうとする。

　俺も取り巻きの小蜘蛛を少しでも減らすために、《弓きゆう技ぎ・疾風はやて一いち陣じん》や《ゾーン・ボム》を使用する。

　スキル発動後の硬こう直ちよく時間中や死角からの攻撃は、俺から生える３本の尻尾が自動防ぼう御ぎよしてくれる。

「そう言えば、あれに毒って仕込めるのかな？　やってみる価値はあるか」

　俺は１人小さく呟つぶやき、インベントリから【麻ま痺ひ】の状態異常バツド・ステータス薬を合成した矢を取り出す。

　そして、それを弓に番つがえて、白い塊に放つ。

　巨大蜘蛛に近い白い塊の１つに【麻痺】の合成矢が突つき刺さり、矢の刺さった場所からじんわりと黄色に変色する。

　巨大蜘蛛は、そんな黄色く変色した塊の中身を吸おうと牙を突き立てる。

『フ、フシャァッ……』

　そして吸い始めたとたん弱々しい鳴き声と共に、【麻痺】の状態になり、８本脚あしを奇き妙みような形で震ふるわせる巨大蜘蛛。

「なんだか知らんが、ここで畳たたみかけろ！」

　ミカヅチの号令と共に、【麻痺】して動きの鈍にぶった巨大蜘蛛に次々とアーツが炸さく裂れつする。

　そして、そのまま押し切る形で巨大蜘蛛を倒たおすと、巨大蜘蛛は光の粒りゆう子しとなって消える。





──緊きん急きゆうＲクエスト：アビス・スパイダー討とう伐ばつ。

目覚めた【アビス・スパイダー】を複数パーティーで協力して倒せ──１／１






　突とつ発ぱつ的に始まったレイドボスとの戦いが終わり、俺たちは、安あん堵どする。

　そして、巨大蜘蛛のアビス・スパイダーが消え、綿のように蜘蛛の糸を付けた樹きから光の粒子が溢あふれ、辺り一面に広がっていく。

　その光景は、まるで白い桜さくら吹雪ふぶきのようにも見えるが、すぐに光の粒子が空中に溶けて消え、後に残ったのは一本の寒々しい落葉樹だった。

「綿花のような樹で花見するつもりが、葉っぱすらない樹になっちまった」

「花見どうするんですか……」

「まぁ、俺たち元々、花より団子ってメンツだけどな」

　そんな会話が聞こえる中、俺は葉っぱを失った樹に寂さびしさを覚え見上げる。

「折角の花見だと思ったのに、ただのピクニックになっちゃったな」

「きゅぅ～」

　俺の中に入り込んでいたザクロが、するりと首の後ろから抜け出し、外着のフードの中にすっぽりと入り込んで残念そうな声を上げる。

　そしてこの突発的な討伐クエストに参加していたプレイヤーに、新たな連チエ鎖ーンクエストが発生し、メニューに表示される。





──緊急クエスト：王おう花かざ桜くらの花咲さかせ。（残り72時間）




【アビス・スパイダー】が倒されたことによって【王花桜】の樹は花を咲かせることができる。しかし、花を咲かせるのに必要な養分が足りていない。




この間に一定以上の植物生育に有用なスキル・アイテムを使用し花を咲かせろ。

この期限が切れた場合、【プチアビス・スパイダー】が新たな巣を作るだろう。






　超ちよう弩ど級きゆうＭＯＢグランド・ロックの体内ダンジョンで、これと似た期限付きのクエストが発生したのを思い出し、樹を見上げる。

　必要な養分は──『０／３００』だ。

「リーリー、ちょっと来てくれ！」

「うん！」

　俺が呼ぶと、リーリーはネシアスを伴ともない近づいてくる。

　リーリーのメニューにもクエストが表示されたみたいだ。

「これって、植物に栄養をあげればいい、ってことだよね」

「そうだな。前に預けた植林道具って持っているか？」

「まだインベントリに入れっぱなしだよ！」

　そう言って、スコップや【中級肥料】、【植物栄養剤ざい】などを取り出すリーリー。

「それじゃあ、始めるか！」

　俺たちは花を咲かせるために動き始めるが、どう手伝えばいいか分からないミカヅチたちが、遠巻きにこちらを見ている。

　俺とリーリーは気にせず、作業していく。

「ここの土は硬かたいから、ユンっち、軽く掘ほり返して新しい土と入れ替かえよう！」

「なら、最初に腐ふ葉よう土どと【中級肥料】の両方を使ってみるか」

　そう言って、スコップで樹の太い根回りの土を退どかし、インベントリに入れていた腐葉土と中級肥料を七対三の割合で混ぜたものと入れ替える。

『──腐葉土：養分＋20ｐｔ、中級肥料：養分＋50ｐｔを追加。残り70／３００』

　どうやら腐葉土と中級肥料は、別々の養分補給アイテム扱あつかいになるようだ。

「ユンっち、お水をあげたいからリゥイっちを呼んでくれる？」

「わかった。リゥイ、出番だぞ──《召しよう喚かん》！」

　巨大蜘蛛のアビス・スパイダーとの戦せん闘とうでは、相あい性しようが悪いと判断し召喚石に戻したリゥイを召喚し直し、水みず遣やりを頼たのむ。

　仕方がない、といった感じで溜ため息いきを吐つくリゥイが樹の根元に水を撒まくと、ぐんぐんと樹の根が水を吸い上げ始めるが、まだ水が足りないようだ。

「ねぇ、ユンちゃん。私にもできることないかな？」

「ユンお姉ちゃん！　私も手伝いたい！」

「セイ姉ぇ、ミュウ……それじゃあ、セイ姉ぇはリゥイと一いつ緒しよに水遣りを頼む。ミュウはどうしようか」

　そう言って、セイ姉ぇとリゥイが水遣りを続ける横で、俺はミュウに頼めることを考える。

「わかった！　植物には日光が必要だから──《ライト》！」

「えっ、いや葉っぱがないから光合成とかしないんじゃ……って、認められるんかい」

　葉っぱがないのに光合成して養分を生み出し始める王花桜の樹って、ファンタジーだろ。もう、何でもありだな、と思いながら、追加された養分一覧を見る。

『──水遣り：10ｐｔ、光合成（光魔ま法ほう）：30ｐｔを追加。残り１１０／３００』

「僕は【植物栄養剤】を準備するから、シアっちとザクロっちは灰の準備をお願いね！」

　その一方で、リーリーは、ジョウロで遣る【植物栄養剤】を【生命の水】で薄うすめて準備をする。

　また、ザクロとネシアスには、リーリーが取り出した木材や【魔竹木】を燃やしてもらっている。

　木材や【魔竹木】を燃やしてできる灰も樹に遣るようだが、補助系の使し役えきＭＯＢのザクロとネシアスの火力では、灰になるまでに時間が掛かかるため、【火属性才能】の魔ま法ほう使つかいたちも手伝ってくれる。

　そして、真っ白に燃えた灰を風魔法で樹の根元まで運べば、養分として認識される。

『──生命の水：20ｐｔ、植物栄養剤：１００ｐｔ、灰：30ｐｔを追加。残り２６０／３００』

　俺は、他ほかに使えそうなアイテムがないか探す。

「……【除じよ虫ちゆう香こう】かぁ。虫除よけに使えるかな」

　養分ではないが、あの黒い小蜘蛛たちが寄りつかなくなるだけでも効果があるかもしれない、と思い【除虫香】を焚たくと──10ｐｔ追加された。

「これでもありなのかい……」

　そんな呟きと共に、残り30ｐｔをどうやって補うか考える。

　同一項こう目もくのアイテムやスキルの適用でのポイント追加は一度だけらしい。

　そして俺は、使える魔法がないか、メニューを開き、一つの魔法に目が止まる。

「そう言えば……覚えたんだよな」

【念動】センスのレベルが５を超こえており、《キネシス》の他に新たなスキルを覚えていた。

　使い勝手が悪く、ネタ扱いのＨＰやＭＰ譲じよう渡との《トランスファー》。

　回復魔法やポーションでも、巨きよ大だい蜘ぐ蛛もが巣くっていた樹に養分を与あたえることができるはずだが、なんとなくこの魔法を選せん択たくしてみる。

「まぁ、実験台代わりかな。──《トランスファー》」

　俺は、【念動】センスを装備して、樹の幹に直接触ふれて《トランスファー》のスキルを使用し、自分のＨＰとＭＰの両方の譲渡を始める。

「おっ！　私も手伝う！　──《メガ・ヒール！》」

「ユンちゃん、手伝うわ。──《リジェネレーション》！」

「私もやるわよ！　──《メガ・ヒール》！」

　俺の行動を見て、回復魔法を使えるミュウ、セイ姉ねぇ、ミニッツも手伝い、少しずつ樹を包む暖かな光が全体に行き渡わたり始める。

　それを見ていた他のプレイヤーたちも樹を見上げ、感かん嘆たんの吐息を漏もらす。

　そして──

『──生命力譲渡（回復魔法）：30ｐｔ。残り３００／３００』

　緊急クエスト：王花桜の花咲かせの達成インフォメーションを受け取り、そっと触れていた樹の幹から手を離はなす。

　見上げる葉を落とした樹は、少しずつ蕾つぼみを膨ふくらませ、そして花を咲かせた。

　薄うす桃もも色いろの満開の【王花桜】が頭上に広がり、そして、ミカヅチが酒さか瓶びんを片手に前に躍おどり出る。

「──全員、花見の始まりだぁ！」

「「「うぉぉぉぉぉっ──！」」」

　この瞬しゆん間かんを待っていたかのように大きな声を上げるプレイヤーたち。

　最初は綿花のような不思議な樹で花見と思っていたが、予定とは少し違ちがう形で花見ができそうだと、満開の【王花桜】を見上げて思うのだった。







　　　終章　花見と王おう花かざ桜くら







　唐とう突とつに始まったレイドボス【アビス・スパイダー】との戦い。

　それに続く【王花桜の花咲かせ】の緊急クエストを経へて見上げる花見の光景の中、クエスト報ほう酬しゆうのアイテムが送られてきた。





王花桜の苗なえ木ぎ【苗木】

特別な桜の花を付ける樹き。その樹には、特別なサクランボが実る。

採取期間：四日に一度。成長度合いにより収しゆう穫かく数が変化。






　桃とう藤とう花かの苗木と同じように、クエスト報酬でこの樹の苗木が手に入った。

　桃藤花は、毎日【蘇そ生せい薬】の素材となる花びらを落とすが、これも、採取が四日に一度と期間が短い。

　どんな感じになるんだろうかと、インベントリの説明欄らんを見つめながら、楽しみに微び笑しようを浮うかべる。

　そして、突とつ発ぱつ的なクエストの全すべてが終わり、花見の準備開始。

　王花桜の樹の下に敷しき物ものを敷しき、その上に座り、作ってきた重箱とお茶の入った水すい筒とうを取り出す。

　俺の他にも、個人で食べ物を持ち込んだプレイヤーたちも、知り合いたちと集まって花見を勝手に始める。

「それじゃあ、乾かん杯ぱい！」

「「「かんぱーい！」」」

　ミカヅチたち成人プレイヤーは、早さつ速そく酒盛りを始めている。

　また、【迷いの森】で足止めされていたプレイヤーたちも続々と追いつき、花見に加わる。

「さて、こっちも始めますか」

　俺は、重箱の蓋ふたを開け、ミュウたちが中身を覗のぞき込む。

「うわぁぁっ！　これユンお姉ちゃんが作ったの？　いいな！　凄すごい！」

「ユンちゃん、凄いわね。一つ頂いていいいかしら」

「ミュウもセイ姉ぇも、遠えん慮りよせずに食べてくれ」

　そうして始まった花見は、各自が持ち寄った食べ物や飲み物の交こう換かんも行われた。

「僕は、味見したけど、やっぱり美お味いしいね。シアっち」

「うん。ユンの味だな、うまい。おかわり。唐から揚あげ頼む」

「ユンちゃん、俺にもくれ！　大盛りでな！」

　リーリー、タク、ガンツは敷物内に座れず、立ったまま重箱を覗き込むので、俺が取り分けると、３人ともすぐにおかわりを要求してくる。

「全く、少しは落ち着いて食べろよ」

　俺は、溜息を吐つきながらも再びお皿に取り分け、花見をする他のプレイヤーたちの会話に耳を傾かたむける。

【迷いの森】を抜ぬけられず、花咲かせのクエストに間に合わなかったプレイヤーたちは、【迷いの森】の入り口から見上げたこの場所の変化を目もく撃げきしたようだ。

　綿花のような樹に見えていたが、ボス討とう伐ばつ直後、蜘蛛の巣が消え、光の粒りゆう子しの吹雪ふぶきが見え、葉の落ちた樹が現れ、しばらく経たち、花が咲さき始めた。

　そんな話を聞いていたら、リーリーとタク、ガンツが、重箱の料理に満足したのか、女性が多いために居い心ごこ地ちが悪かったのかしらないが、この場を離れていった。

　そのタイミングでミュウが俺に質問を投げかけてくる。

「ねぇ、ユンお姉ちゃん。ボス戦中のあれってなんだったの？」

「うーん。なんなんだろうな？」

　ミュウは、俺の隣となりで風に揺ゆれる満開の桜を見上げているザクロに目を向ける。

　成せい獣じゆう化したザクロの能力に、ミュウだけでなく、セイ姉ぇやルカート、ミニッツも興味があるようだ、

「ねぇ、もう一回見せてよ！　もう一回！」

「いや、もう一回って言われてもやり方分からないから」

　ザクロが俺の中に入り込み、一体化した姿を見たいのか、そう囃はやし立てるミュウ。

　だが、どんな指示を出せば、ザクロと一体化できるのか分からない。

「けど、狐きつね耳と尻しつ尾ぽのユンちゃん。可愛かわいかったわね」

「そうね。今度、スクショ撮とらせてよ！」

「勘かん弁べんしてくれ～」

　ミュウに便乗するように、ザクロと一体化した時の俺を褒ほめるセイ姉ぇとミニッツ。

　その一方で、俺と一体化したザクロの能力についてルカートが考察を始める。

「一体化……。プレイヤーの使用できるセンスには、そういった効果のセンスはありませんけど、ＭＯＢの固有センスには似た能力があったはずですよ」

「へぇ、そうなんだ」

「はい。スピリットなどの霊れい体たい系ＭＯＢの中には、ベースとなるＭＯＢと同化して強化させる【憑ひよう依い】や、ダメージを受けた霊体や不定形ＭＯＢが同種同士で合体して回復する【同化】なんかの能力がありますね」

「じゃあ、ザクロの場合は【憑依】かな？　同化とは違うっぽいし」

「そうだと思います。【憑依】の場合は、ステータスの上じよう昇しようや一部の能力が使えるので」

　ルカートの考察を聞き、俺の隣で桜を見上げているザクロを見つめると、なに？　と言いたげな様子で小首を傾かしげている。

「ザクロ、ボスとの戦せん闘とうの時、ありがとな。それとこれからも頼たよりにしていくな」

　そう言って、頭を撫なでると、逆にザクロがこちらの手に顔を擦こすり付けるような仕草をする。

　そして、まったりと花見を続けて30分が経過した頃ころだろう。

【迷いの森】で足止めされていたプレイヤーよりも更に後から来たプレイヤーの一団がいた。

　彼らは、最初に【アビス・スパイダー】と戦い、全ぜん滅めつして死に戻もどりしたプレイヤーたちだ。

　デス・ペナルティーが解除された後、再び急いでここに向かってきたのか、肩かたで息をしながらミカヅチのところに来ていた。

「やっと、戻ってこれた……」

　そう言って、疲つかれたようにその場に膝ひざを突つく死に戻りのプレイヤーたち。

「それで、【アビス・スパイダー】との戦いでは、なにがあったんだ？」

　俺たちは、初見で討伐することができたが、先に到とう着ちやくしていたパーティーは、全滅している。

　俺たちとの戦闘では見せなかった行動パターンがあるのかも知れないし、他ほかにも実は注意すべき行動などがあったのかも知れない。

　そのために、ミカヅチは、情報を纏まとめようとしている。

　そして、全滅した原因は、【アビス・スパイダー】のネットに捕つかまり、助け出さない状態が一定時間過ぎると、即そく死しとＨＰ吸収攻こう撃げきをしてくるらしい。

　また、ネットに捕まった状態では、自分では【蘇生薬】が使えないため、そのまま時間経過によって死に戻りさせられたらしい。

　即死攻撃を受けても、その後ネットから解放して【蘇生薬】を使えば、復活できる。

　だが、それに気づくまでに味方の半数が死に戻りしており、自己回復ができるボスであるために、ジリ貧になるよりも全員が死に戻りを受け入れて早々に戦いを放ほう棄きしたらしい。

「確かに、死に戻りしたけど、先に着いたのは俺たちなんだよ！　くそぅ、悔くやしいぜ」

「死に戻り前にポータルを登録してれば、もっと早く戻ってくることができたのに！」

　項うな垂だれる死に戻りプレイヤーたちの話に耳を傾けている中、ふとミカヅチが呟つぶやく。

「まぁ、残念だったな。けど、こういう時もあるから気にすんな。ほら、酒飲むか？」

「うっす、いただきます」

「嬢じようちゃん、悪いんだが、こいつらに酒に合う食べ物作ってやってくれ」

「全く、分かってたよ。それで何を食べたい？」

　俺は、自分が重箱の料理を食べ終えていたので、こういう役割を振ふられるだろうなと思っていたが、案の定だ。

　死に戻りのプレイヤーたちに直接リクエストを聞けば、驚おどろきながらもしっかりと答えてくる。

「あっ、じゃあ、俺は、普ふ通つうに美お味いしい料理」

「私もそれで」

「「──以下同文」」

　死に戻りしたパーティーたちは、別に酒に合う料理じゃなくてもいいようだ。

「これから追加の料理作るけど、手伝ってくれる人はいるか？」

　俺の呼び掛かけに、何人かの【料理】センス持ちのプレイヤーが手伝いを申し出てくれる。

　そして、料理には貢こう献けんできないが、他のプレイヤーたちも食材アイテムを提供してくれる。

　俺は、シチフクから貰もらった魚やイワンから貰った舞まい茸たけっぽい【イワタケ】、他にもここまでに来る途中で手に入れた食材アイテムで揚げ物を作ることにした。

　魚や【イワタケ】、山菜に似た食材は、そのまま衣を付けて天ぷらにして、野菜は細長く切ってかき揚あげにする。

　またランドスクイドも毒抜きをして綺き麗れいに洗ってからぶつ切りにしてキュウリと和あえたり、【調合】スキルの乾かん燥そうを応用して干物にして焼いていく。

「おかわり！　って全然足りないぞ！」

「ちょっとこの山菜の天ぷら数が少ないだろ！　誰だれか食材採取に行ってこいよ！」

「この天ぷら、ご飯にのせて甘いタレを掛けると野菜天てん丼どんになるぞ！」

　そんな声を聞きながら揚げ物を作っていく俺の側そばで、ミュウは、少しだけ不安そうな表情をしていた。

「ミュウ、どうしたんだ？」

「う、うん。なんか、こんなに楽しんじゃうと、ここにいないヒノちゃんたちに悪いなぁ、と思って」

「あー、なるほど」

　今日は、ルカートしか都合が付かなかったために申し訳なさを感じているらしいミュウの頭を撫でて伝える。

「また個別で花見をやればいいだろ？　王花桜の苗なえ木ぎも手に入ったんだ。なんなら【アトリエール】で花見をしてもいいから」

　その時は、料理も作ってやると伝えると、ミュウは喜び、不安げな表情は消え去る。

「そうだね。その時はお願いしていい？」

「もちろんだろ。まぁ、苗木を植えて、ある程度育たないとダメかもしれないけど」

「ありがとう、ユンお姉ちゃん」

　不安が解消されたのか、そう言って、ミュウも俺の揚げ物争そう奪だつ戦に参加を始める。

　結局、花見とか言いつつ、いつもと変わらない宴えん会かいに俺は微び苦く笑しようを浮かべながら、花見が終わるまで料理を作り続けるのだった。




　　　　●




　花見が終わった後は、プレイヤーたちが次々と山の峰みねを伝って、転移オブジェクトのポータルに移動する。

　その時、ポータルから見下ろした光景に感かん嘆たんの声が漏もれる。

「おおっ、この山の向こうってこうなってたのか」

　南西方向に延びている山脈を越こえた先には、狭せまい範囲で細長い形の森林が広がっており、その森林を挟はさむように向こう側にも山脈が走っている。

「ねぇ、ユンっち、あそこに見えるのは、海？」

「ん？　あっ、ホントだ、海が見えるぞ」

　リーリーが気づき、指差す山脈の切れ目を【空の目】のセンスで見つめれば、空の境界線と違ちがう色合いの蒼あお色、そして白い砂すな浜はまが僅わずかに見えた。

「２人ともよく気がついたな。そう言えば、ユンの嬢ちゃんやミュウちゃん、セイは、海岸に行ったことがあるんだよな」

　俺の呟きに、近くにいたミカヅチが答える。

　センス拡張クエストの試練でボスＭＯＢの【皇こう帝てい愚ぐ足そく蟲むし】を倒たおしたことで、砂浜に行くことができた。

　その砂浜と同じ場所に繫つながっているのだとするならば、俺たちが通ったルートは、【泳ぎ】センスでボス戦を引き起こさないと開けないショートカットルート。

　そして、この複数の山脈越えの陸路が、正当なルートの可能性がある。

「私らも近いうちにこの土地を踏とう破はして、海まで追いつくさ」

　そう言って、そのままポータルに触ふれて転移するミカヅチに、俺は苦笑いを浮うかべる。

　今、海まで出れても船がないために沖おき合あいまで出られないんだ。

「ユンっち、ミカヅチっちたちが海に辿たどり着く前に船を完成させたいね」

「そうだな。沖合に出ても大だい丈じよう夫ぶな船を作れるだけの技術と経験が欲ほしいな」

　だから、ミカヅチたちが陸路で追いつく前に、俺たちは船を作り上げ、最前線を突つき進むプレイヤーたちのサポートができればいいな、と思っている。

　そんな生産職としての決意も新たに固まったところで、ポータルで第一の町まで転移して戻る。




　そして後日──

【アトリエール】の畑に面したウッドデッキで、俺は、クッキーやゼリーなどを並べ、お茶の準備をＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターのキョウコさんと共にしている。

　そして、ウッドデッキの目の前には、大きく育った桃とう藤とう花かの樹と、その隣に植えた王花桜の苗木が花を咲さかせている。

　蕾つぼみ、桜、青葉、紅葉の順番で四日周期に変化する苗木のタイミングを考えながら準備を進めた。

「本日は、私たちのために準備していただき、ありがとうございます」

「私たちのためにお花見を用意してくれてありがとう、ユンさん！」

「いらっしゃい。まぁ、樹は小さいけど、楽しんで行ってくれ」

　ルカートが最初に礼を言い、その隣となりでヒノも同じようにお礼を言ってくる。

　ギルド【ヤオヨロズ】の花見企き画かくに参加できなかった知り合いを集めた二度目の花見は、小規模ながら人が集まってくれた。

　ミュウパーティーは全員が集まり、タクパーティーからは、ミニッツとマミさんが、また、【カラクリ魔ま導どう人にん形ぎよう】とアダマンタイト鉱石の研究に注力していたマギさんも参加してくれた。

　集まった知り合いの殆ほとんどが女の子しか居らず、ちょっとした女子会の様相を呈ていしているが、気にせずに給仕する側に回る。

「マミ、お茶を持ってきたわよ」

「ありがとう、ミニッツ。私の腰くらいの苗木の桜、かわいいね」

　ミニッツとマミは、並んで小さな苗木の王花桜を楽しんでくれているようだ。

　本当は、大きな樹に満開に咲く桜を楽しんで貰いたいが、小さい苗木の桜でも楽しんでくれるので、花見の準備をした甲か斐いがある。

「おー、ザクロもついに成せい獣じゆうになったのね。おめでとう」

「きゅっ！」

「わふっ！」

　マギさんは、パートナーのリクールと一いつ緒しよにザクロとじゃれ合い、【カラクリ魔導人形】やアダマンタイト鉱石の研究での疲れを癒いやしているようだ。

　そして、俺の近くには──

「ふふふっ、ユンさんに新たに獣けもの耳みみ属性が追加されたと聞きました。是ぜ非ひ、狐きつね耳のユンさんを触さわらせて下さい。もちろん、触らせてくれるのなら今の状態でも構いません」

「リレイ。あんた少しは大人しくせい」

　俺に触れようと手を伸ばすリレイに対して、その手を摑つかんで止めるコハク。

　ミュウとヒノは、色気より食い気のためか、用意したお菓か子しの方が気になるようだ。

　トウトビは、ルカートと共に、王花桜の苗木よりも隣の桃藤花の樹を眺ながめている。

　全員が思い思いの過ごし方をして楽しんでいる。

「にゃっ！　ユンさんが真のケモモフになったと聞いたよ！」

「ベル、行きますよ！」

「にゃぁぁっ！　殺せつ生しようなぁぁっ！」

　突とつ然ぜん、【アトリエール】の店てん舗ぽの方で騒さわがしい声が聞こえ、中を覗のぞき込む。

　入り口にベルが立っていたが、すぐに灰色の象の鼻が伸のびてきて、ベルの腰回りを捕つかまえて連れ去るのが見えた。

　姿は見えなかったが、声から察するに、レティーアがベルを連れて行ったのだろう。

　また突とつ撃げきしてくる前に、差し入れでも持って会いに行こう、と心に誓ちかう。

　そんな小さなハプニングの後、花見を十分に堪たん能のうしたミュウたちが俺の前に並ぶ。

「ユンお姉ちゃん、ユンお姉ちゃん！」

「はいはい。なんだ？」

「えっとね。報告遅おくれたし、改めてのことなんだけど。ルカちゃんたち全員、無事に進級進学ができました！」

　そう言う嬉うれしそうなミュウたちを、俺は微笑ほほえましく見つめる。

　ミュウは、家族であるために分かっていたが、ミュウのパーティーメンバーがみんな無事に進級できたことを嬉しく思う。

「おめでとう。進学って言うと高校生か」

「はい。三月は、少し忙いそがしかったけど、やっと落ち着きました」

「……四月からも忙しくなるかもしれませんけど、そのままＯＳＯから離はなれちゃいそうだから、無理してでもログインします」

「春になるとそれまでの習慣が崩れて、卒業しちゃうってよく聞くからね。でも、ボクはまだまだＯＳＯを辞めるつもりないからね！」

　日常を報告してくるルカートと、新生活への不安が見え隠かくれするトウトビ。そして、トウトビの言葉に同意しつつ、ＯＳＯへのモチベーションが高いヒノ。

　そんなルカートたちとは別に、リレイとコハクは、マギさんやミニッツ、マミさんたちから色々な高校生活のアドバイスなどを貰っている。

　まぁ、リレイの場合、若じやつ干かん下心が含ふくまれており、コハクはそれに目を光らせつつも真しん剣けんに質問している。

　もうじき四月になるんだな、と思いながら、俺はミュウたちと、ＯＳＯで先取りした春を楽しむのだった。








─ステータス─







ＮＡＭＥ：ユン

武器：黒くろ乙女おとめの長なが弓ゆみ、ヴォルフ司令官の長弓

副武器：マギさんの包丁、肉にく断だち包丁・重じゆう黒こく、解体包丁・蒼そう舞ぶ

防具：ＣＳクロード・シリーズ№６オーカー・クリエイター（夏服・冬服）







アクセサリー装備容量（３／10）




・フェアリーリング（１）

・身代わり宝ほう玉ぎよくの指輪（１）

・園芸地輪具（１）







所持ＳＰセンス・ポイント20




【長弓Ｌｖ41】【魔ま弓きゆうＬｖ25】【空の目Ｌｖ25】【看かん破ぱＬｖ36】【俊しゆん足そくＬｖ30】【魔道Ｌｖ32】

【大地属性才能Ｌｖ14】【付ふ加か術じゆつ士しＬｖ８】【料理人Ｌｖ16】【物理攻こう撃げき上じよう昇しようＬｖ23】

【調薬師Ｌｖ29】




控ひかえ




【弓Ｌｖ55】【調教Ｌｖ37】【錬れん金きんＬｖ47】【合成Ｌｖ46】【彫ちよう金きんＬｖ39】

【生産職の心得Ｌｖ25】【泳ぎＬｖ18】【言語学Ｌｖ28】【登山Ｌｖ21】【身体耐たい性せいＬｖ５】

【精神耐性Ｌｖ４】【先制の心得Ｌｖ14】【急所の心得Ｌｖ12】【念動Ｌｖ６】







冒ぼう険けんの成果──




・シェイド結けつ晶しよう樹じゆを栽さい培ばいし、その素材でアクセサリー【夢む幻げんの住人】を作ってもらった。

・荒こう野やエリアで地下渓けい谷こくを見つけた。

・使し役えきＭＯＢ：空くう天てん狐この【ザクロ】が成せい獣じゆう化した。

・クエスト【王おう花かざ桜くらの花咲さかせ】を達成し、クエスト報ほう酬しゆう王花桜の苗木を手に入れた。












　　　あとがき







　はじめましての方、お久しぶりの方、こんにちは。アロハ座長です。

　この本を手に取って頂いた方、担当編集のＯさん、作品に素敵なイラストを用意して下さったゆきさん様、また出版以前からネット上で私の作品を見て下さった方々に多大な感謝をしております。

　ＯＳＯシリーズは、現在、ドラゴンエイジにて羽仁倉雲先生によるコミカライズ版を連れん載さいしております。コミカライズでキュートなコミック版のユンたちの活かつ躍やくや可愛い姿を見ることができます。

　また、本作と同時に新作『モンスター・ファクトリー─左さ遷せん騎き士しが始める魔ま物もの牧場物語─』が発売されますので、そちらも手に取って頂けますと幸いです。




　今回の13巻では、ついに使し役えきＭＯＢの空くう天てん狐このザクロが成せい獣じゆう化し、ユンに憑ひよう依いして狐きつねっ娘こになりました。

　ザクロはＯＳＯ２巻で登場し、長い期間、ＯＳＯのモフモフ要素として癒いやしを与あたえてくれました。

　もちろん、読者のみならず、執しつ筆ぴつする私もユンとザクロ、他の使役ＭＯＢたちとの触ふれ合いに癒やされました。

　ザクロの尻しつ尾ぽに首回りを包まれたい、高速で振ふる２本の尻尾に往復ビンタでペチペチされたい、小動物に囲まれたい、などと想像したことがあります。

　人並み程度には、可愛い小動物が好きで、たまに疲つかれた心をアニマル動画で癒やしたりします。

　そんな私ですが、最近一つの悩なやみがあります。

　それは、ＯＳＯと新作『モンスター・ファクトリー』の２作品にモンスターデザインを用意するのが、かなり大変だということです。

　片やＶＲＭＭＯとして、ゲームの敵ＭＯＢや使役ＭＯＢとしての戦せん闘とうルーチンや能力などのデザイン。

　片や異世界ファンタジーの魔物として、その背景や生態、有効活用の方法などのデザイン。

　無論、全てオリジナルではなく、どこかで見たことがあるようなデザインのモンスターもいますが、それでもモンスターを動かす時には、作品をより面おも白しろくできるような動きを考えております。

　そんな私は、日夜、生物の動きや部位を理解するために、アニマル動画を眺ながめたり、ゲーム実じつ況きように登場する敵ＭＯＢを参考にしたり、生物の標本写真や部位解説などを確かめつつ、モンスターデザインに励はげんでおります。

　そんな私のデザインしたモンスターたちが皆みな様さまの想像の中で活躍することができたら幸いです。




　これからも私、アロハ座長をよろしくお願いします。

　最後に、この本を手に取って頂いた読者の皆様に、改めて感謝を申し上げます。

　また皆様に会える日を楽しみにしております。





二〇一七年　八月　アロハ座長










アロハ座長

●あろはざちょう



生態：暑さと寒さに弱い、敏感肌系ラノベ作家。汗や乾燥、強い日光によって肌へのダメージが大きいので夏場は外出を控えている。住んでいる地域は、日本でも上位に位置する紫外線が多い地域らしいので、夏場の紫外線対策は、屋内待機です。

雑談：新作『モンスター・ファクトリー』が同時発売します。ほのぼのとした異世界の牧場ものとなっておりますのでよろしくお願いします。


















カバー・口絵・本文イラスト／ゆきさん

カバーデザイン／ムシカゴグラフィクス
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